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序

安来市は、島根県東端部に位置し、民謡安来節とハガネのまちとして知ら

れていますが、県下でも有数の埋蔵文化財が数多く所在するところでもあり

ます。

ここに報告します経塚鼻遺跡は、島根県広瀬土木事務所の委託を受けて旧

伯太町教育委員会が平成15年度に調査に着手した主要地方道安来伯太日南線

新世紀道路 (改良)工事に伴う埋蔵文化財発掘調査であります。調査は 1市

2町の合併により新生の安来市教育委員会が、平成16年 10月 1日 より引き継

ぎ実施してきたものであり、この度結果をまとめた報告書を刊行する運びと

なりました。

本遺跡は丘陵先端にあり、前面には伯太川を眼下に、下流域には能義平野

を見る眺望良好な場所に立地しています。調査の結果、弥生時代の環壕をは

じめ各種の遺構と遺物が発見されましたが、特に環壕は島根県東部における

貴重な発見例となりました。

この調査地はやむを得ず現状を失うことになりましたが、その記録や出土

品は貴重な文化財として私達の郷土を知る一助となれば幸に存じます。

なお、調査にあたり地元の方にはご理解とご協力を頂くとともに、県教育

委員会文化財課をはじめとする関係各機関、各位のご指導ご助言を賜りまし

た。心から感謝し厚くお礼申し上げます。

平成18年 3月

安来市教育委員会

教育長 石 川 隆 夫





例

1.本報告書は、主要地方道安来伯太日南線新世紀道路 (改良)工事に伴い、島根県広瀬土木事務

所 (及び組織改編により後に松江建築土木事務所)の委託を受け、伯大町教育委員会及び市町

村合併により安来市教育委員会が実施した安来市伯大町東母里井戸地区内の地名「経塚鼻」の

埋蔵文化財発掘調査の記録である。

2.本報告書に収載の経琢鼻遺跡は新発見の遺跡であり、地元の通称名から命名したものである。

3。 本報告所に掲載の地形図は国土地理院発行の25,000分の 1の地形図を使用した。

4。 本書の作成は次のように行った。

報告書の本文については妹尾が執筆し、挿図のうち遺構実測図は大塚充・妹尾秀樹
。舟木

聡 。清水初美・田中強志・是田和美・影山和雅 。小立哲也・名和昌俊。浄書は清水初美・是田

和美・山尾志保が行った。遺物の実測は清水初美・是田和美
。今岡利江・山尾志保。浄写は清

水初美・是田和美・山尾志保・松本美恵子が行った。

遺構写真は妹尾秀樹 。田中強志・影山和雄が撮影した。遺物写真は影山和雄が撮影した。全体

の編集は妹尾秀樹・清水初美が行った。

5。 図面、写真類、出土遺物の保管は安来市教育委員会が行っている。

6。 挿図中の方位は測量法による第Ⅲ座標系のX軸方向とした。

7.現地調査及び報告書作成にあたって、下記の方々に指導・助言をいただいた。記して謝意を表

します。

《調査指導》

田中義昭  (島根県文化財保護審議委員)

大谷晃二  (島根県立松江北高等学校教諭)

《指導・助言》

丹羽野 裕  (島根県教育委員会文化財課)

宮本正保   (島根県教育委員会文化財課)

広江耕史  (島根県教育委員会文化財課)

東森 晋  (島根県教育委員会文化財課)

《協力》

中村唯史  (三瓶自然館指導員)

松本 哲

例

1.本報告書に収載した遺物の記述は、本文中の観察表にかえ、遺物の一部について若千の考察を

行った。

2.本報告書における挿図の縮尺は図中に明示した。

rrt



3.本報告書の上器実測図において、その断面はすべて白抜きとした。

4。 本報告書における遺構略記号は次のように表す。

SI:竪 穴住居跡  SBI掘 立柱建物跡  SD:溝 状遺構   SK:土 坑

Pi柱穴  SS:段 状遺構

5.本報告書における遺構略記号は次のように表す。

Si石器  Fi鉄 器  」:玉類

6.本報告書におけるピットの計測値は (長径×短径―深さ)cmで示した。
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第 1章 調査に至る経緯
第 1節 調査に至る経緯
主要地方道安来伯太日南線新世紀道路 (改良)工事に伴い、島根県広瀬土木事務所より、計画路

線内の埋蔵文化財分布調査について依頼があり、平成14年 1月 29日 より平成14年 2月 8日 の間に

踏査を行い平坦面、凹地など遺跡の存在が考えられる所を確認した。これにより結果を報告すると

ともに試掘調査が必要である旨を協議し、平成15年 9月 4日 より平成15年 9月 12日 の間にトレン

チによる試掘調査を行った。調査の結果、丘陵上部平坦地より古墳及び土坑、中腹緩傾斜地より弥

生時代の竪穴住居跡と考えられる遺構を確認した。

これにより試掘調査結果を報告すると共に発掘調査が必要である旨を報告した。これを受け広瀬

土木事務所長より発掘調査の依頼があり実施することとなった。

本遺跡の名称については地元で「寺山・オオカメザキ・キャツカバナ」などと呼ばれており、そ

の内のキャツカバナの本来の意味するところを考え経塚鼻遺跡とした。
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挿図 1 経塚鼻遺跡位置図

-1-



第 2節 調査の経過
現地調査に先立ち地形測量を実施した。調査地内には立木が残っており撤去が必要で搬出路の設

置位置を確認するため、 3本のトレンチによる調査を実施し、搬出路を設置し立木の撤去を実施し

た。更に枝条の搬出集積と調査地の整理に相当数の労力を要した。

本格的に現地調査に入ったのは平成16年 4月 5日 からである。調査は上部平坦地よりはじめ古

墳 4基・環塚 1条・竪穴住居 7棟 。段状遺構14基・棚列跡 1条・柱穴列 3条・柱穴群 2ヶ 所・溝

状遺構 5本・土坑17基を確認し、現地説明会を経て完掘後の地形測量を実施し、平成16年 12月 28

日現地調査を終了した。

第 3節 調査体制
島根県教育委員会文化財課、島根県埋蔵文化財調査センターの指導のもと、下記の体制で実施し

た。

平成 15年度    調査主体者  山崎丈治 (イ白太町教育委員会教育長)

現地調査     事 務 局 長  花田明巳 (伯太町教育委員会教育次長)

調  査  員  妹尾秀樹 (伯太町教育委員会文化財録護係長)

調査補助 員  清水初美

平成 16年度    調査 主体 者  山崎丈治 (伯太町教育委員会教育長)

現地調査      事 務 局 長  人幡治夫 (伯太町教育委員会教育次長)

《合併前伯太町》  調 査 主 任  妹尾秀樹 (伯太町教育委員会補佐)

調  査  員  影山和雄 (派遣)

調査補助員  清水初美 。田中強志 。是田和美・小立哲也・名和昌俊

整理作業員  細田久美子・山尾志保・栂瀬順子 。種田美保子 。清水千明

《合併後安来市》  調査 主体者  中野吟子 (安来市教育委員会教育長 10/1～ 11/8)

石川隆夫 (安来市教育委員会教育長 11/9～ )

事 務 局 長  伊藤耕治 (安来市教育委員会教育総務課副参事)

調 査 主 任  妹尾秀樹 (安来市教育委員会教育総務課主幹)

調  査  員  大塚 充 (安来市教育委員会教育総務課主任)

調査補助貝  清水初美・田中強志

整理作業員  山尾志保

平成 17年度    調査 主体者  石川隆夫 (安来市教育委員会教育長)

報告書作成     事 務 局 長  伊藤耕治 (安来市教育委員会教育総務課副参事～ 7/31)

中嶋 登 (安来市教育委員会教育総務課副参事 8/1～ )

調  査  員  妹尾秀樹 (安来市教育委員会教育総務課主幹)
ク    大塚 充 (安来市教育委員会教育総務課主任)

調査補助員  清水初美 。是田和美

整理作業員  山尾志保・栂瀬順子 。松本美恵子 。今岡利江・泉あかね

森本 孝
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第 2章 位置と歴史的環境
第 1節 地理的環境
安来市は平成16年 10月 1日 に旧安来市・旧広瀬町・旧伯太町の一市二町が合併し新たな行政域

となり北は中海、東南は鳥取県米子市などの県境に接している。

本遺跡は旧伯太町域に在る。この区域は南端より伯太川及び支流が北流し、伯太川に沿うように

主要地方道安来伯太日南線が中央軸として縦貫している。これを主軸に主要地方道溝口伯太線
。一

般県道米子伯太線 。同米子広瀬線などがそれぞれ隣接市町と中国自動車道
。米子自動車道・山陰自

動車道に連結している。旧伯大町から近隣主要地への距離は県都松江 32km。 米子市 12 kmで ある。

南部は鷹入山 (標高706m)・ 葛野山 (標高737.8m)の 主峰をはじめとする山々が南壁をなし

伯太川の水源となっている。

地質を見ると花尚岩が町域の大半を占め、母里
。安田地内に流紋岩や安山岩などを見ることが出

来る。伯太川周辺には花尚岩風化土 (真砂土)の堆積が見られ、下流では河床が高くなり天丼川を

造り出している。これは自然の流砂はもとより、藩政期に鑢製鉄が盛んで、上流域にある豊富な真

砂土から砂鉄採集のための、鉄穴流しを行ったことによる人為的な流砂といえるものである。

今回調査を行った経塚鼻遺跡は、安来市伯太町東母里井戸集落のゴヒ端で、伯太川と安田川に挟ま

れる丘陵の支脈で、伯太川に向って西へ突きでる丘陵先端部に位置している。眼下には伯太川沿い

に水田が広がり、下流域には能義平野を望むことが出来る眺望良好の場所である。

第 2節 歴史的環境
本遺跡周辺には周知の遺跡として中村横山横穴 (27)。 井戸古墳群 (28)・ 井戸西古墳群 (29)

などがあるが、何れも発掘調査は行われていない。

縄文時代は狩猟採集を中心に自然の恵みを求めて人々が広範囲に活動した時代と言われるが、十日

伯太町域で過去発見されたこの時代の遺物は僅かである。伯太川上流赤屋地区下十年畑の水田底の

黒色土中から、土師器と共に出上した遺物の中に、深鎌と考えられる縄文土器片が一片出上してい

る。昭和55年実施の岩屋谷古墳群外発掘調査において座王 7号墳・塚田古墳からそれぞれ縄文土

器片数点が出土した。安田地区替地遣跡では石鏃・黒曜石片の出土があり縄文遣跡と考えられてい

る。また、平成14年実施の安田深田遺跡の発掘調査では、狩猟用落し穴の中より約5000年前の縄

文時代中期の土器 (約 1/3残存)が出上している。以上の状況から縄文時代の人々が伯太川流域に

生活していたことが窺える。

弥生時代は大陸から渡来した稲作農耕と鉄器が普及し、これにより政治的地域集団が形成されて

いったとされるが、旧伯太町域内で弥生時代の遺跡として後期のものとして田面崎遺跡 (12)・ 丹

部落合遺跡 (23)。 安田深田遺跡 (16)。 青垣神社横遺跡・カウカツ墳丘墓 (19)な どが確認され

ている。中期末になると各地で丘陵上に集落が出現する。後期後半には最盛期を迎え、丹部落合遺

跡では丘陵上に中期末の竪穴住居跡、後期末の竪穴住居跡がみつかっている。本追跡、青垣神社横

追跡でも後期の竪穴住居が認められ、山上に住まうと言う社会情勢の不安定さや土地条件の制約が

読み取れる時代である。一方で後期後半には地域集団を束ねる有力者が出現する。カウカツでは貼

石をもつ墳丘墓が出現しており、供献土器の中に吉備系の鋸歯文を巡らせた壷や器台が出土し、他
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地域との交流を窺わせる好資料である。

古墳時代は農業生活が進み経済力の増大により社会的力関係が明らかになり、支配者の権威を示

すものとして大規模墳墓が出現するとされる。旧伯太町域内において今までに確認された古墳は後

期のものが大半とされているが、発掘調査により確認されたものは僅少である。また、規模は20

mを越す規模の古墳は確認されておらず大半は数基単位で小高い尾根上に在る。古墳について発掘

等で確認された遺構はカウカツ遺跡 (19)・ シアケ遺跡・青垣神社横遺跡・座王 7号墳などがある。

その他多数の古墳が存在するが何れも踏査によって確認されたものである。

天平 5年 (733年 )勘造の「出雲国風上記」に記される現在の伯太町域は意宇郡の内、母里郷・

屋代郷に当ると考えられる。記される社は多乃毛社・斯保弥社・久米社の三社である寺院について

の記述はないが坊床寺跡・長台寺付近寺跡・古卸堂寺跡に各伝えがあり、塔の心礎石、布目瓦の出

土を見ており、氏寺の建立がかなり早い時期から行われていたあかしと見ることができる。古代都

へつながる官道として山陰道があり伯者と出雲の国境には手間莞Jが設けられ、伯太町安田関は地

名に関所が存在していたことを今に伝えている。

中世も鎌倉幕府成立後以降、武家の支配する時代となり南北朝、室町時代と当地にも「安田荘」

があり新補地頭の動きがあった。

応仁の乱 (1463年)以降になると各地で乱が勃発し、城郭 。砦が各地に多く築かれ、戦国時代

へと続いて行く。尼子・毛利の戦には各地の土豪を巻き込んで行き伯太町域内の安田要害山城・亀

遊山峰での戦いが激しくなっていった。

関が原の戦いよりのち、出雲の領主は堀尾氏から京極氏へと移った。同氏は短期間の落主であっ

たが、寛永H～ 12年 (1634～ 1635年 )伯太川の治水工事を行い新田開発の基礎を築いたといわれ

ている。寛永15年 (1638年 )藩主は松平氏となり寛文 6年 (1666年 )に は母里藩 1万石が支封さ

れ貞享元年 (1684年)藩領が決定され伯太川右岸若狭街道に一里塚を設けた。現在、当遣跡の西

狽I前面は中坪の一里塚として今に伝えている。

明治二年版籍奉還により明治新政府の支配となるが、母里藩主は政府より新たに母里藩知事を任

命された。あわせて藩政改革も行い士族の帰農帰商政策が行われた。いまも帰農地を持ち居宅を構

えたところと伝える屋敷跡が本遺跡近くにも残されている。
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第 1節 調査 の概 要
経塚鼻遺跡は、安来市伯太町東母里と同町安田に跨る舌状丘陵突端部に造られた遺跡で、頂部平

坦地は標高41m・ 水田との比高差25mである。調査前は大半がスギ・ヒノキの人工林地であり、

斜面中腹緩斜面に平坦地があったと考える所があり、また近世墓もあり、一部の上層断面からは下

層に古代の住居跡等の存在も考えられた。

調査は、試掘調査をはじめとするトレンチにより確認されている遺構の状況をもとに、頂部平坦

面から中腹までの斜面については手掘りにより調査を行ったが、中腹緩斜面については効率的作業

を行うため重機により表上の掘削を行い、その後の作業については人力による掘削作業を行った。

調査の結果頂部平坦面には古墳や土坑、斜面へ移行する肩部には環壕及びこれに伴うと考える柵

列跡、中腹には段状遺構及び竪穴住居跡 。古墳・土坑、中腹より下る急斜面部にも段状遺構・竪穴

住居跡 。土坑を確認する。遺構は丘陵の上から下へと広範にわたって存在している。

挿図 3 周辺地形図 (1:1000)
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第 2節 古墳

1号墳 (挿図 6～ 9、 図版 4～ 6・ 26)

位  置

周 溝

墳 丘

主体部

調査区の東側頂部で丘陵突端に位置し、平坦地の中央に立地する。南側は 3号墳によ

リー部を削られ、南東狽1は 2号墳により僅かに削られている。標高は墳丘頂部で41.5m

を測る。水田との比高差は26mである。

墳丘は後世に大きく削平を受けたと考えられ、盛上部分は存在しないことから、検出

した周溝については地山を掘 り込んで造られた部分の残りであると考える。南側は 3号

墳の周溝により削られ築造時の形状を知ることはできなかった。北東側には、地山を掘

り込んだ溝が残存しており検出面での周溝は、上幅の最大は1.26m、 下幅の最大は0.60

m、 深さ0.6～ 0.22mで 断面は逆台形を呈す。

墳丘は大半が後世の削平を受けており、地山を掘 り込んだ周溝によりかろうじて墳形

を留めているといえる。平面形は円形を呈した円墳で規模は残存面で長辺 (北西一南東)

1l mを 測 り、推定する墳丘の径は12m以上である。墳丘構築に盛上が行われたと考え

るが、削平によりほとんど残存しない。このため古墳の築造方法は不明である。残存の

墳丘頂部と周滞底面の比高差は0.6m～ 0.2mである。

墳丘盛土は前述した如く後世に大きく削平されている為、墳丘から明確な主体部を検

出することができなかった。しかし、中心部には地山面より上坑 1基を検出した。上面

形は不整な楕円形を呈し上縁部長径 1.6m× 短径 1.22mを 測る。底面形も不整な楕円形

で底部長径 1.3m× 短径 0.95m、 深さは0。25mである。断面形は逆台形を呈し、主軸は

N-45° 一Eを取る。遺物は土師器の鉢が出上している。断面観察で構痕跡は認められ

なかったものの、埋葬施設と考えられる。なお、墳丘地山面に 5基の土坑を検出したが

堆積土から古墳築造以前の貯蔵穴と考える。

遺物は土師器奏 。小型丸底壺・高郭・郭・埴輪・鉄製品が出土した。

築造時期は出土土器より古墳時代中期前半と考える。

2号墳 (挿図 6。 9～ 11、 図版 6～ 7・ 26)

位 置 調査区の東側頂部で丘陵突端に位置し、平坦地の南東側に立地する。北西側に 1号墳、

西側に 3号墳がそれぞれ隣接している。標高は墳丘頂部で41.3mを 測る。水田との比高

差は26.2mで ある。

2号墳の検出面は 1号墳と3号墳に接する僅かな部分で、残る部分は調査区域外であ

る。盛土部分は 1号墳と同様後世の削平により存在しない。

周溝は 1号墳の周溝と接する北西側に残り、 1号墳の周溝を一部掘り込んで造られた

ことが判る。南西側は 3号墳の周溝により掘削され残存しない。検出面の断面は上幅

■75m、 下幅0.5m、 深さ0.4mを 測り逆台形を呈す。

検出面は一部分であり、墳丘は大半が後世の削平を受けており、地山を掘り込んだ周

周 溝

物

期

迫退

時

墳 丘
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掲
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
み
や
や
し
ま
る

淡
黄
掲
色
砂
質
上
に
茶
掲
色
砂
質
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
み
し
ま
る

淡
黄
褐
色
砂
質
上
に
橙
褐
色
砂
質
土
ジ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
み
し
ま
る

地
山

暗
茶
掲
色
砂
質
上
に
明
黄
掲
色
砂
質
土
を
少
量
合
み
や
や
し
ま
る

暗
茶
褐
色
砂
質
土
に
責
茶
掲
色
砂
質
土
を
少
量
含
み
し
ま
り
な
し

暗
茶
掲
色
砂
質
上
に
淡
責
褐
色
砂
質
土
を
や
や
多
く
合
み
や
や
し
ま
る

淡
橙
褐
色
砂
質
上
に
明
黄
帽
色
砂
質
土
を
多
く
含
み
し
ま
る

12
 
黒
掲
色
砂
質
上
に
橙
褐
色
砂
質
土
ブ
ロ
ッ
ク
を

淡
橙
褐
色
砂
質
土
に
黄
掲
色
砂
質
上
を
少
量
含
み
や
や
し
ま
る

明
責
褐
色
土
(水
真
砂
)に
茶
掲
色
上
を
含
む
(地
山
風
化
土
)し
ま
り
な
し

８ ９ ‐
０

‐
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３

‐
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０ 相 １
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暗
責
褐
色
砂
質
土
(木
の
根
を
多
く
合
む
)

暗
責
掲
色
砂
質
土

暗
橙
掲
色
砂
質
土

暗
責
褐
色
砂
質
上
に
責
茶
掲
色
砂
質
土
を
含
み
や
や
し
ま
る

淡
黒
掲
色
砂
質
上
に
責
掲
色
砂
質
土
を
斑
点
状
に
合
み
や
や
し
ま
る

淡
橙
褐
色
砂
質
土

淡
橙
掲
色
砂
質
上
に
白
色
砂
を
含
み
し
ま
る

暗
灰
掲
色
粘
質
土

黒
褐
色
砂
質
土
(旧
表
土
)

暗
黄
褐
色
砂
質
土
に
淡
黒
掲
色
土
を
含
む

橙
掲
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
と

黄
掲
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
の
混
合
土

や
や
多
く
合
む

3ヽ 
橙
掲
色
、
黄
褐
色
、
黒
掲
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
混
合
上

14
 
黒
掲
色
砂
質
土
に
橙
褐
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
や
や
多
く
含
む

15
 
黒
茶
掲
色
砂
質
上
に
橙
掲
色
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
合
む

16
 
黒
茶
掲
色
砂
質
上
に
黄
掲
色
ブ
ロ
ッ
ク
を
わ
ず
か
に
合
む

17
 
暗
茶
褐
色
砂
質
土

18
 
黒
黄
褐
色
砂
質
上

19
 
橙
掲
色
砂
質
上
に
茶
掲
上
を
少
量
含
む

20
 
橙
褐
色
砂
質
上
に
白
色
砂
粒
を
少
量
含
む

21
 
暗
茶
掲
色
土
に
責
褐
色
、
橙
掲
色
の
砂
粒
を
若
千
含
む

皓
茶
褐
色
砂
質
土
(し
ま
る
)

黒
帽
色
砂
質
上
に
責
掲
色
橙
掲
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む

黒
褐
色
砂
質
土

黒
掲
色
砂
質
土
に
黄
褐
色
黄
褐
色
砂
質
と
を
少
量
合
む

灰
茶
褐
色
砂
質
上

淡
責
褐
色
砂
質
土

黒
掲
色
砂
質
土
に
黄
褐
色
砂
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
合
む

淡
黒
掲
色
砂
質
と
に
橙
褐
色
砂
質
上
の
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
(S
D0
1埋
土
)

淡
橙
褐
色
砂
質
土
に
淡
黒
褐
色
砂
質
上
を
斑
点
状
に
少
量
含
む
(S
D0
1埋
上
)

ぞ雷
彊§
歌§
三十
!義
砦2
音
彦曽
圭8
オ
キ チ
ロ サ
ケを
多尋
暮
憲
||
§
橿目
驀選
圭 |

黄
掲
色
砂
質
土
(1
号
墳
周
溝
埋
土
)

暗
橙
掲
色
砂
質
土
(1
号
墳
周
清
埋
土
)

暗
黄
掲
色
砂
質
土
(1
号
墳
周
溝
埋
土
)

D'
41
50
m

壌量
糧且
財詈
圭
Iヨ
暫蒼
蓄蓄
醤登
?斑
点状
曙
く 含
む
伸号
墳周
清埋
D

恣曼
暑言
Z且
三十 覇
畳暑
旨写
宮≧
ぞΞ
台損
ぞ 号
」暮
ご 堰
言暑
冒撞
壱と

|

淡
橙
褐
色
砂
質
土
(2
号
墳
周
清
埋
土
)6

淡
橙
褐
色
砂
質
土
に
暗
奈
褐
色
砂
質
上
を
観
点
状
に
少
量
含
む

暗
橙
褐
色
砂
質
土
(2
号
墳
周
清
埋
土
)

地
山

(2
号
墳
周
溝
埋
土
)
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主体部

t_________一 二一一―_____―し'8
1号墳 10cm 挿図 9 1・ 2号墳出土遺物実測図

(1:3)

溝によりかろうじて墳形を留めているといえる。検出面から平面形を推定するには無理

があるが、隣接する 1号墳及び 3号墳が円墳と考えられ同規模大の円墳であると考える。

墳丘構築に盛土が行われたと考えるが、削平により全く残存しない。このため古墳の築

造方法は不明である。残存面で墳丘頂部と周溝底面の比高差は0。58mである。

周溝より墳形、規模を想定すると主体部は調査区域外となる。なお、墳丘地山面に 2

基の上坑を検出したが堆積土から古墳築造以前の貯蔵穴と考えられる。

遺物は土師器小片と周溝内より鉄族が出土した。

築造時期は周溝切 り合い関係により、 1号墳より新しく3号墳より古い。古墳時代中

期～後期後半の範ちゅうであるが古墳時代中期頃と推測される。

物

期

遺

時

E14150m E

1

2

3

4

5

6

7

暗灰褐色砂質土

淡茶褐色砂質土に灰黄褐色砂質土を斑点状に含みしまる

暗茶褐色砂質上に暗責茶褐色砂質土を斑点状に含みややしまる

明黄掲色砂質上に赤褐色砂質上を斑点状に含みややしまる

淡責褐色砂質土

明黄掲色砂質上に茶掲色砂質上を斑点状に含みしまる (地山風化土)

地山
2m

挿図102号墳土層断面図 (1:50)

ト
レ
ン
チ

一　
イ
＼
、
／
一　
ヽ
＼

下

Ｆ

＼

ヽ
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1

2

3

4

5

6

挿図11 2号墳土層断面図 (1:50)

3号墳 (挿図 6。 12～ 19、 図版 7～ 9。 26～ 29)

位 置

周 溝

墳 丘

主体部

淡黄褐色砂質土
暗黄掲色砂質土

晴責掲色砂質上に淡黒掲色砂質上を斑点状に含む

淡橙褐色砂質上に淡黒掲色砂質上を斑点状に合む

淡橙掲色砂質土 (地山風化土)
責掲色砂質土に淡橙掲色上の中ブロックを少量含む

調査区の東側頂部で丘陵突端に位置し、平坦地の南端から斜面部にかけて立地する。

北東側に 1号墳、東側に 2号墳がそれぞれ隣接している。標高は墳丘頂部で41.3mを測

る。水田との比高差は26.2mで ある。

墳丘は後世に大きく削平を受けたと考えられ僅かに盛上部分が残る。検出した周溝は

1号墳と2号墳に接する部分のみであり、斜面部は元々周溝を巡らさないタイプと考え

られる。 1号墳と接する断面は上幅2.5m、 下幅0,9m、 深さ0.6mを測り、 2号墳と接

する断面は上幅 2.Om、 下幅 1.Om、 深さ0.8mを 測る。形状はいずれも逆台形を呈して

いる。

墳丘の遺存状態は墳丘盛上部分が後世削平され主体部が僅かに残存するのみである。

南西側は斜面となっている。総体で墳形をかろうじて留めている。墳丘の築成をみると、

1号墳と2号墳に接する北東側の地山は花筒岩風化土 (真砂土)であり、北西側は旧表

土 (黒褐色砂質土)の堆積である。また、南西側は弥生時代の環壕が自然堆積により坦

まった状態が築成前の地形である。この上に周辺土で更に埋め上げ北西側と均平にし墳

丘基盤面を造成し、その上に盛上による墳丘を築いたと考える。規模は残存面で長辺

(北西―南東)9mを測り、墳丘基盤面から推定し径約1l m以上の円墳である。残存の

墳丘頂部と周溝底面の比高差は0.8m～ 0。9mである。

墳径を1l mとすると、中央よりやや北東側へ寄って主体部が構築されている。

この主体埋葬施設は墳丘盛土の基盤層を掘り込み造られている。上部は後世の掘削に

より撹乱を受けたと考える。平面形は希歪な長方形を呈し、規模は残存面で長さ2.44m、

幅1.14mを 測る。主軸はN-47° 一Wを取る。棺部は墓坑掘り方の中央に掘り込まれ長

方形を呈す。長さ1.5m、 幅0.6m、 深さ5～ 15cmが残る。棺部を囲んで人頭大の石が 8

個点在し木棺の板組みを固定した石と考えられる。埋土は後世の削平を受けており棺の

痕跡は認められなかった。

-16-



遺 物

時 期
1 暗茶褐色砂質土
ややしまる
2 茶褐色砂質土
ややしまる
3 階茶掲色砂質土に
灰茶褐色砂質土を
斑点状に含む
4 茶褐色砂質上に
灰茶褐色砂質上を
斑点状に含む
5 淡黄掲色砂質土

」'4100m

K4100m

遺物は高郭・奏・須恵器・めのう製勾玉

輪・刀子が出土した。

築造時期は出土土器より古墳時代後期 (6

r4100m

1

2

3

4

6

淡灰黒褐色土に橙褐色砂質土小ブロックを多く合む (3号墳盛土 )
黒褐色砂質上に浚黄褐色砂質上 を含む (3号墳盛土 )
暗黄褐色砂質上に橙掲色、淡黒褐色砂質土小ブロックを少量含む (3号墳盛土 )
黒褐色砂質土に黄掲色、橙褐色砂質土小ブロックを多 く含む

橙褐色砂質rに黄褐色砂質土小ブロックを含むしまる (3号墳盛土)

挿図12 3号墳土層断面図 (

・小玉・水晶製切子玉 。ガラス製小玉

世紀後半)と考える。
I

埴

灰茶褐色砂質上に明黄褐色砂質土小ブロ ンクを含む

淡黄褐色砂質土フロック

淡灰黒掲色砂質土に橙褐色砂質土小ブロックを多 く含む (3号墳盛上 )
暗黄褐色砂質上に黒掲色、黄掲色、

橙褐色砂賃上小ブロックを多 く含む (墓壌埋土 )
11 暗茶掲色砂質上に黄褐色砂質上の中ブロックを多 く含む
12 淡黒褐色砂質土に黄掲色砂質上の小ブロックを多 く含む
13 黄褐色砂質土に黒褐色砂質土小ブロックを含む
14 黒掲色砂質土に黄掲色、橙掲色砂質土小ブロックをやや多 く含む (環壕埋土 )

暗茶褐色砂質上に黄掲色砂質土小ブロックを少量含む

淡黒茶掲色砂質土に橙褐色砂質土 をやや多 く合み しまる

黒褐色砂質土に橙褐色砂質土小ブロ ンクを多 く含む (3号墳盛土か)
黒掲色砂質土大ブロックと橙掲色、黄褐色小ブロック混合土

淡黄褐色砂質上に橙褐色砂質土小ブロックを含む (3号墳盛上 )
橙褐色、黄褐色、黒褐色砂質土小ブロックの混合土 (3号墳盛土 )

②

ｑ

◎ 4 (:::'と5 (≪:3)j6

0                                5cm
(1:1)

3号墳主体部出土遺物実測図 (1)

15 黄掲色砂質土ブロック
暗茶褐色砂質土に褐色砂質土小ブロ ンクを含む

(3号墳盛土 )
黄褐色砂質上に暗茶褐色砂質土小ブロックを

多 く含む (3号墳盛土 )
黄褐色砂質土に淡黒掲色砂質土大ブロックを

含む (3号 墳盛土 )
黄褐色砂質土 (3号 墳盛土 )
黄褐色砂質土に淡黒掲色、橙褐色砂質土小ブロック

長毯是aむ
僧号墳盛→」

0                        4m

l : 80)

胤
　
らリ　ロ

5cm

的ロ

(1:2)

挿図13
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挿図14 3号墳主体部遺物出土状況図・土層断面図 (1:20)

ミ ここ
=

__‐ __

◎

勲

キ

Ｉ

Δ

ャ

暗黄掲色砂質上に黒掲色砂質土小ブロ

ックと黄掲色砂質土ブロック、橙掲色
ブロックをやや多く含む

暗黄掲色砂質上に橙掲色砂質土小ブロ

ックをやや多く含む
灰黄褐色砂質上に淡黒褐色砂質土小ブ
ロックを多く含む

橙褐色砂質土小ブロックと黒掲色砂質
土小ブロック混合土

暗茶掲色砂質土に黄褐色砂質土小ブロ

ックを少量合む

暗灰茶掲色砂質土

＝一　　　　　　　　　　Ａ一

A4050m

A'40 50m i

lm

/

-18-



戸丁Щ互
＼ηヾ席
タ

∈垂≦≦≧≧≧≡墓峯曽____こと望≧三二D7

＼ 〆

挿図15 3号墳出土遺物実測図 (2)(1:3)

m
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0  (1 :2)  5cm

挿図16 3号墳出土遺物実測図 (3)

-20-

(1:3)



挿図17 3号墳出上遺物実測図 (4)(113)
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挿図18 3号墳出土遺物実測図
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洋

肌

挿図19 3号墳出土遺物実測図 (6)(1:3)

4号墳 (挿図20～ 22、 図版10,29)

位 置

周  溝

墳 丘

主体部

遺 物

時 期

調査区の中央より鵞南西側に位置し、緩斜面に立地する。斜面を登ると3号墳が在り

水平距離にして約20mである。標高は墳丘頂部で33mを測る。水田との比高差は約 18

mである。

墳丘は後世に大きく削平を受けたと考えられ、盛上部分は存在しないことから、検出

した周滞については地山を掘り込んで造られた部分の残りであると考えられる。溝は山

側斜面に残り上幅2m、 下幅0.35m、 深さ1.2mを 測る。断面形は逆台形を呈す。検出面

は長さ9.Omを 測り緩やかな弧を呈している。築造は斜面であり西側は盛土部分となり

周溝は存在しなかったと推定される。残存する周溝の両端は流失したと考える。

墳丘は斜面に立地することから自然流失もあるが、近世から現代に渡る墓地として大

半が削平されたと考えられ、残存部分は周溝に囲まれる地山の一部分のみで盛上部分は

残存しない。墳丘は周溝によって辛うじて形を残している状態であり主体部は消滅して

いる。残存する周溝より推定すると一辺10m前後の方墳の可能性が考えられる。

削平され、全く確認されなかった。

遺物は周溝内底部直上より須恵器蓋杯が 4点出土した。

築造時期は出土土器より古墳時代後期 (6世紀初頭)と考える。
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B'3250m

A3250m

暗黄褐色砂質上に淡黒褐色砂質土をやや多く含む

暗黄褐色砂質上に淡黒褐色砂質土を多く含む

黄褐色砂質土

責褐色砂質上に淡黒褐色砂質土を少量含む

黄掲色砂質上に淡黒掲色砂質上をやや多く含む

灰責掲色砂質土に淡黒褐色砂質上をやや多く含む

暗黄掲色砂質土に淡黒掲色砂質土をやや多く合む

暗責掲色砂質上に淡黒褐色砂質土を多く含む

黄褐色砂質上に淡黒掲色砂質上を少量含む

暗褐色砂質土に責褐色砂質土を斑点状に少量含む

灰黄掲色砂質土
地山風化土

C32v_

淡黒掲色砂質土

黒掲色砂質上に地山ブロックlocm大 を少量含む
淡黒掲色砂質上に地山ブロック1～ 3cm大 を少量含む

0                2m

0                       10cm

挿図21 4号墳出土遺物実測図 (1:3)

挿図20 4号墳遺構図 (1:60)

挿図22 4号墳出土遺物実測図 (1:3)
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第 3節 環壕

第 1環壕 (挿図23～ 34、 図版 2・ 11～ 18・ 30～ 33)

位 置

形 態

調査区は丘陵支脈の舌状突端部に在る。環塚は標高37m付近で水田との比高差は21.9

mであり、突端部斜面の 8合日付近に、等高線に沿って鉢巻きを当てたような形で検出

された。

なお、本遺構を取り巻く外側の地形を概観すると、西側から南北両側に続く斜面はい

ずれも急斜面である。環壕に囲まれる頂部平坦地は調査区外となる東側に40m余 り続

き、幅は30m前後で広い平坦地が存在している。北側斜面は小谷に沿っており、谷の

奥部では斜面の法長は短くなるが、南側は連坦地の水田まで下る斜面となる。

平面形は丘陵突端に沿って弧をなし弓形を呈している。検出面の規模は延長約45m

を測る。断面形は大きくはV字形で、最も広い部分で上幅6.lm、 底部0.3m、 深さ内壁

4.2m、 外壁 1.6m、 最も狭い部分で上幅2.8m、 底部0.2m、 深さ内壁 1.8m、 外壁0.64m

を測る。丘陵上平坦面である環塚内側頂部と環塚底部との比高差は3.34～ 4.74mを 測る。

頂部平坦地は古墳の築造、更に後世削平を受けており、環塚内壁部の本来の始まりは不

明であるが、環壕内側に設置されていたであろう柵列跡を内側上端付近より検出してお

り、概ね築造時の位置と考えられる。

各断面の規模について南東側から北東側へ時計回りで追ってみたい。A一 A'は上幅

2.78m、 底幅0.26m、 深さ内壁 1.8m、 外壁 0.64m、 B一 B'は上幅 2.8m、 底幅0.2m、

深さ内壁 1.7m、 外壁 0.8m、 C― C'は上幅 3.7m、 底幅0.34m、 深さ内壁 2.37m、 外壁

0.92m、 D― D'は上幅 3.94m、 底幅0.36m、 深さ内壁 2.16m、 外壁 1.2m、 E― E'は

上幅 3.64m、 底幅0.31m、 深さ内壁 2.76m、 外壁 1.44m、 F― F'1よ上幅4.44m、 底幅

0.3m、 深さ内壁 3.19m、 外壁 1.46m、 G― G'は上幅 6.lm、 底幅0.3m、 深さ内壁 3.64

m、 外壁 1.6m、 H一 H'は上幅4.4m、 底幅 0。3m、 深さ内壁 3.24m、 外壁 1,4m、 I一 I'

は上幅 3.8m、 底幅 0。27m、 深さ内壁 2.94m、 外壁 1.55m、 」一J'は上幅 3.46m、 底幅

0.56m、 深さ内壁 2.43m、 タト壁 0.18m、 K― K'は上幅 5.8m、 底幅0.2m、 深さ内壁 3.38

m、 外壁 1,3mを測る。

北寄 り上層断面」―J'の位置には土橋と考える地山面を検出した。土橋は盛上では

なく地山掘り出しで両側を溝として掘り下げ、土橋状に残した所であり、意図的に選定

されたものと考えられる。規模は裾幅となる両溝底部突当間で3.25m、 上幅は2.2m、

高さは溝底部より0,95m、 長さは外壁から内壁の間で3.15mを 測るが、風化及び木根等

により攪乱を受け明瞭ではなく、築造時の状態を知ることはできない。環塚は土橋より

南西側と北東側に分かれることになる。土橋は溝を横断するように在り、前後の路線に

ついては環塚内側となる上部へは内壁法面を斜めに上ると思われるが、土質が火山灰土

(通称ミズマサ)と花筒岩風化土 (真砂土)の地脈状となり、風化が大きく道を確認す

ることができなかった。しかし内壁上端付近に検出した柵列の並び等から道が存在した

ことが窺える。外壁より下る路線については地山の風化及び木根等による攪乱により検
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埋  土

出できなかった。加えて西偵1は SI-01に より外壁が一部切 り込まれており、築造時の

形状を窺うことはできなかった。

環塚が掘り込まれた基盤 (地山)は土橋あたりを境として南偵Iへは花筒岩風化土、北

側へは火山灰土層となり堆積上の質を異にするが、環塚埋土は総体同様の堆積形態を呈

し、 4層に大別できる。底部に堆積する最下層第 4層は環塚開削後早い段階に環塚とし

ての機能は薄れ、人為的に埋め込まれたと考えられる。埋土は締っていることから通路

として利用された可能性も考えられる。第 3層は長期間にわたって堆積したと考えられ、

環壕としての機能は薄れたことが窺える。堆積土は黒色火山灰土 (通称クロボク)を主

体としており、環塚内側上部より流入堆積したと考えられる。第 2層は頂部の古墳築造

に伴うものと考えられ、掘削排土及び造成用埋土層で、地山ブロック等を含んでいる。

第 1層 は古墳築造後時代を経て頂部を大規模に削平造成したと考えられる覆土である。

本遺構の底都は0.2～ 0.36mと 幅は狭 く、概ね等高線上にあり標高を見るとA― A'

は38.16m、 B― B'は 38.02m、 C― C'は 37.96m、 D― D'は 38.05m、 E一 E'は

37.74m、 F― F'は 37.41m、 G― G'は 36,76m、 H一 H'は 37.12m、 I― I'は 37■ lm、

」―J'は 38.07m、 K一 K'は 37.30mを 測 り、最高値 。最低値の比高差は1.4mと なる。

遺構は斜面に掘り込まれ、背面となる内壁は前面となる外壁に比べ高さが 2倍強である。

法面勾配は総体内壁は46°前後、外壁は36°前後となる。本遺構を構成する土質を見ると

大半が花尚岩風化土 (真砂土)で一部大山松江軽石 (火山灰土層)であり、いずれも風

化が著しく掘削加工痕は確認できなかった。また、土層断面 J― 」'に位置する土橋は

溝を横断し、地山を掘 り残して土橋としており、当初から計画的に選定した位置であっ

たと考えられるが、前後の道は確認できなかった。なお、本遺構を開削した排土は内外

壁として積み上げ利用したのか等、如何なる処理をしたのか確認することはできなかっ

た。

構  築

出土遺物  遺物は各土層より出上しているが、大別する 4層の内第 1層 は古墳築造以降の堆積土

であり、弥生土器片・土師器片・埴輪片が出上し、第 2層は古墳築造時の掘削排上であ

り、弥生土器片・礫が出土している。いずれも弥生時代以降の堆積土である。第 3層・

第 4層は環壕築造以降の堆積上であり、礫・壺・奏 。高郭 。鉢・把手などが出土してい

る。

第 4層 (最下層)出土遺物は南東側から北東側に至る広範に点在しているが、点数は

少ない。土層断面 G― G'でみると、 Tュ層 (12～ 14層)T2層 (15～ 17層 )の橙褐色

砂質上を主とする層位に位置する。環壕全域では、 Tュ層挿図32-1奏、-2底部、一

3高郭及びTヮ層挿図32-1壺、-2.-3甕 、-4底部の計 7点で、何れも弥生土器

の破片である。 Tl層奏 1は口縁小片で、頭部下にヘラ描き直線文 2条以上を施し、調

整はヨコナデとヘラミガキである。底部 2は摩滅により内面調整は不明、外面は粗いナ

デとヘラミガキを施す。高郭 3は、外面脚端部に強いナデによる段をもち、円形の透か

し3ケ所を残す。T2層壷 1は頭部の破片で、調整はハケメ 6条/cmと ヘラミガキであ

る。甕 2は口縁部で、端部に刻み目を施す。調整は不明である。菱 3は、逆 L字状口縁

で端部に突帯を貼 り付け、強く屈折する。底部 4は、内外面ナデ調整である。礫は36
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個が出土し、分類すると川原石の礫が 9個 (重量最大で 1.57kg・ 最小0,74kg)及び自然

石の礫が27個 (重量最大で4.57kg。 最小 0.27kg)イ こ別れる。いずれも硬度を保ってお

り、加工痕跡等は無く防御用の飛礫石と思われる。

第 3層 (黒色土層)出土遺物は南東側から北東側にわたって全域で出土したがA一 A'

～ C― C'ま での間は比較的少なくC― C'～ K一 K'の間が多い。土層断面 G一 G'

で見ると、Bl層 (9。 10層)B2層 (■層)の黒色土層に位置する。環塚全域では、Bl

層挿図30-1広 口壼、-2～ -8奏、 -9～ 一ll底部、 -12甑把手、 B2層挿図30～

32-2.-3。 -7壷、 -4.-6広 口壷、-5無頸壷、-1.-8～ -14奏、 -15

～ -22底部、 -23高郭で、何れも弥生土器の破片である。 Bュ層を見ると、広口壷 1は

口縁端面に鋸歯文、内面に櫛描直線文 6条以上を施し、一部その上から櫛描波状文を施

す。紐穴と思われる円孔を穿つ。奏 2は、逆 L字状口縁で端部に突帯を貼 り付け強く屈

折する。奏 3は、口縁は緩 く外反し、端部に刻み目を施す。奏 4。 5は、口縁端部に凹

線 4条を施す。奏 6は、縁口端郡に凹線 3条、胴部に櫛条工具による連続刺突文を施す。

養 7.8は 日縁端部にそれぞれ凹線 5条 3条を施す。甑12は把手部でヘラケズリを施

す。B2層を見ると、奏 1は逆 L字状口縁で端部に突帯を只占り付け強く屈折する。長顎

壺 2は、頸部に 8条以上のヘラ描直線文を巡らす。長頸壷 3は、顎部～胴部に多条の櫛

描直線文、刺突文、櫛描波状文、刺突文と、上から下に交互に施す。広口壷 4は口縁端

部外面にヘラ描斜格子文、頸部に多条の櫛描直線文、櫛描波状文を巡らす。無頸壷 5は

口縁部に 3条の凹線支、穿孔 2ヶ所口縁部に凹線 1条、肩部に二段の櫛状工具による刺

突文を巡らす。広口壺 6は口縁下端に垂直する稜を持つ。壷 7は、口縁端部に凹線 2条

を施す。奏 8は、口縁端面にヘラ描沈線文で 1条を施す。奏 9は、逆 L宇状口縁で、貼

り付け突帯上に刻み日、顕部にヘラ描直線文 6条、刺突文を巡らす。鉢 10は 口縁端部

に刻み日、頸部にヘラ描直線文16条 と三角形刺突文を巡らす。鉢11は、口縁を逆 L字

状に強く屈折する。奏12は、口縁端部に凹線 4条以上を施す。甕14は、口縁端部に凹

線 2～ 3条、頸部に櫛状工具による刺突文を施す。高郭 23は、口縁端部上面に凹線 3

条を施す。礫は145個が出土し、分類すると川原石の礫が31個 (重量最大で4.27kg。 最

小0.46kg)及び自然石の礫が114個 (重量最大で6.45kg。 最小 0,49kg)イこ別れる。いず

れも硬度を保っており、加工痕跡等は無く防御用の飛礫石と思われる。

時 期   本遺構下層出土遺物は特徴から弥生時代前期末～中期前半、上層出土遺物は前期末～

後期前半のものと考えられ、本遺構は弥生時代前期末に開削され存続期間は中期前半ま

でと考えられる。比較的早い段階に環嫁の機能が薄れて第 4層は埋め込まれ、以後は自

然推積で、弥生時代後期前半までには完全に埋まりきらず、窪地として痕跡が残ってい

たと推定される。

環壕内側となる丘陵頂部平坦面

環塚内側となる丘陵頂部の検出面形は下弦の月を表している。検出面の長軸方向約

28m、 短軸方向約 12m、 平面積は環塚掘り込み法面天端を区切 りとして約300♂ となる。

この平坦面には検出結果より変遷を窺うことができる。環塚築造の弥生時代の上に古墳

の築造を行い、更に後世大規模な平坦面の造成が行われており、環塚に関する弥生時代
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の遺構遺物の残る面は僅かとなっている。

遺 構   ここでは環壕に伴うものと思われる柵列跡・土坑・環壕開削以前の旧表土について取
り扱う。

柵列跡 (挿図23)は環壕内側法面天端に沿うように在る。小柱穴が 5本の列、 8本

の列、 2本の列と3列が残るが、環塚内の施設として柵が造られたと考えられる。土坑

は頂部平坦面にあるSK-02.03.05.06.07.09。 10の 7基であり何れも後世の掘削により残存

部は僅かであるが、環壕内に造られた貯蔵穴と考えたい。環壕開削以前の旧表土は西側

先端付近に僅かに残存する黒色土層であり、環壕開削により切り込まれたことが判る。

旧表土は古墳築造及び後世大規模に行われたと思われる平坦面造成により、ほとんどが

削平されたと考えられる。

遺 物   柵列跡に伴う遺物は出土していない。環壕開削以前の旧表土中から甕 2・ 3(挿図

33)が出上している。奏 2は口縁部で淡茶色～黒褐色を呈し、外面はヨコナデ・指頭圧

痕・ヨコハケメ 5条/cm。 タテヘラミガキあり。甕 3は 5割の残存で淡茶色～黒褐色

を呈し、口縁端部に刻み目を施す。

これらの出土遺物は弥生時代前期末頃のものと考えられた。また奏 2.3は環壕堆積

層を大別した第 3層中より出上の上器片と同体として各接合でき、環壕を考える資料で

ある。

環壕の広がり (調査区外)について

本発掘調査事業終了以降、他の発掘調査事業で環嫁の範囲確認調査が実施され、結果

5ケ所のトレンチから環壕と考える遺構面が確認されている。本発掘調査で確認された

北東端より奥へ向かって約 6.4m、 22m、 32.4m、 45,7mの地点で検出し、南東端より奥

へ向かって約 9mの地点でも検出しており、本調査区域の奥に広がる平坦面を環塚が

囲んでいると思われる。なお、確認調査の結果報告については本書での扱いではないの

で後日を待ちたい。
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橙褐色砂質上に茶掲色土を多く含む

暗責掲色砂質土に茶掲色土を含む (地山風化土、根による撹乱あり)
地山

一
牽

4

B'4000m Ｂ一一淡黄灰色砂質土
暗責掲色砂質土

暗責掲色砂質上に黄灰色砂質上を含む(3号墳盛土か)
淡黒褐色砂質土 (3号墳盛土か)
淡黒掲色砂質上に黄灰色砂質土を多く含む

淡黄掲色上に黒掲色砂質上を多く含む(3号墳盛土か)
黄掲色砂質土

黒掲色砂質上に黄色砂質土を含む

黒色砂質土

黒色砂質土に黄掲色砂質土を含む

黒色砂質土に灰責掲色砂質土を含む

黒灰色砂質土

BY層

I

Bl層
Bρ層 13暗責褐色砂質上に淡黒色砂質上を含む
Tl層 [|:磨喜帽自畝暮圭|:量優雹圭をき惑

多く含む

T2層 [19重房握忌瞥量志晶亮緊号
土を多く含む

T,層
 |:覧高

掲色砂質土

C'4000m C

暗費掲色砂質土 (表土)
責褐色砂質土

暗茶褐色上に橙褐色ブロックを多量に含む

黒色秒質上に橙掲色ブロックを多量に含む
4より大粒の橙掲色ブロックを含む

黒色砂質土に橙褐色、茶褐色のブロックを若干含む
6より橙掲色ブロックがやや多い

茶掲色砂質土に橙掲色真砂土ブロックを少量含む

橙掲色砂質上に茶掲色土を微量含む

茶褐色上に橙褐色真砂土を含む

茶褐色上に橙褐色真砂土を多く含む

9よ′)やや暗い

橙掲色砂質上に茶褐色上を多く含む(やや粘質)
茶褐色上に橙掲色真砂土を含む

茶掲色土に橙褐色真砂土を多く含む(地山風化土)

o                 2m
1

BY,冒
[

B,層 [

B2層

Tl層 [

T2層
[

1

2
3

4
5
6

7

8
9
10

11

12

13

14

15

挿図25 環壕土層断面図
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Di40 00m

DY層 1 晴黄褐色砂質土
暗黄褐色砂質土 (黄褐色フロックを少量含む)
1よりやや赤味をおび橙褐色のブロックを含む

2より橙褐色ブ国ンクを多く含む

8Y層
暗茶褐色土に黒色土と橙褐色ブロックを合む

暗茶褐色土に橙褐色ブロックを多量に合む

黒色砂質土に橙掲色ブロックを多量に含む

暗茶褐色上に黒色、橙褐色、黄褐色ブロックを含む

暗茶褐色上に黒色土と橙掲色ブロックを合む

暗茶褐色土に大粒の橙褐色ブロックを合む

黒色砂質土に橙掲色、茶褐色ブロックを若千含む

10より橙掲色ブロックを多く含む

茶褐色砂質上に橙褐色真砂土ブロンクを少量含む

茶掲色砂質土に橙褐色真砂土ブロックを多量に含む

橙掲色砂質土

茶褐色土に橙褐色真砂土を含む(地山風化土 )
地山

BI層  10

82層 EIと

T,層 13
T2層  14
15

16

2

2
3

4

5

6

7

8

9

E4000m

F4000m

DY層 1 暗黄褐色砂質土に黒色
土多く混じる

BY層

BY層

1 晴黄褐色砂質土
2 暗黄掲色砂質土やや赤味をおびる
3 暗黄褐色砂質土
4 黄褐色砂質土
5 黄褐色砂質土に自色、黒色、黄褐色の砂粒を含む
6 暗黄褐色砂質土に黒色、黄褐色、橙掲色のブロンクを多く含む
7 橙褐色砂質上に黒色、黄掲色、橙掲色のブロックを微量含む
8 暗茶褐色砂質土に黒色、橙褐色の大粒のブロックを合む
9 橙掲色砂質土に黒色、橙掲色のブロンクを微量含む
10暗茶掲色砂質土に黒色、橙褐色のブロックを含む
1110より黒色土をやや多く含む
1111よリブロックが少ない
黒色砂質上に橙褐色ブロックを含む

黒色砂質土に橙褐色ブロックを多量に合む

橙褐色砂質土に黒色、黄褐色、橙掲色のブロックを微量含む

黒色砂質土に惜褐色と茶掲色のブロックを若干含む

茶褐色砂質上に橙掲色の真砂土ブロンクを少量含む

16より橙掲色ブロノクやや多い

橙掲色砂質土に茶掲色土を少量合む

橙褐色砂質上に茶褐色土を多量に含む

黒色土に白色と橙褐色の砂粒を多量に合む

地山

8,層

B2層
T,層

T2層

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

F'

橙褐色砂質土に自色、黒

色、橙褐色の砂粒を多く含む

2よりやや明るい

暗茶褐色砂質上に黒色と橙褐色、

黄掲色ブロックを多く含む

暗茶褐色砂質土に黒色と橙褐色のブ
ロックを微量含む

黒色砂質土に橙掲色ブロックを微量含む

暗茶褐色砂質土に黒色と橙褐色のブロックを含
む

黒色上に橙褐色ブロックを微量含む

暗茶掲色に橙褐色と黒色上の小ブロックを多量に

合む

黒色土に橙捐色ブロックを微量含む

暗茶褐色砂質土に黒色と橙褐色、黄掲色ブロックを多く

合む

暗茶褐色砂質土に黒色と橙掲色のブロックを含む

黒色砂質土に橙褐色、橙褐色のブロンクを若干含む

黒褐色土に橙褐色ブロンクを含む

13よりもやや橙掲色ブロックが多い

茶掲色砂質上に橙褐色ブロノクを少量含む

橙褐色砂質土に茶褐色上を少量含む

T2層 18橙褐色砂質土に茶褐色上を多量に含む
0                   2m19黒褐色土 (I日表土 )

20暗黄掲色土に黒掲色土を少量含む(地山 )
21皓黄掲色土 (地山)

10

12

13

B,層

B2層
T,層

睫
16

17

挿図26 環壕土層断面図 (2)(1:50)
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18

G'4000m

H4000m
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/^｀
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Ｆｌ
貶
Ｆ３Ⅳ
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鳴
Ｆ９
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誌陥
晴
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ノ′／ノ／／
／

DY層

BY層

Bl層

B?層

Tl層

T2層

挿図27 環壕土層断面図 (3)(1:50)

淡黄褐色砂質土に淡黒掲色砂質土を合む

暗黄掲色砂質土に淡黒褐色砂質土を含む

橙褐色砂質土小フロックと黄褐色砂質土小ブロックとの混合土

黒褐色砂質上に橙掲色砂質土ブロックをやや多く含む

構褐色砂質上、黄褐色砂質土、黒褐色砂質土の小ブロック混合土

黒掲色砂質土に橙褐色砂質土小ブロンクをやや多く含む

黒茶褐色砂質上に橙褐色ブロックを少量含む

黒掲色砂質土

黒茶褐色砂質土に黄褐色フロックをわずかに合む

暗茶掲色砂質土

黒黄掲色砂質土

橙褐色砂質土に茶褐色土を少量含む

橙掲色砂質土に白色砂粒を少し合む

暗茶lll色土に黄褐色、橙褐色の砂粒を若千含む

橙褐色砂質土に茶褐色土を多量に含む

橙褐色砂質土に白色砂粒を若干合む

暗茶褐色砂質土に黄褐色、橙褐色の砂粒を若干合む

黒褐色砂質土 (日表土 )

地山

DYtt Eと

BY庭事

li

蠣ビ

暗褐色砂質土

暗橙掲色砂質上

皓橙褐色砂質土に責

掲色小ブロックをやや多く

含む

掲色砂質土に橙褐色、黄掲色

ブロックを含む

暗績褐色砂質土に橙掲色、黄

褐色ブロックをやや多く含む

黒掲色砂質上に橙褐色ブロン

クを含む (炭化物含む)

黒茶掲色砂質土に橙褐色小ブロンクを少量

含む(炭化物含む)

暗茶福色砂質土に黒色土を多く合み橙褐色ブ

ロックを含む(炭化物含む)

暗茶褐色砂質土に橙褐色ブロックを含む

橙掲色砂質土に白色砂粒を少量含む

暗茶掲色土に黄掲色、橙掲色の砂粒を若干含

む

橙褐色砂質土に自色砂粒を若千含む

11と同じだが、同一土層ではない

橙褐色砂質土に黄褐色、自色砂粒を微量含む

11と同じだが、同一土層ではない

層

　

　

　

層

　

　

　

層

ド4000m

爵層
[を 屠昌暑警辱宮圭
しまりなし I

BY層
[‡ 撮昌盪言歌畳三十:牟畳縁宮森亀乙哲ぞ家≦遭抵

B,層

||!3曾:宮3::合:拿3:;:::ウ:宮:盲fを3ξ手
慈督8

B娼呵ユ蓬棗彊色望層落娼雹縁亀都Iク
軸量含む破化物含0

¬層憶8B:拿塾葵零́ぎ
黄色味をおびる

T2層

I::88B拿3言:::み〔:§を紹り
24橙掲色砂質土 (地山風化土 )
25地山       0                 2m
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」'4000m

/

/有万

コエ

K'4000m

」

蠣【磯鐘愛要
臨姓
"

B2層 Eる  蟹奄日皇聯
褐色 (水真砂)ブロックを含む しまる

9 暗黄褐色土 (土僑埋土か)
10茶褐色砂質土
11黄褐色砂質ブロックと灰茶掲色砂質土ブロックの混合土 しまる
12淡茶掲色砂質上に黄掲色上の微細粒子を多く含む しまる
3ヽ暗茶掲色砂質土 (水真砂)に黄褐色土小ブロックを多く含む
14茶掲色砂質上に黄掲色土ブロンクを少量合む
15黒掲色土に橙褐色、責掲色砂質土ブロックを含む
16黄褐色砂質土 (水真砂 )
17暗黄褐色砂質土 (水真砂 )

K

DY層 1 暗褐色砂質土
2

3

4

5

6

7

8

橙掲色砂質土に黄掲色ブロックを合む

橙掲色砂質土に黄掲色、橙褐色ブロックを多く合む

橙褐色砂質土に黄掲色、橙掲色、暗褐色ブロンクを

含む

橙掲色砂質土に黄掲色、橙掲色、黒掲色の大きめ

のブロックを含む

黄褐色砂質土に黄掲色、黒掲色ブロックを含む

暗黄褐色砂質土に橙掲色、黒掲色ブロックを含む

暗黄褐色砂質上に橙褐色、黒掲色ブロックを多量

に含む

9 黒掲色土に責掲色、橙褐色ブロックを少量含む
10黒灰掲色砂質土に橙褐色ブロンクを含む
11黒色粘質土
12黒色粘質土 (やや茶をおびる)
13暗茶褐色粘質上に橙褐色ブロックを少量含む
14黒茶褐色粘質上に橙褐色ブロックをごくわずか含む
15暗掲色粕質上に黄褐色地山風化土を含む
16黄掲色粘質土に黄褐色ブロックを含む
17暗茶掲色粘質土
18茶褐色粘質土 (固くしまる)
19地山 2m

BY層

Bl層
[

B2層
Ti層
B2層
Tl層
T2層

0

挿図28 環壕土層断面図 (4)(1:50)
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DY層 (1層 )出土遺物

05~

BY層 (2層 )出土遺物

挿図29 環壕D YttB Y層 出土遺物実測図

0                      10cm

3)
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B2層 (3層 )出土遺物

挿図30 環壕 BItt B2層 出土遺物実測図 (2)(1:3)
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B2(3層 )出土遺物

ギ 埒 か が

クさ′戸がする♂が →i

環壕 B2層出土遺物実測図

14

0                     10Cm

(3)(1 : 3)挿図31
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物壇遅土出

一騨　・″朽″側日麒いヽ‐

Ｙ

挿図32 環壕 B2層 TlYl層 T2Y2層出土遺物実測図 (4)(1:3)
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挿図34 旧表土中出土遺物実測図 (1:3)   挿図33 旧表土中出土遺物実測図 (1:3)
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第 4節 柵夢U跡

柵列跡 (挿図23・ 24)

位 置

形  態

時 期

調査区東側頂部平坦地の南西側先端から北西側先端付近に位置し、環嫁の内側法面上

端肩部に立地する。検出面の標高は40。 lm～ 41mを測る。柵列は3ケ所に跨るが一連

のものとし扱う。

北西側に並ぶ小柱穴が 5本検出された。規模はそれぞれPl(19× 14-13)cm、 P

2(25× 20-23)cm、 P3(23× 23-26)cm、 P4(15× 14-25)cm、 P5(15×

-15)cmで、柱穴間の距離はPl～ P2で 2.4m、 P2～ P3で 1.6m、 P3～ P4で 1.4m、

P4～P5で 0,95mを測り、環壕内側斜面上端に沿っている。埋土はいずれの柱穴も単

層である。

西側に並ぶ小柱穴が 8本検出された。規模はそれぞれP6(22× 18-33)cm、 P7

(22× 21-32)cm、 P8(17× 14-42)cm、 P9(26× 22-29)cm、 P10(20×

18-18)cm Pll(15× 13-38)cm、 P12(20× 19-16)cm、 P13(18× 15-37)

cmで、柱穴間の距離はP6～P7で 1,3m、 P7～ P8で 1.3m、 P8～P9で 1.lm、 P9

～P10で 1.5m、 P10～ Pllで 1.35m、 Pll～ P12で 1.15m、 P12～ P13で 1.Omを 測り、環

塚内側斜面延長上と頂部平坦地の肩部に在る。埋土はいずれの柱穴も単層である。

南西偵1に並ぶ小柱穴が 2本検出された。規模はそれぞれP14(22× 17-25)cm、

P15(24× 22-20)cmで、柱穴間距離は1.35mを 測 り、環塚内側斜面上端に沿ってい

る。埋土はいずれの柱穴も単層である。

小柱穴はいずれも環嫁と平行し存在しており、環壕と一体を成す一連の柵であると考

えられ、環塚が造られた時点では柵列は連なり、頂部を囲んでいたと考えられる。

遺物は検出しなかったが、環塚と同じ弥生時代前期末から中期前半と考えられる。
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第 5節 柱穴列

第 1柱穴列 (挿図35)

位 置

形 態

時 期

0                                   21

第 2柱穴列 (挿図36)

挿図35 第 1柱穴列遺構図 (1:40)

調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の地山残丘となる平坦面に立地する。検出面の標

高は41.4～ 41.2mを測る。

Pl'P2・ P3が直列しており、これに対応する柱穴は確認されなかったが、柱の配置

は長方形を呈すると推定される。桁行 2間 (3.59m)、 梁間及び床面積は不明で、主軸

はN-29° 一Wを とる堀立柱建物跡であると考える。検出した柱穴は 3本で、規模はPl

(27× 26-44)cm、 P2(26× 24-48)cm、 P3(28× 25-44)cm、 柱穴間の距離は

Pl～ P2で 1.89m、 P2～ P3で 1,70mを測る。埋土はいずれの柱穴も単層である。

遺物は出土しなかったが、環塚に伴う遺構と考える。

暗灰褐色粘質土 (炭化物少量含む) 41 50md,

位 置

形 態

調査区の東側頂部に位置し、 2号墳の地山残丘となる平坦面に立地する。検出面の標

高は41.3mを測る。

Pl・ P2が列び、これに対応する柱穴は確認されず、東から南東側は調査区外となり、

柱穴の存在を確認できなかった。主軸をN-77° 一Wを とる堀立柱建物跡と考えられる

が、桁行、梁間等は不明である。検出した柱穴は 2本で、規模はPl(35× 3ユ ー25)cm、

e坐生堅Ⅲ

ド

洋

暗橙褐色土 (やや粘りがあり炭化物少量含

巻信電皇
砂質土
   宅

挿図36 第 2柱穴列遺構図 (1:40)
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位 置

形 態

時  期

P2(35× 33-20)cm、 柱穴間の距離は 1.92mを 淑1る。埋土はいずれの柱穴も単層であ

る。

遺物は出土しなかった。時期は不明であるが、環壕築造時の遺構 と考える。

第 3柱穴列 (挿図37、 図版25)

時  期

調査区の北側に位置し、北西向きの緩斜面に立地する。南東側に約40cmの間隔をお

いてSD-04・ SD-05がある。検出面の標高は36.4mを測る。

僅かに弧を描く幅の狭い溝の中に柱穴が 4本間隔をおいて溝と軸を同じくして列んで

おり、溝の主軸はN-32° 一Eを とる。滞及び柱穴は本来北西側に平行していたと考え

られるが、後世の掘削により消滅したと考えられ、検出できなかった。布堀 りの溝から

壁立建物が存在したと思われる。溝は幅0.55m～ 0.42m、 深さ0.2～ 0.4mを 測る。柱穴

はPl(36× 24-70)cm、 P2(41× 29-84)cm、 P3(47× 33-70)cm、  P4

(38× 24-59)cmを 測る。柱穴間の距離はPl～ P2で 1.6m、 P2～ P3で 1.5m、 P3
～P4で 1.15mを 測る。埋土は滞・柱穴とも地山ブロック混じりの単層である。

遺物は全く出土しなかったため、時期は明確にできないが隣接の遺構などから弥生時

代後期の遺構であると考えられる。

く
|

グ

紫

暗茶掲色土 (木の根を多く含む)し まりなし
黒掲色砂質土

暗灰黄掲色砂質土

橙褐色地山ブロックと責掲色地山ブロックの混合土

暗掲色上に黄褐色、橙褐色地山ブロックを多量に合む
―/

修 t

暗掲色土に責掲色、橙褐色地山ブロックを多量に含む

暗責掲色砂質土 (水真砂)に地山ブロックを少量含む

挿図37 第 3柱穴列遺構図 (1:40)
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第 6節 柱穴群

第1柱穴群 (挿図38)

位 置

形 態

建物跡

第 2柱穴群 (挿図39)

位 置

形 態

物

期

遺

時

調査区の東側頂部に位置 し、北偵I平坦面に立地する。南側には 1号墳が接 し、標高約

41mを測る。

丘陵頂部突端で環壕内狽1に存在 した建物跡であると思われる。後世更に削平を受けた

と考えられ、残存する柱穴の深 さは30cm前後 と浅 くなっている。規模はPl(27×

24-31)cm、 P2(32× 16-15)cm、 P3(17× 16-15)cm、 P4(28× 24-29)

cm、 P5(27× 20-27)cm、 P6(40× 26-48)cm、 P7(30× 24-28)cm、 P8

(22× 18-25)cm、 P9(36× 27-15)cm、 P10(50× 22-23)cm、 Pll(36×

34-19)cm、 P12(40× 32-18)cm、 P13(38× 25-38)cm、 P14(26× 20-14)

mである。

柱穴の配置から 2棟の掘立柱による建物が存在 したことが想定される。第 1棟は方形

を呈 し桁行 1間 (1.85m)× 梁間 1間 (1.64m)、 床面積は推定 3♂ を測 り、主軸 N―

17° 一Eを とる掘立柱建物であると推定される。検出された柱穴は 3本で、柱穴間距離

はP9～P2で 1.64m、 P2～P4で 1.85mを測る。第 2棟は補歪な方形を呈 し桁行 1間

(1.84m)× 梁間 1間 (1.70m)床 面積は推定 31♂ を測 り、主軸はN-54° 一Wを とる

掘立柱建物であると推定される。検出された柱穴は 4本で柱穴間距離はP8～ P3で

■84m、 P3～P5で 0.92m、 P5～P7で 0.78mを 測る。

表土及び表上下より弥生土器小片 。土師器小片が出土した。

出土した土器片は小片であるため、時期は不明であるが、環塚に伴う遺構と考える。

調査区の北側に位置 し、 SI-01の 西側前面で僅かに下った平坦面で SI-02の 上

面に立地する。検出面は緩やかな傾斜面であり、標高は約 36m～ 36.8mを 測る。

北西に流れる緩やかな斜面である。 SI-02上面及び付近は堆積土から埋立力光子われたこ

とが判 り、元は平坦面が造成されていたと思われる。後世流失や掘削を受けたと考えられ、

斜面下側に位置する柱穴は浅くなり、柱穴底面の標高は35。3m～ 35.5mと 大差はない。規模

はPl(16× 16-141 cm、 P2(23× 22-12)cm、 P3(29× 29-21)cm、 P4(34×

31-2)cm、 P5(21× 20-20)cm、 P6(26× 26-23)cm、 P7(26× 22-32)cm、

P8(40× 32-14)cm、 P9(32× 29-21)cm、 P10(28× 26-も)cm、  P ll(22×

22-4)cm、 P12(%× 22-%)cm、 P13(24× 22-23)cm、  P14(17× 15-16)cm、

P15(30× 30-45)cm、 P16(36× 27-27)cm、 P17(22× 20-20)cm、 P18(33×

26-3)cm、 P19(囲 × -21)cm、 P20(30× 29-29)cm、  P21(48× 46-開)cm、

P2(38× 34-開)cln、 P23(罰 ×28-301 cmで ある。

検出の柱穴数からして建物が存在すると想定されたが、柱穴の配置から建物跡を推定建物跡
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物

期

迫還

時

することはできなかった。

埋土中より弥生土器 。土師器 。須恵器などが出上している。

遺物はいずれも埋土混入のものであり、時期を特定することはできず、不明である。
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責茶掲色砂質土 (木の根を多く含みしまりなし)
淡橙掲色砂質上に白色砂を多く含みしまる

明黄掲色土 (水真砂):こ赤掲色上を含む しまりなし(地山風化土)4200m

挿図38 第 1柱穴群遺構図 (1:100)
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挿図39 第 2柱穴群遺構図 (11100)
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第 7節 竪穴住居跡

第1竪穴住居跡 (SI-01、 挿図40～ 42、 図版18。 33)

位 置

形 態

調査区の北側に位置し、環嫁の上橋への入口付近に立地している。壁体は環塚外壁の

一部を掘り込んでいる。床面の標高は約37.5mで水田との比高差は約22mである。

本遺構は花商岩風化土 (真砂土)と火山灰土 (ミ ズマサ)が接した地脈上に掘 り込ま

れている。平面形は残存部で長辺 5.3m、 短辺 1.5mを測り円形を呈すと推定される。残

存する床面は長辺 5.2m、 短辺 1.4m、 面積 7.28♂ を測る。最大残存壁高は東側で0.89m

である。残存部より想定する平面形は径5.5mの円形と考えられる。柱穴は床面より2

本が検出された。規模はPl(65× 50-80)cm、 P2(40× 35-65)cmで柱穴間距

離は3.3mを測る。柱穴埋土はPlが暗黄褐色砂質土に橙黄褐色ブロックを多 く含み炭

化物も含む、P2は暗褐色砂質上に白灰色・橙褐色ブロックを含みえ化物も少量含む

(ミ ズマサ混じり)である。柱穴配置から4本柱構成と推定される。壁体溝の規模は長

さ42m、 幅 10cm、 深さ6cmを測り断面はU字形を呈する。

埋土中より壷口縁部・底部 。砥石が出土した。

床面より遺物は出上していないが、埋土中出土遺物は弥生後期前半であり、あまり時

期差はないと考えられる。
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醤辞翠ミ懇3韓思串貴雫軽1暗責褐色砂質土に橙黄掲色ブロックを

多く含む(炭化物含む)
2暗褐色砂質土に白灰色、橙掲色ブロッ
クを少量含む(炭化物、水真砂含む)
3暗責掲色砂質土 (水真砂) 0                2m

挿図40 第 1竪穴住居跡遺構図 (1:60)
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0                     10cm

10cm X______´ ,く

挿図射 第1竪穴住居跡出土遺物実測図(1:3)  挿図42 第 1竪穴住居跡出土遺物実測図 (1:3)

第 2竪穴住居跡 (SI-02、 挿図43・ 44、 図版 19・ 33)

位 置 調査区の北恨1に位置し、SI-01よ り北西側へ僅かに下った緩斜面に立地する。床面

平均標高は約35,2mで ある。

形 態   本遺構は基盤岩花闘岩風化土 (真砂土)と火山灰土 (ミ ズマサ)が接した地脈上に掘

り込まれている。平面形は円形を呈し西壁から北壁にかけて流失している。上面規模は

長辺 (北 ―南)7.24m、 短辺 (推定南東―北西)6.7mを 測る。床面は概ね平坦で、床

面形態は北東側がやや隅丸形状を呈し、長辺 (北東―南西)6.8m、 短辺 (推定南東一

北西)6.4mを 測 り推定床面積は41.1ド、検出床面積38∬ である。壁高は南東側で最高

84cm、 北西側は流失により存在しない。なお、山側には側壁より0.5m程の距離で弧状

の溝を巡らせている。

側 溝   側溝は北西側を欠損するが、側壁下を全周していたと思われる。断面はU字形を呈し

ている。最大幅は18cm、 最深部は北西側で10cmを測る。

主柱穴   主柱穴は 4本が検出された。四角形の配置をとる。規模はPl(28× 33-84)cm、

P2(68× 72-94)cm、 P3(96× 105-50)cm、 P4(72× 80-72)cm、 P5

(72× 104-85)cmを測るがPlは他の柱穴に比べ径は小さいが深さは大差なく柱材の

質または状態の違いによるものと考える。P4は地山が火山灰の堆積上であり上質が軟

らかく柱穴の広がりを見ると考える。P5は更に大きく補強用の添柱及び取替などによ

り拡張されたとも考えられる。主柱穴間距離はPl～P2で 3.75m、 P2～P5で 3.56m、

P5～P4で 3.65m、 P4～Plで 3.75mを測る。

中央ピット 床面中央に二段掘 りの特殊ピット (P3)が検出された。段は不整方形の蓋受状を呈

し、規模は (96× 105-7)cmを 測り、その中に平面円形状のピットが検出された。規

模は (68× 72-43)cmを 測り、埋土は 3層で最下層は炭化物を多く含む暗責褐色砂質

遺 物

時 期

土である。

遺物はP2よ り壼口縁が出上した。また床面より同時期の重・甕口縁部及び底部が出

土した。

出土遺物から弥生時代後期前半と考える。
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第 2竪穴住居跡遺構図



5

0                       10cm

挿図44 第 2竪穴住居跡出土遺物実測図 (1:3)

第 3竪穴住居跡 (SI-03、 挿図45。 46、 図版20。 33・ 34)

位 置

形  態

側 溝

主柱穴

調査区の北側に位置し、SI-02よ り南西側へ僅かに下った緩斜面に立地する。第 5

段状遺構 (SS-05)を 分断する形で掘 り込まれている。床面平均標高は約33.5mで水

田との比高差は約 18.4mである。

本遺構は基盤岩花闘岩風化上の真砂土層に掘り込まれている。平面形は方形で北西側

は流失しているが上面規模は長辺 (南北)5.3m、 短辺 (東西)3.35mを 測る。壁高の

最高部は北側で38cm、 東側で65cm、 南側で30cmと なり西側は流失している。床面は

西側へ布傾斜しているが南西側には張床が一部確認できたことから元々は張床により平

坦であったと考える。床面規模は長辺 (南北)4.85m、 短辺 (東西)3.2mを測 り元の

形状を方形とすると、推定床面積は23.52ポ である。埋土は 2層で自然堆積と思われる。

側溝はU字形のものが側壁下を巡っており幅 12cm前後、深さは6cmを測る。西側に

ついては流失しているが側壁下を全周していたと思われる。

主柱穴は 3本が検出された。構造柱穴は方形配置を取る 4本プランであったと思われ

る。 1本は試掘 トレンチを掘 り込んだ辺りに位置すると思われることから試掘時の検出

漏れと考えられる。配置は方形をとり規模はPl(42× 52-43)cm、 P2(44× 50-

47)cm、 P3(50× 50-8)cm、 P4(62× 65-43)cmを測る。主柱穴間距離はPl
～P2で 1.22m、 P2～P4で 1.93mを測る。
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遺

時

特殊ピット  東側壁ほぼ中央下の溝に接し、北西に希広がりをみせる。不整形な隅丸方形を呈す
る特殊ピット (P3)が検出された。規模は (50× 50-8)cmを測 り、埋土は暗黄褐

色粘質上で炭化物を含んでいる。なお、床面南西側より検出されたP6の規模は (36×

36-43)cmを 測る。底は平らであり補助的な柱穴とも考えられる。

炉 跡   床面中央で東側に広がりをみせる不整形な隅九方形を呈するP5が検出された。規模
は (44× 47-2～4)cmを 測る。埋土は暗褐色粘質上で炭化物を多 く含む。一部焼土

痕が残 り、炉跡と考えられる。

物   遺物は奏 。器台・小型丸底鉢などが出土した。

期   出土遺物から古墳時代前期中～後半のものと考える。
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暗掲色砂質上に橙掲色ブロックを含みやや粘る
暗橙掲色砂質土に橙掲色ブロックを含む (炭化物
含む)
暗茶褐色砂質上に橙掲色ブロックを含む (炭化物
含む)
暗茶褐色粘質土
暗橙掲色粘質土 (炭化物を多く含む)
暗褐色粘質土
掲色土に淡黄褐色地山ブロックを多く含みしまる
地山
皓黄褐色粘質土に地山ブロックを合む (炭化物少
量含む)

o              2m

挿図45 第 3竪穴住居跡遺構図 (1:60)

暗掲色粘質土 (炭化物少量含む)
暗黄褐色粘質土に地山ブロックを含む(炭化物少量含む)
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0                      10cm

挿図46 第 3竪穴住居跡出土遺物実測図 (1:3)

第 4竪穴住居跡 (SI-04、 挿図47、 図版 20・ 34)

位  置

形 態

側 溝

主柱穴

中央ピッ

調査区の中央より冷北寄りに位置し、西向きの緩斜面に立地する。北側へ6.7mの等

高線上にSI-03が在 り東側斜面上にはSS-14が在る。南側はSI-05を 切 り込んでい

る。床面平均標高は約33.4mで水田との比高差は約 18。3mである。

南西側は流失し、南側はSI-05上に張床及び築堤を行い造られていたと考える。東

壁下の溝が西に向かって弧状に曲るが残りは短い、このため全容を窺うことはできない

が、検出された側壁・側溝及び主柱穴などの配置から平面形は、隅丸六角形を呈してい

たと考える。床面は概ね平坦で、床面規模は残存する面で長辺 (北西一南東)5.6m、

短辺 (北東一南西)2.8mを 測り、床面積 15.68どである。壁高は東側で最高57cmであ

る。

側滞はU字形のものが側壁下を巡っており幅12cm前後、最深部は北西側で8cmを測

る。南西側については流失しているが側壁下を全周していたと思われる。

主柱穴は 4本が検出されたが、主柱穴間距離のバランス及び角度から考えると、床面

が流失している南西側に 2本あったと推定され 6本柱であった可能性が高い。規模はP

l(50× 53-67)cm、 P2(42× 45-30)cm、 P3(56× 56-30)cm、 P4(37×

42-52)cm、 P5(24× 30-57)cm、 P6(48× 56-58)cmで、主柱穴間距離はP

l～ P4で 2.2m、 P4～P5で 2.5m、 P5～P6で 2.2mを 測る。

卜 床面中央から補北東寄 りに特殊ピット (P3)を検出した。規模は (56× 56-30)

cmを測る。埋土は暗桃褐色砂質土に炭化物を含む。

遺物は弥生土器底部が出土した。

出土遺物により時期の確定はできなかったが、SI-05よ り新しいと考えられる。

第 5竪穴住居跡 (SI-05、 挿図48・ 49、 図版20・ 34)

調査区の中央より希北寄りに位置し、西向きの緩斜面に立地する。北側へ半分は床面

より上をSI-04に切 り込まれ床面が重なる。床面平均標高は約33.4mを 測る。

物

期

連還

時

位 置
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形 態

挿図47第 4竪穴住居跡遺構図 。出土遺物実測図

南西側は流失するが、北～東～南には側溝が半円形状に遺存する。主柱穴が 4本の方

形配置をとることから、平面形は円形を呈すと考える。床面規模は残存する面で長辺

(北西―南東)3.5m、 短辺 (北東―南西)3.2mを 浪1り 、床面積 11.2∬ である。壁高は

東南側で最高65cmである。

側溝は西側を流失するが側壁下を全周していたと思われる。断面U字形を呈し最大幅

は12cm、 最深部は西側で6cmを測る。

主柱穴は 4本検出された。規模はP2(52× 57-58)cm、 P3(42× 42-76)cm、

側 溝

主柱穴

P7(38× 45-60)cm、 P6(48× 56-78)cmを 測る。主柱穴間距離はP2～ P3で

1,Om、 P3～ P7で 1.8m、 P7～ P6で 1.Om、 P6～ P2で 1.75mを測る。

特殊ピット 中央より僅か南東寄りでP4(23× 25-15)cmが検出された。上面形態は歪な円形、

底部についても歪で小さく楕円形を呈する。埋土は単層で暗桃褐色砂質土に地山ブロッ

クと炭化物を少量含む。中央より僅かに南寄りでP5(20× 52-23)cmが検出された。

上面形態は歪な円形、底部についても歪で小さく楕円形を呈する。埋土は、暗桃褐色砂

質土に赤褐色土と暗茶褐色土プロックを含み、炭化物をやや多く含む。

北側壁寄りでPl(42× 50-70)cmが検出された。上面形態は歪な楕円形を呈する。

1 暗桃褐色砂質土 (炭化物含む)
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迪還

時

埋土は単層 (暗桃褐色砂質上に地山ブロックと炭化物を少量含む。)

るが、建替えの柱穴とは考えられないことから特殊ピットと考える。

遺物は奏口縁部と底部が出上した。

出土遺物より弥生時代後期前半と考える。

で柱穴と同様であ
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2暗桃掲色砂質土 (力期し物含む)

挿図48第 5竪穴住居跡遺構図 (1:40)

第 6竪穴住居跡 (SI-06、 挿図50・ 51、 図版21。 34)

調査区の南端に位置し、北東から南西に向って下る斜面中腹に立地。現状は、南西側

は急斜面となっているが元の地形は緩斜面であったと考えられる。床面平均標高は約

30.4mで水田との比高差は約 15,3mである。
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挿図49 第 5竪穴住居跡出土遺物実測図

lg

∃

中▽ Ｐ２▽

挿図50 第 6竪穴住居跡遺構図 (1:60)
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形 態   南西側は流失しているが平面円形を呈すると考えられる。北東側は山側斜面を掘り込

んだ犬走状の周堤が残存し幅は20～ 26cmである。上面規模 (周壁上端より)は北西―

南東で4.44m、 北東一南西 (推定)で 4.32mを 測る。床面は平坦で床面規模は長辺 (北

西一南東)3.99m、 短辺 (推定・北東一南西)3.82mを 測る。壁高は北東側で最大

72cmを測 り推定床面積は16♂ (検出床面積 15。2♂ )である。埋土は 5層 に分層され埋

め戻したものと思われる。

側 溝 側溝は側壁下を全周していたと思われる。断面U字形を呈し、最大幅は14cm、 最深

都は北側で9cmを測る。

主柱穴   主柱穴は方形配置をとる 4本が検出された。規模はPl(50× 52-50)cm、 P2

(45× 56-50)cm、 P5(34× 35-25)cm、 P4(32× 38-43)cmで 、主柱穴間距

離はPl～ P2で 2.Om、 P2～ P5で 2.05m、 P5～ P4で 1.9m、 P4～ Plで 1.9mを

測る。

中央ピット 床面中央で二段掘りの特殊ピット (P3)が検出された。外形は北東側がやや凹み段

は不整形な隅丸方形の蓋受け状を呈し、規模 (87× 96-60)cmを 測り、その中にやや

歪な円形を呈するピットが掘り込まれている。規模は (47× 48-43)cmを 測り、埋土

は 5層に分層される。

小 溝   床面南東側でP2と 側溝の間よりP5と 側滞の中間地点に至る 1条の小溝が検出され

た。溝はやや南東側へ張り長さ241cm、 最大幅 12cm、 深さ 6 cmを 測る。埋土は茶褐色

土に橙褐色ブロックと炭化物を多量に含む。

物   遺物は床付近より広口壷・奏口縁部・底部・石錘が出土した。

期   出土遺物より_弥生時代後期前半のものと考える。

迫逗

時

挿図51 第 6竪穴住居跡出土遺物実測図

0                       10cm

(1:3)
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第 7竪穴住居跡 (SI-07、 挿図52～ 55、 図版21・ 34)

位 置   調査区の西端に位置し、斜面裾部近くに立地している。第13段状遺構 (SS-13)と

重複する。床面平均標高は約24mで水田との比高差は約8.9mである。

形 態   3棟 が重複する。東側は残存するが西側へ向って半分以上が既存の道により消失して
いる。このため全容を窺うことはできないが、狽I溝の形態・切 り合い 。埋土等から

SI-07aと SI― o7bと SI― o7cの 3棟のプランが考えられる。側壁の上端から山側には

最大幅50cmの段が側壁に沿って存在し周堤上面と考える。

SI-07a  側溝が東側で遺存する。一部は消失しているが円弧を描き、その内狽1の床面で主柱穴

が 2本並び、住居跡の形状等を想定すると、やや楕円を呈する平面円形で主柱は方形の

配置をとったと思われる。推定床面規模は長辺 (北西―南東)3.3m、 短辺 (北東―南

西)2.2mを測り、残存床面積は6.5♂ となる。

恨I 溝

主柱穴

SI-07b

側 溝

主柱穴

SI-07c

北東側及び南東側にそれぞれ緩やかな弧を持つ溝が遺存する。もとは一連であり、や

や楕円を呈する円を描いていたと思われる。側溝は断面U字形を呈し、最大幅は北東側

10cm、 南東狽18 cm、 最深部は北東側 5cm、 南東側 3 cmを 測る。

主柱穴は 2本が検出された。床面の形状と主柱穴間距離から想定し4本柱の方形配置

をとっていたと思われる。規模はP2(42× 59-56)cm、 P5(46× 47-68)cmを

測る。主柱穴間距離はP5～P2で 2.3mを 測る。

遺存する側壁や側溝並びに主柱穴の配置から、平面円形を呈する住居跡と想定され

る。壁高は東側で最高推定76cmを測る。遺存する床面は概ね平坦で、床面規模は長辺

(南北)5.55m、 短辺 (東西)2.5mを測 り、床面積は推定24.2ポ (残存床面積 10,9♂ )

となる。

北側に弧を持つ溝が遺存する。もとはSI― o7Cの側溝に接触した地点よりSI-07c

の側溝上に重複して存在し狽1壁下を全周していたと思われる。断面U字形を呈し、最大

幅は15cm、 最深部は8cmを測る。

主柱穴は 3本が検出された。床面における位置並びに規模等から想定し6本柱の六角

形配置を取っていたと思われる。規模はP7(38× 40-62)cm、 P3(43× 50-43)

cm、 Pl(39× 55-56)cmを測る。主柱穴間距離はP7～P3で 2.2m、 P3～ Plで

2.lmを 測る。

遺存する側壁や側溝並びに主柱穴の配置から、SI-07bを 北側へ膨らますよう拡張

した住居跡と考えられるЬ平面形はやや歪な円形を呈する。壁高は東側で最高84cmを

測る。床面規模を推定すると長辺 (南北)5.9m、 短辺 (東西)2.5mを 測り、床面積は

27ポ (残存床面積 11♂ )と なる。

側溝は側壁下に残存する。大半がSI-07bの 狽I滞 を掘 り下げたものと思われる。断

面U字形を呈し、最大幅は16cm、 最深部は東側で 8 cmを 測る。

側  溝

-55-



_且 星
Ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
め
鋼

ｂΦ征　
「『
剣
ｏ
寸
側に

g uJ00 9乙

地山風化土

淡黒掲色砂質上に橙褐色砂質土 を少量含む
淡茶褐色砂質土

暗黄褐色砂質土
暗黄褐色砂質上に橙褐色砂質上を少量含む
灰黄褐色砂質土に淡黒褐色砂質上を斑点状
に少量含む (l cm前 後の炭化物含む)
淡橙褐色砂質上に淡黒褐色砂質土を少量含む
淡黒掲色砂質土に淡黄褐色砂質土を斑点状に

含 む (微細な炭化物含む)
暗茶掲色土に暗黄掲色砂質上 を合む (炭化物
を多く含 む)
A'2500m

gJ        9cu  tu00,3

(9号Tヨン暫叩

“

P崎ヨンY)T勇 29鬱革潔 8
(●写崎Я″暫)T勇2写鬱Mtt Z
(9尋略Я″M)〒勇琳ワ鬱彰剰 [

‖ぬ
江

"

B2500m

挿図52 第 7竪穴住居跡遺構図 (1:60)

渉十
わ

／

∞
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ａ

引
餌
鵞
ｕ
甲
組
終

（０
印

〉
ヽ
報
§
ぎ
Ж
）
引
駅
Ｏ
ｄ
哩
К
聖

（０
却
鶯
§
翠
Ж
）
引
Ｍ
単
劇
哩
無
翌

］
い
う
ｏ
∃

＞

2500m C

暗黄褐色砂質土
灰茶掲色土

暗黄褐色土に橙褐色砂質上を
少量含む

橙褐色砂質上に少量の淡黒掲
色砂質土を合む

灰費掲色砂質土に淡黒褐色土
を斑点状に合む (l cm前 後の
炭化物合む)
淡黒褐色砂質土に淡黄掲色砂
質土 を斑点状に含む (微細な
炭化物含む)
1と 5の混合土
暗茶褐色上に暗黄褐色砂質上
を含む (炭化物含む)
暗茶褐色粘質土

(炭化物 を多 く含む)
B'

罪
鴻
説
い
苦
川
ト

（灘
辞
さ
辞
郎
〈
ゆ
け
）

洋
離
前
い
０
川
ト

0                2m

-56-



主柱穴

変 遷

主柱穴は検出された 3本と考えられる。Pl・ P3は SI-07bの建替えあるいは建答

えによる拡張時の再利用と考えられ、P6は拡張建替えによりSI-07bの P7に接した

北東側に建てられたものと考える。床面における位置並びに規模等から想定し6本柱の

六角形配置を取っていたと思われる。規模はP6(30× 34-45)cm、 P3(43× 50-

43)cm、 Pl(39× 55-56)cmを測る。主柱穴間距離はP6～ P3で 2.lm、 P3～ P

lで 2.lmを測る。なお、P6か らP3へ向って1.2mの距離をおいてP4(23× 27-13)

cmを検出した。P6～ P3間の直線上よりやや内側に位置するが補助柱穴と思われる。

Pl・ P3よ り柱痕、または抜き取り痕を確認した。

SI-07は a(4本柱)か らb(6本柱)へ と、ほぼ同心円状に拡張されたと思われる。

さらにbか らc(bを北側へ膨らます 6本柱)へと拡張建替えを行ったと思われる。

遺物は壺口縁部・奏口縁部・底部・器台が出土した。

出土遺物より、弥生時代後期前半と考える。

物

期

遺

時

＼

0                      10cm

挿図54第 7竪穴住居跡出土遺物実浪1図 (1:3)

挿図55 第 7竪穴住居跡出土遺物実測図 (1:5)

挿図53第 7竪穴住居跡変遷図 (1:120)
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第 8節 段状遺構

第 1段状遺構 (SS-01、 挿図56・ 57、 図版 22・ 34)

位 置

形 態

建物跡

調査区南西端に位置し急斜面に立地する。北西側はSS-02が切 り込んでおり、北東

斜 面を登るとSI-06が在る。底面の平均標高は27mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。前面

南西側は後世掘削を受け失われたと考えられ、南東端も消失しており造成時の規模は不

明である。掘 り込み壁高は0.85mを残す。残存平面規模は長辺 (北西一南東)7.15m、

短辺 (北東一南西)■Omを測る。埋土は単層である。

造成面より柱穴を 3本と前面流失斜面に残存する 1本を検出した。規模はPl(38×

44-26)cm、 P2(32X36-26)cm、 P3(28× 35-27)cm、 P4(24× 36-26)

cmを測る。残存造成面は僅かで、柱穴の配置及び深さからしても建物の規模、棟数を

判断することはできなかったが、本遺構に伴う何らかの関連施設があったと考えられる。

遺物は床付近より壷口縁部が出上した。

出土遺物より本遺構は弥生時代後期前半と考える。

物

期

遺

時

挿図56第 1段状遺構造構図 (

暗茶掲色砂質土
地山風化土

0                2m

l : 60)

0                     10cm

挿図57 第 1段状遺構出土遺物実測図 (1:3)
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第 2段状遺構 (SS-02、 挿図58・ 59、 図版22・ 34)

位 置

形 態

SS-02a

調査区南西端に位置し急斜面に立地する。南東側はSS-01を 切 り込んでいる。底面

の平均標高は27mを測る。

側壁下側溝及び底面に溝が 1本検出されてお り、底面 2面が存在すると思われ、

SS-02a o SS-02bの 2遺構の重複が考えられる。

SS-02bの 側壁より内側へ約25cmの底面に検出された溝は、元は側壁下の側溝と考

えられる。滞は幅約21cm前後、最深郡6cmで長さは2.8mを測り、断面形は逆台形を呈

することから、SS-02bの 溝と同形状と考える。以上によりSS-02aは 底面高は同じ

1 暗茶褐色上に橙掲色ブロック(大粒)を多量に含む

暗茶掲色砂質土
地山風化土

暗茶褐色上に橙掲色ブロック(大粒)を多量に合む

A'27.50m
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挿図58 第 2段状遺構遺構図 (1:60)



SS-02b

挿図59 第 2-b段状遺構出土遺物実測図 (1:3)

レベルとしSS― o2bに より掘削拡張され溝のみを残したと考えられる。前面は後世の

掘削等で大半が消失し、溝の前底面より柱穴Pl・ P2。 P3を検出した。 Plよ り弥

生時代後期の甕口縁が出土したが、SS-02aに 関連するものと判断することはできなか

った。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。前面

の南西側は後世掘削を受け失われたと考えられ、北西端も近代の掘削により消失してお

り造成時の規模は不明である。掘 り込み壁高 1,lmを 残し残存平面規模は長辺 (北西一

南東長)9。lm、 短辺 (北東―南西長)■8mを測る。側壁下より側溝を検出した。断面

形は逆台形を呈し、最大幅は39c m、 最深部 1lcmを 測り溝底面は南東側へ緩やかに傾

斜している。

遺存する造成底面より11本の柱穴を検出した。SS-02bの側溝より60cmの距離を置

いて直列するP2・ P4・ P8の 3本の柱穴はP2(38× 42-24)cm、 P4(40X

45-62)cm、 P8(36× 40-45)cmである。柱穴間距離はP2～P4で 1.8m、 P4～

P8で 1.8mを測 り、軸方向をN-67° 一Wに とる。また、ほぼ同主軸内にPl・ P3が

あり建替えなど関連のものとも考えられる。Pl(38× 38-42)cm、 P3(36× 37-

37)cm、 柱穴間距離はPl～P3で 1.3mを 測る。この他の柱穴については、建物跡を

確定することができなかったが、本遺跡に伴う何らかの施設に伴うものであったと考え

る。各々の規模はP5(30× 33-26)cm、 P6(22× 25-23)cm、 P7(20× 22-

25)cm、 P9(30× 36-23)cm、 P10(37× 38-33)cm、 Pll(31× 35-23)cmを

測る。

遺物は床付近より甕口縁部が出土した。

出土遺物より弥生時代後期前半と考える。

第 3段状遺構 (SS-03、 挿図60。 61、 図版22・ 35)

調査区南西端に位置し急斜面から緩斜面への変化点に立地する。SS-04を 切 り込ん

でおり、南西狽Iへ下るとSI-06、 北東側へ登るとSS-07が在る。底面の平均標高は34

物

期

遺

時

0                      10cm

位 置
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mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を「コ」の字状に掘 り込んで平坦面を造成したと

考えられる。前面の南西側は流失したと考えられ、造成時の規模は不明である。掘り込み

壁高0.5mを 残し、残存平面規模は長辺 (北西―南東長)7.8m、 短辺 (北東―南西長)2.65

mを測る。側壁下より側溝を検出した。断面形は逆台形を呈し、最大幅は33cm、 最深部 5

cmを測る。溝の北西側は壁帯コーナー付近で消失し南東側は途中で底面に同一になり消失

しており、いずれも底面の流失によると考える。

遺存する底面より11本の柱穴を検出した。狽1溝より概ね1.2mの距離を置いて直列する

P2・ P4。 P6。 P10の 4本の柱穴はP2(37× 37-15)cm、 P4(38× 弼 -27)cm、 P

6(29× 31-23)cm、 P10(28× 40-弼)cmである。柱穴間距離はP2～P4で 2.lm、 P

4～P6で lBm、 P6～ P10で 1.9mを測り、軸方向をN一 γ
°一Wに とる①また、ほぼ同軸

列中にP3・ P4があり建替えなど関連のものと考えられる。P3(27× 30-孵)cm、 P4

(38× 43-27)cm、 柱穴間距離はP2～P3で 0.8m、 P3～P4で 1.4m、 P6～ P7で 0。75

m、 P7～ P10で 1.2mを測る。また、P2-P10の直列軸より南西側へ20c m平行するP5-

PSの軸がある。P5(26× 31-35)cm、 P8(36× 38-27)cm柱穴間距離は27mを測る。

この他の柱穴については、建物跡を確定することができなかったが、本遺跡に伴う何らかの

施設であったと考える。各々の規模はPl(37× 37-15)cm、 P9(33× 37-16)cm、

Pll(20× 別 -12)cmを測る。

遺物はP7上面より上師器の高郭脚部が出土した。

出土遺物により古墳時代中期と考える。

第 4段状遺構 (SS-04、 挿図60。 61、 図版22・ 35)

物

期

迫退

時

形  態

位 置

形 態

建物跡

遺 物

時 期

位 置

形 態

調査区南西端に位置し緩斜面に立地する。南西側へ下るとSI-06、 北東側へ登ると

SS-07が在る。南東側端はSS-03が切り込んでいる。底面の平均標高は34mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を「コ」の字状に掘 り込んで平坦面を造成したと

考えられる。前面の南西側は流失したと考えられ造成時の規模は不明である。掘り込み

壁高0.15mを 残し残存平面規模は長辺 (北西―南東長)2.6m、 短辺 (北東―南西長)

1.2mを測る。

造成面から柱穴は検出されなかった。

遺物は甕回縁部が出上した。

出土遺物より弥生時代後期後半と考える。

第 5段状遺構 (SS-05、 挿図62・ 63、 図版 22・ 35)

調査区北側に位置し緩斜面に立地する。中央をSI-031こ よって切り込まれている。

床面の平均標高は34.4mを 測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を「ヨ」の字状に掘り込んで平坦面を造成したと

-6ユ ー



円
巻

肖 ゆ③
Ｐ６

1 地山風化土
2 暗黄掲色砂質土 y― g覺′

一

イ

‐

‐

イ

帯
―
‐

1

2

3

4

」
:

7

8

明責掲色砂質土(兎山風化土) ＠
Ｐ‐掻桑彊:歓畳三どlCm前後の炭化物を含ヶ

淡茶褐色砂質上、橙掲色砂質土小ブロックと微細炭化物を含む

黄褐色砂質土に暗黄褐色砂質とと微細な炭化物を含む

黄掲色砂質土

淡黒褐色砂質土

挿図60 第 3・ 4段状遺構遺構図 (1:60)

0               2m
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挿図61 第 3

SS 04

4段状遺構出土遺物実測図 (1:3)



考えられる。前面西側は流失したと考えられ南端も消失しており造成時の規模は不明で

ある。掘 り込み壁高は僅かに遺存する北側で0.45mを残す。床面は概ね平坦で検出規模

は長辺 (南 ―北)10.lm、 短辺 (東―西 )

1.6mを 測る。「
「
」形に遺存の側壁に添

って側溝を検出した。断面「 U」 字形を

呈し、最大幅は44cm、 深さ6cmを 測り、

長さは途中SI-03の切 り込み等により消

失する所もあるが10.6mを 測る。

造成面から柱穴は検出されなかった。

遺物は床付近より甕口縁部が出土した。

出土遺物より弥生時代後期～古墳時代

前期と考えられる。

:3)

0                      10cm

挿図62 第 5段状遺構出土遺物実測図 (1
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挿図63 第 5段状遺構遺構図 (1:80)

S-06、 挿図65、 図版 22)

位 置

形 態

調査区の南東側に位置し、南西に流れる急斜面に立地する。下側はSS-07に 掘 り込

まれている。底面の平均標高は36.5mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。前面

南西側はSS-07に よる掘 り込みを受け北西・南東の両端とも消失しており造成時の規

模は不明である。掘 り込み壁高平均30cmを残し、残存底面規模は長辺 (北西―南東)

9,8m、 北西端に残る短辺 (北東―南西)1.5m、 SS-07に よる掘 り込み残地となる短辺

幅 (北東―南西)約 0.2mを測る。床面は凸凹で風化が見られる。形状的には歩道の可

能性も考えられる。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土しなかったため時期は不明であるが、SS-07よ り古いと考えられる。

第 7段状遺構 (SS-07、 挿図64・ 65、 図版22・ 35)

調査区の南東側に位置し、南西に流れる急斜面に立地する。上側はSS-06を 掘 り込

んでいる。底面の平均標高は36.3mで ある。

物

期

遺

時

位 置
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形  態

遺 物

時 期

位 置

形 態

等高線に沿うような形で上側SS-06を掘

り込んで平坦地を造成したと思われる。前面

南西側は流失したと考えられる。南東端は消

失し、北西側は側壁が南西に「¬」形に山り

造成面の端を示しているが造成時の規模は不

明である。掘 り込み壁高 12cmを 残す。残存

する加工面は風化により明瞭な線引きは難し

いが底面規模は長辺 (北西一南東長)8m、

短辺 (北東―南西長)1.3mを 測る。埋土は単

層である。

遺物は埋土中より弥生時代後期前半の甕が

出土した。

遺物は埋土中出上のため時期は不明である。

0                       10cm

挿図64 第 7段状遺構出土遺物実測図 (1:3)

ω
］

〇
〇
∃

一
　
部
離
説
い
ｅ
湘
肝
百

琲
�
耐
Ч
□
く
奇
斜
齢
「
ゆ
け

［
　
さ
Ｅ

れ

挿図65 第 6・ 7段状遺構遺構図 (1:80)

第 8段状遺構 (SS-08、 挿図75、 図版22)

物

期

連還

時

調査区北西端に位置し急斜面裾部近くに立地する。南側はSS-13に 切 り込まれてい

る。底面の平均標高は24.8mを 測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を「コ」の字状に掘り込んで平坦面を造成したと

思われる。前面西側は流失と後世の掘削により失われたと考えられる。側壁南端は南西

側に僅かに弧を描きSS-13の 側壁と交わる。側壁北端は「
「
」形を呈している。掘り

込み壁高は最大で42cmを残す。残存平均規模は長辺 (南 ―北)2.6m、 短辺 (東 ―西)

0.85mを 測る。側溝は側壁下より検出するが北側末端は側壁を外れ平坦面内へ僅かに入

り込んでいる。断面形は逆台形を呈し、最大幅 24cm、 最深部4cmを測る。側壁と側溝

の状態を見ると側壁を切 り込んだことが考えられ、 2遺構の重複が考えられる。柱穴等

は検出されていない。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土しなかったため時期は不明であるが、SS-13よ り古いと思われる。
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期

遺

時

第 9段状遺構 (SS-09、 挿図66・ 67、 図版23・ 35)

位 置

形 態

調査区の北西端に位置し、北西向きの斜面に立地する。南西方向約 2mに はSS-10

が在る。底面の平均標高は31.7mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。調査

前の地形は畑地跡と思われたが、堆積する表土は薄く近世から現代に山上を掘り取った

跡とも考えられ、大きく加工を受けている。残存部分は僅かであるが「
」」字形に掘り

込まれたことを窺うことができる。北西側は消失しており造成時の規模は不明である。

残存平均規模は長辺 (北東一南西)2.25m、 短辺 (南東一北西)1,7mを 測る。埋土は

単層である。

遺物は甕口縁部が出土した。

出土遺物は弥生時代後期前半のものであるが、後世の攪乱を受けており、時期を確定

できなかった。

0                       10Cm

挿図67 第 9段状遺構出土遺物実測図 (1:3)

挿図66 第 9段状遺構遺構図 (1:60)

第10段状遺構 (SS-10、 挿図68'69、 図版23・ 35)
＼

位 置 調査区の北西端に位置し、北西向きの斜面

に立地する。北東方向約 2mに はSS-09が

在る。底面の平均標高は31.8mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り

込んで平坦面を造成したと思われる。調査前

形 態
淡黄褐色砂質土
淡黒福色砂質土
淡橙掲色砂質上に

淡黒褐色砂質土を少量合む

淡黒褐色砂質上に淡黒掲色

砂質土中ブロックを

多く合む

黒褐色砂質土に焼土

粒、炭化物を含む

6 晴黄褐色砂質土に黒褐色砂質上小ブロックを多く合む
7 暗黄掲色砂質上に黒褐色砂質土小ブロックを少量合む
8 黄掲色砂質土
9 橙帽色砂質土に淡黄掲色砂質土
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挿図69 第 10段状遺構出土遺物実測図 (1:3)
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物

期

遺

時

の地形は畑地跡と思われたが、堆積する表土は薄く近世から現代に山上を掘り取った跡

とも考えられ、大きく加工を受けている。北東側は消失しており造成時の規模は不明で

ある。掘り込み壁高は75cmを残す。残存平均規模は長辺 (北東一南西)3.3m、 短辺

(南東―北西)1.45mを 測る。床面はほぼ平坦であり柱穴 lヶ所を検出した。 Plは

(20× 25-11)cmであり、他に柱穴は検出されず、この遺構に伴うものかどうか不明

である。

遺物は床より養口縁部と底部が出上した。

出土遺物より弥生時代後期前半と考える。
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挿図70第 11段状遺構遺構図 (1:60)

0                      10cm

挿図71 第 11段状遺構出土遺物実測図 (1:3)
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第■段状遺構 (SS-11、 挿図70。 71、 図版35)

位 置

形 態

調査区のほぼ中央より北側へ位置し、急斜面に立地する。底面の平均標高は34.2mを

測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。前面

西側は流失及び後世掘削を受け失われたと考えられる。北端は消失し、南端は側面が隅

丸に「¬」形に曲り造成面端を示しているが、造成時の規模は不明である。掘り込み壁

高は最大 15cmを残す。底面は概ね平坦で、検出規模は長辺 (南 一北)4m、 短辺

(東 一西)と。3mを測る。

埋土中より奏頚部と底部が出土した。

出土遺物は埋土中のものであり、時期を確定することはできなかった。

第12段状遺構 (SS-12、 挿図72・ 73、 図版23・ 35)

物

期

遺

時

位 置

形 態

調査区のほぼ中央より南側へ位置し、緩斜面に立地する。底面の平均標高は33.8mを

測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘 り込んで造成 したと思われる。検出規模は南

北長12m、 残存する幅は最大で84cm、 最小で

22cmを測る。南北中程より北側において山側

(東)よ り前側 (西)の断面で前側に僅かな地

形の高まりが認められる。帝状にある平坦面の

形状により歩道であったと考えられる。

y

挿図73 第 12段状遺構遺構図 (1:80)

0                       10Cm

挿図72 第 J2段状遺構出土遺物実測図 (1:3)
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物

期

迫還

時

遺物は奏日縁部が出上した。

出土遺物より弥生時代後期後半と考える。

第13段状遺構 (SS-13、 挿図74・ 75、 図版22・ 35)

調査区南西端に位置し、急斜面裾部近くに立地する。南側はSI-07に より切り込ま

れ北側はSS-08を切 り込んでいる。床面の平均標高は24.8mを測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。前面

西側は流失と後世の掘削により失われたと考えられる。側壁南端はSI-07の周提上面

を造るため山側を掘り込み弧状に続く側壁へ繁がる。ttI壁北端は北西側に僅かに弧を描

きSS-08の側壁と交わる。掘り込み壁高は最大で90cmを残す。残存平面規模は長辺

(南 ―北)6.6m、 短辺 (東 一西)1.7mを 測る。側壁に沿い下側に側溝を検出した。断

面形は逆台形を呈し最大幅 18cm、 最深部 10cmを 測る。溝底面は北西側へ緩やかに傾

斜している。土層より張床の痕跡を窺うことができる。

遺存する造成底面より6本の柱穴を検出した。軸方向をN-2° Eに とり直列するP

3。 P4。 P5。 P6の 4本の柱穴はP3(28× 30-39)cm、 P4(28× 35-36)cm、

P5(26× 40-35)cm、 P6(17× 19-18)

cmである。柱穴間距離はP3～ P4で 0.5m、

P4～ P5で 2.3m、 P5～P6で 1.Omを測る。

この他の柱穴については建物跡を確認する

こ とがで きなか ったが、本遺跡 に伴 う何 ら  
挿図74第 13段状遺構出土遺物実測図 (1:3)

導

位 置

形 態

0                       10cm

ＳＳ０８
ミ
・＼
　

だ

Ｊ

1 淡橙褐色砂質上に黄掲色地山ブロックを含む
2 橙褐色砂質土、黒褐色砂質上、灰白色粘質±3～ 4cm

3 蓬遷尾とζ乙畳ξどた哲鍔案オ;y魯与テをみi'督む .
4 地山

戸

2500m A

暗茶褐色砂質土に橙掲色砂質上を多く含む

黄褐色砂質上に暗茶褐色砂質土を少量合む

黄褐色砂質土に橙褐色砂質上を多く含む

橙掲色砂質上に淡黒褐色砂質土を少量合む

0                    2m

5 橙掲色砂質土 (固くしまる)
6 灰褐色砂質土 (炭化物を含む)
夕 黄褐色砂質土 (地山風化土と地山ブロックを少量含む)
8 淡黒掲色砂質上に橙褐色砂質上と3cm大の炭化物を少量含む
9 橙掲色砂質上に淡黒褐色砂質上を少量含む

挿図75 第 8・ 13段状遺構遺構図 (1:60)
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かの施設であったと考える。各々の規模はP

cmP 7(15× 18-10)cmを浪Jる。

遺物は奏口縁部が出土した。

出土遺物より弥生時代後期前半と考える。

1(20× 23-31)cm、 P2(24× 26-40)

第14段状遺構 (SS-14、 挿図76)

位 置

形 態

調査区のほぼ中央より北側へ位置し、急斜面に立地する。底面の平均標高は34.4mを

測る。

等高線に沿うような形で斜面の上側を掘り込んで平坦面を造成したと思われる。掘り

込まれた側壁は6mが残 り、隣接のSK-15の前面を切 り込んでいる。壁高は「30」

cmを残す。側壁の北側半分は、下に帯状の凹地を確認するが、両端とも検出できなか

った。この凹地は幅は最大で0.3m、 長さは約4mを確認するが、形状等から考えると歩

道と考えられる。また、土層から凹地状の断面が見え、帯状に凹地が続いて存在してい

たことが窺える。更に南側には歩道であったと考えられるSS-12があり、これに続い

ていたと思われる。

出土遺物がないため時期は不明であるが、SS-12と 一連の遺構と考えると弥生時代

後期後半とすることができる。

時 期

o                2m

挿図76 第 14段状遺構遺構図 (1:60)
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第 9節 溝状遺構

第 1溝状遺構 (SD-01、 挿図77、 図版 5)

調査区の頂部に位置し、東側調査区外との境界に立地する。標高は41.4mを 測る。

遺構は長さ7.62mの 加工面を検出したが限られた範囲であり、拡張は諦め、小型の ト

レンチ 2本により確認した。結果、溝状遺構と考えられる断面を検出した。溝幅は最大

1.85m、 最小 1.37mで あり、深さは0.27mを 測る。断面形は「U」 字形を呈す。埋土は

砂質土の色違いで 2層を成す。

上師器の奏口縁部小片 1点が出土した。小片のため図化することができなかった。

土器片以前の遺構であり周辺の古墳の存在から古墳周溝の一部と考えられる。 1号墳

周溝の北東側を一部切っており、本遺構が新しいことを確認した。

挿図77 第 1清状遺構遺構図 (1:60)

第 2滞状遺構 (SD-02、 挿図78)

位 置   調査区の北側に位置し、北西向きの斜面に立地する。中程をSD-03の 側溝・側壁に

形 態

より切り込まれている。標高は36.9mを測る。

斜面の上側へ弧を描き、規模は長さ2.4m、 幅0.15～ 0.2m、 深さ0.2mを測 り、断面

形は「U」 字形を呈す。埋土は、暗褐色砂質上の単層で自然堆積であると考えられる。

遺物は出上しなかった。

SD-03と 切 り合い、本遺構が古いことを確認した。切 り合い関係からSD-03以前

と推定される。

第 3溝状遺構 (SD-03、 挿図78・ 79、 図版 35)

位 置   調査区の北側に位置し北西向きの斜面に立地する。中程でSD-02を切り込んでいる。
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形 態

標高は36.9mを測る。

等高線に沿うように主軸を北東―南西にとる。両端は前面に曲がり平面形は鑑形を呈

す。規模は中程が削失しているが主軸両端間の長さは3.9m、 幅0.12～ 0。 16m、 深さ0。 1

mを測り、断面形は「 U」 字形を呈す。南西側半分には山側に立ち上がりが比較的多く

残 り側壁が存在したことが考えられる。埋土は暗黄褐色砂質土の単層で自然堆積である

と考えられる。本遺構は溝状遺構とするが規模及び形状を考えると古墳時代の竪穴住居

跡側溝と考えることができる。溝より約30cm前面に柱穴 1本を検出し中に土器片を確

認している。

南西側コーナーの滞前面及び柱穴内より土師器奏が出土している。

出土遺物から本遺構の時期は古墳時代前期前半と考えられる。

/  /

挿図78 第 2・ 3溝状遺構遺構図 (1:40)

物

期

遺

時

だ

ピ

一
　
部
前
耐
卜
　
　
．

（排
ｅ
苅
ド
ヽ
〈
ゆ
禅
⊂
叫
こ
軒
⊂
）

］

罪
前
い
肝

（荊
百
特
ぶ
敵
辞
）

ω
　
滸
�
い
Ｓ
川
ト

ヽ
　
議
琲
前
い
卜

（洋
Ｅ
）

い
　
吊
�
甜
耐
Ｓ
川
ト

（灘
ド
さ
亭
帥
卜
排
③

ｏ（鵜説期呻畦叫けく、　＼ホヽ甲、ＳＤ０３②
Ｐ‐

，

／

１

ヽ

挿図79 第 3清状遺構出土遺物実測図 (1:3)

0                      10cm
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位 置

形 態

第 4溝状遺構 (SD-04、 挿図80。 81、 図版35)

遺 物

時 期

調査区の北側に位置し北西向きの斜面に立地する。中程をSD-05とこより切 り込まれ

ている。標高は36.4mを 測る。

等高線に沿うように主軸を北東―南西にとる。両端は前面に僅かに曲線を描き平面形

は弓形を呈す。規模は長さ4.5m、 幅32～ 28cm、 深さ4～ 8cmを測り、断面形は「U」

字形を呈す。埋土は淡橙褐色砂質土の単層で自然堆積であると考えられる。本遺構は溝

状遺構とするが規模及び形状を考えると、段状遺構側溝と考えることができる。切り合

い関係により、後にSD-05が造成されたことが窺える。

上層堆積土中より弥生土器・土師器 。須恵器・黒曜石片の各種遺物が出土している

が、溝の埋土中よりは遺物は検出していない。

遺物はいずれも上層堆積土混入のものであり、時期を特定することはできなかった。

位 置

形 態

第 5溝状遺構 (SD-05、 挿図80。 81、 図版35)

遺 物

時 期

調査区の北側に位置し北西向きの斜面に立地する。SD-04を切 り込んでいる。標高

は36.5mを 測る。

等高線に沿うように主軸を北東―南西にとる。北東側末端は北西側にカーブする。規

模は長さ2.5m、 幅22～ 27cm、 深さ4～ 6cmを測り、断面形は「U」 字形を呈す。埋土

は暗橙掲色砂質上の単層である。本遺構は溝状遺構とするが規模及び形状を考えると、

段状遺構狽I溝 と考えることができる。切 り合い関係により、SD-04の 後に造成された

ことが窺える。

上層堆積土中より弥生土器 。土師器の各種土器が出上しているが、溝の埋土中よりは

遺物は検出していない。

遺物はいずれも上層堆積土混入のものであり、時期を特定することはできなかった。

5清状遺構遺構図 (1:40)
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0                      10Cm

第 4・ 5溝状遺構出土遺物実測図 (1:3)挿図81
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第10節 土坑

第 1土坑 (SK-01、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、北側平坦面に立地し柱穴群内に在る。南側には 1号墳が

接近し標高40.5mを測る。

形 態   上面形は不整形な楕円形を呈し、上縁部長径 1.8m× 短径 0。75mを測る。底面形も不

整な楕円形で、底部長径0.55m× 短径 0.16m、 深さは0.67mで ある。断面形は歪な逆円

錐を呈する。主軸はN-60° 一Wを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全く出土しなかった。上面形は表土近くより観察されたことから近世以降のも

のと思われるが時期は不明である。

第 2土坑 (SK-02、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 2号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。南側に1,6mを隔て

SK-03と なり、検出面の標高は41.3mを測る。

形 態   上面形は栗の実形を呈し、上縁部長径1.2m× 短径 1,02mを測る。底面形も同形を呈

し底部長径 0.97m× 短径 0,88m、 深さは0.3mである。断面形は逆台形を呈し、主軸は

N-46° 一Wを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全く出土しなかったが、環壕に伴う貯蔵穴と考えたい。

第 3土坑 (SK-03、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 2号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。北側に1.6mを隔て

SK-02と なり、検出面の標高は41.3mを測る。

形 態   上面形は楕円形を呈し、上縁部長径 1.16m X短径 1.13mを測る。底面形も同形を呈し

底部長径 1.03m× 短径 0,97m、 深さは0。35mである。断面形は逆台形を呈し、主軸は

N-70° 一Wを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全 く出上しなかったが、環壕に伴う貯蔵穴と考えたい。

第 4土坑 (SK-04、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区南西端に位置し、急斜面に立地する。北東斜面を登ると第 1段状遺構 (SS―

01)が在る。検出面の標高は斜面中間で24.10mを測る。

形 態   上面形は歪な楕円形を呈し、上縁部長径 1.1l m× 短径 0。75m、 深さは検出面中央より

0.82mである。断面形は逆台形を呈し、主軸はN-58°一Wを とる。底面中央に小ピッ

トが掘り込まれており、規模は (105× 83-101)cmを測る。狩猟用の落し穴であると

考えられる。

-74-



時 期   遺物は全く出土しなかった。堆積土は黒褐色砂質上である。付近から弥生時代の住居

跡を検出していることを考えると弥生時代以前と思われる。

第 5土坑 (SK-05、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。北側に0.5mを隔て

SK-06と なり、検出面の標高は41.4mを 浪1る。

形 態   上面形は歪な花形を呈し、上縁部長径1.35m× 短径 1.29mを測る。底面形も歪な隅丸

方形で底部長径 0.9m× 短径 0.86m、 深さは0.33mである。断面形は逆台形を呈し、主

軸はN-47° 一Wを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全く出上しなかったが、環塚に伴う貯蔵穴と考えたい。

第 6土坑 (SK-06、 挿図82、 図版23)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。南側に0.5mを 隔て

SK-05と なり、検出面の標高は41.50mを測る。

形 態   上面形は不整な円形を呈し、上縁部長径0.97m× 短径 0。9mを測る。底面形は隅九方

形で底部長径 0。72m× 短径 0.64m、 深さは0.41mである。断面形は逆台形を呈し、主軸

はN-31° 一Eを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全 く出土しなかったが、環塚に伴う貯蔵穴と考えたい。

第 7土坑 (SK-07、 挿図83、 図版 24)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。北側に0.2mを 隔て

SK-08と なり、検出面の標高は41.47mを測る。

形 態   上面形は歪な花形を呈し、上縁部長径 1.2m× 短径 1.15mを 測る。底面形は不整な円

形で底部長径0.97m× 短径 0.93m、 深さは0.47mである。断面形は逆台形を呈し、主軸

はN-24° 一Wを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全 く出土しなかったが、環壕に伴う貯蔵穴と考えたい。

第 8土坑 (SK-08、 挿図83・ 86、 図版24・ 36)

位 置   調査区の東狽I頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。南側にO.2mを 隔て

SK-07と なり、検出面の標高は41.5mを測る。

形 態   上面形は不整な楕円形を呈し、上縁部長径 2.42m× 短径2.Omを測る。底面形は楕円

形で底部長径1.9m× 短径 1.7m、 深さは0.41mである。断面形は逆台形を呈し、主軸は

N-40° 一Eを とる。遺構の性格は不明である。

遺 物   遺物は埋± 1～ 2層 目より奏口縁部と高郭が出上した。
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時 期   出土遺物より古墳時代中期前半のものと考えられる。

第 9土坑 (SK-09、 挿図83、 図版 24)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。北側は一部 1号墳の

主体部で切 り込まれており、本遺構が古いと考えられる。南側に0。9mを 隔てSK-10

となり、検出面の標高は41.35mを測る。

形 態   上面形は不整な隅丸長方形を呈し、上縁部長径 1.6m× 短径 1.18mを 測る。底面形も

不整な隅丸長方形で底部長径1.41m× 短径 0.83m、 深さは0.3mで ある。断面形は逆台

形を呈し、主軸はN-81° 一Eを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全く出上しなかったが、環塚に伴う貯蔵穴と考えたい。

第10土坑 (SK-10、 挿図83)

位 置   調査区の東側頂部に位置し、 1号墳の残存墳丘基盤岩上に在る。北東側に0.8mを 隔

てSK-09と なり、検出面の標高は41.2mを測る。

形 態   上面形は不整な楕円形を呈し、上縁部長径 0.95m× 短径 0,9mを 測る。底面形は不整

な隅丸長方形で底部長径 0.7m× 短径 0.58m、 深さは0.17mである。断面形は逆台形を

呈し、主軸はN-21° Eを とる。遺構の性格は不明である。

時 期   遺物は全く出土しなかったが、環塚に伴う貯蔵穴と考えたい。

第■土坑 (SK― H、 挿図83・ 86、 図版24・ 36)

位 置   調査区の西端に位置し、急斜面に立地する。西側は近代の墓道として切 り取られてい

る。底部の下にはSK-12が在る。検出面は斜面で標高は26.8～ 26.9mを測る。

形 態   残存の上面形は不整形をなし、元の主軸はN-7° Eを とると思われる。上縁部長

径1.53m× 短径 1.23mを測る。底面形は残存面より元は隅丸の長方であったと思われる。

残存の底部長径 1.35m× 短径 1.13m、 壁高 (深 さ)は 0.6mである。埋土は 2層 に分層

されるが何れも黒色土層であり火山灰土 (通称黒ぼく土)で遺構面へ流入したことが明

瞭である。規模などを考えると貯蔵穴であると考えられる。

遺 物   埋土中より奏口縁・底部・高郭脚部が出上した。

時 期   出土遺物より弥生時代後期前半のものと考える。

第12土坑 (SK-12、 挿図83・ 86、 図版24・ 36)

位 置   調査区の西端に位置し、急斜面に立地する。西側は近代の墓道として切 り取られてい

る。上面にはSK-11が在る。検出面の標高は26.7mを 測る。

形 態   上面形は不整な楕円形を呈し、上縁部長径0,95m× 短径 0.61mを 測る。底面形は楕円
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形で底部長径0.55m× 短径 0.41m、 深さは0.26mで ある。断面形は逆台形を呈し、主軸

はN-20°一Eを とる。上部は後世の掘削を受けている。埋土は 2層で下層は淡黒褐色

土に地山小ブロックを多く含む上が堆積する。遺構の性格は不明である。

遺 物   埋土中 1層 目より奏回縁部が出土した。

時 期   出土遺物より上面にあるSK-11と 同じ時期の弥生時代後期前半のものと考える。

第13土坑 (SK-13、 挿図84、 図版24'36)

位 置   調査区の南端に位置し、急斜面に立地する。等高線に東へ0.9mを隔てSK-14と な

り、検出面は斜面で標高37.0～ 35.25mを測る。

形 態   上面形は歪な楕円を呈し、上縁部長径 2.2m× 短径 1.68mを 測る。底面形は不整な楕

円で底部長径 2.05m× 短径 1.95m、 深さは斜面の上側で 1.68m、 下側で0.17mで ある。

断面形は、残存する山側で、壁の立ち上がりが内反し袋状を呈す。形態上の特徴から貯

蔵穴であると考えられる。

遺 物   坦土中より鉢口縁部が出土した。

時 期   出土遺物より縄文時代晩期後半のものと考えられる。

第14土坑 (SK-14、 挿図84、 図版24)

位 置   調査区の南端に位置し、急斜面に立地する。等高線に西へ0,9mを 隔てSK-13と な

り、検出面は斜面で標高37.3～ 35。8mを浪1る。

形 態   上面形は不整な円形を呈し、上縁部長径1.52m× 短径 1.52mを測る。底面形は不整な

円形で底部長径1.25m× 短径 1.25m、 深さは斜面の上側で 1.65m、 下側で0.2mである。

断面形は、残存する山側で、壁の立ち上がりが内反し袋状を呈す。形態上の特徴から貯

蔵穴であると考えられる。

遺 物   遺物は出土しなかった。

時 期   遺物は出土しなかったが、西側にあるSK-13と 同じ形態であり、同時期のものと考

える。

第15土坑 (SK-15、 挿図85、 図版25。 36)

位 置   調査区のほぼ中央に位置し、急斜面に立地する。前面はSS-12に切り込まれている。

検出面の標高は34.7mを測る。

形 態   残存の上面形からは隅丸方形が考えられ主軸はN-32°一Wを とると思われる。上縁

部長径2.03m× 短径 1.32mを測る。底面形も元は隅丸方形であったと思われる。残存の

底部長径1.93m× 短径 1.02m、 壁高 (深さ)は 1.15mで ある。土層断面からは壁の立ち

上がりが僅かに内反している。規模及び形態上の特徴から貯蔵穴であると考えられる。

遺 物   埋土中より鉢口縁部が出土した。
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時 期   出土遺物により縄文時代晩期後半のものと考える。

第16土坑 (SK-16、 挿図85・ 87、 図版25。 36)

調査区の北西端に位置し、西向きの斜面に立地する。等高線上を北側に約 1.5mを 隔

てSS-10と なり、検出面の標高は31.4mを測る。

残存の上面形からは精円形が考えられ主軸はN-25° 一Eを とると思われる。上縁部

長径2.75m× 短径 1.3mを測る。底面形も楕円形であったと思われる。残存の底部長径

2.Om× 短径 0.9m、 壁高 (深 さ)は 0.5mで ある。底面は中心部が僅かに丸みを帯び凹

んでおり堆積土は灰責褐色砂質上である。規模及び形態上の特徴から貯蔵穴であると考

えられる。

埋土中より奏が出土した。

出土遺物より弥生時代後期前半のものと考えられる。

位 置

形 態

位 置

形 態

物

期

迫還

時

第17土坑 (SK-17、 挿図85、 図版36)

遺 物

時 期

調査区の南端に位置し、北東から南西に向かって下る斜面中腹に立地し、南東側は

SI-06山側堀込み斜面を切り込んでいる。検出面は斜面で標高31,lmを測る。

南西側は流失し原形を留めていないが、残存の上面形からは円形が考えられ、底面形

も円形と考えられる。残存の底部長径1.2m× 短辺0.5m、 壁高 (深さ)は 0.43mである。

土層断面では山側の壁の立ち上がりは50° と急である。西側は失われて判明しないが、

底部では西側が和上がっており、中心部が精凹んだ土坑であったと思われる。埋土は下

層が暗茶褐色土に黄褐色地山ブロックと、炭化物を含む。埋め戻した埋土と考えられる。

底面上部埋土中より、弥生後期の奏口縁部が出上しているが、埋め戻し埋土に混入し

たと考えられる。

検出した遺物は埋土中であり遺物により時期を確定することは難しい。掘り込みを見

るとSI-06と 同じ埋上の中に掘り込まれている。底部の径を推定すると1.2mと 思われ

ること、更に等高線状に北側に向かって近世墓が広がっていることなどから、近世の九

形棺桶埋葬墓の可能性がある。
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1 黒褐色粘質上に暗黄掲色砂質上を少量含みややしまる
2 淡黒掲色砂質土 しまる
3 淡黒掲色砂質上に少量の橙褐色砂質土を含みしまる
4 黒掲色土

4150m

1 明黄掲色砂質上に地山ブロック2～ 3om大 を少量含みしまる

4150m

暗橙褐色砂質土に地山小ブロックを少量含む

橙掲色砂質土に地山ブロックを多く含む

1 明責掲色砂質土に地山ブロック2～ 3cm大 を合みしまる

黒掲色砂質土 ややしまる
黒掲色砂質上に黄掲色砂質上の小ブロックをやや多く含みしまる

暗橙掲色砂質上に地山ブロックを少量含む

橙掲色砂質上に地山ブロックを多く含む

0

3・ 4・ 5・ 6土坑遺構図 (1:30)

⑨

一Ｔ

ノ

SK 06

挿図82 第 1
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SK 09
4150m

暗橙掲色砂質土
淡橙掲色砂質土
地山風化土

暗茶掲色砂質上に暗責掲色砂質土を含む
暗茶掲色砂質土に淡黒掲色砂質土を含む
暗橙掲色砂質土に茶掲色砂質土を含む
暗橙掲色砂質土

淡黄褐色砂質土
淡橙褐色砂質土

暗黄掲色砂質土
明黄掲色砂質上に地山小礫を少量含む

暗茶掲色砂質土

黒掲色砂質土に微細炭化物、微細焼土を含む

2700m

3             1m

30)

根による撹乱

―
―
Ｉ

ＫＳ

淡黒掲色土
淡黒掲色砂質土に
地山小ブロックを

多く含む

挿図83 第 7・ 8。 9。 10・ 11・ 12土坑遺構図 (1:

SK 10

淡黒掲色砂質土
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SK 13 肝
′,1

10cm

暗橙褐色砂質土
淡黒褐色砂質土に暗橙褐色砂質上を多く合む
淡黒掲色砂質上に橙褐色砂質土を少量含む
暗橙掲色砂質土に黄褐色砂質上を少量含む
暗橙褐色砂質土に責褐色地山ブロックを少量含む
橙褐色砂質上に黄掲色砂質岩 (真砂)ブロックの10cm大 をやや多く含む (崩落土)
橙褐色砂質上に責褐色～灰白色砂質岩 (真砂)ブロックの20cm大を多く含む
淡黒掲色砂質土に橙掲色地山ブロックをやや多く合む
橙褐色砂質土に淡黒掲色砂質土を含む
淡黒褐色砂質土に橙褐色地山ブロックを少量含む (微細炭化物を少量含む)
黄掲色砂質土に暗責褐色地山ブロック2～ 3cm大 を少量含む
晴黄掲色砂質上に淡黒掲色砂質土と微細炭化物を少量含む (微細炭化物を少量含む)
13 地山

3600m

1 暗黄掲色土 (安山岩の風化系)
2 茶掲色上に橙褐色ブロックl cm大を少量含む
3 皓責掲色土に安山岩ブロックlocm大 を少量含む
4 暗茶褐色上に責褐色、橙褐色ブロックを少量合む
5 茶掲色上に花闘岩ブロックの3～ locm大 を少量含む
6 淡黒掲色土に黄掲色ブロックと微細炭化物を少量含む
7 淡茶掲色砂質土に黄褐色ブロックを少量と微細炭化物を含む

0   (1:3)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

o       (1 :30) lm

14上坑遺構図 第 13土坑出土遺物実測図挿図84 第 13・
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1 淡黒掲色砂質上に黄掲色砂質土ブロック5～ 10cm大を少量含む
2 淡黒掲色砂質土に責掲色砂質上、黒掲色砂質土を斑点状に合む
3 暗黄褐色砂質上に黄褐色ブロック5～ 10cm大 を少量含む
4 暗橙掲色砂質土に橙掲色砂質土、淡黒掲色砂質土ブロック1～ 5cm大を多く含む
5 暗責褐色砂質土
6 淡黒掲色砂質上に黄掲色砂質土を斑点状に少量含む
7 淡黒掲色砂質上に微細炭化物を少量含む

暗茶褐色砂質土

暗茶掲色砂質土に橙掲色地山ブロッ
多量に含む (炭化物少量含む)
地山

3150m

SK 15

娃
|1   1

0     (1 :3)     10cm

ク を

0    (1:3)   10cm

0    (1:30)    lm

・ 17土坑遺構図・第 15・ 16・

か

挿図85 第15

-82-
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SK 12

0                       10cm

挿図86 第 8。 11・ 12土坑出土遺物実測図 (1:3)

挿図87 第 16土坑遺構図 (1:30)
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第11節 遺構外遺物

経塚鼻では遺構に伴わない遺物が出土している。個々の遺物の詳細は観察表に譲り、ここでは概

略について述べる。 1は磨製の石包丁で紐通し孔より折れた端部である。 2は磨製石斧で両刃研ぎ

出しによる刃の部分で、節理により折れたものである。 3は 2と 同じ磨製石斧で両刃研ぎ出しによ

る刃の部分で破損したものである。 4は亀甲形石核で打痕剥離面を多数残している。 5は敲石で安

山岩質川原石で深い敲打痕を残す。 6・ 7は古銭で寛永通費の文字を刻す一文銭である。

ミ        
ー

・

≡ 三 き

‐雲

”▽
I     I

Ａ
Ｍ
切
И
Ｖ
Ｖ

一

代

Ｎ

Ｎ

博

一も

―
⇒9J甲 5cm

r・ Fモ:'i、

任i餌||
こヽ
'な

∽
9     (1 13)   109m

挿図88 遺構外出土遺物実測図

ミ

|
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第 4章 ま

第 1節 遺構 につ いて

調査の結果、本遺跡では環塚 1条、古墳 4基、竪穴住居跡 7棟、段状遺構 14基、柱穴群 2ケ所、

柱穴列 3列、溝状遺構 5本、土坑 17基、柵列跡 1条を確認したが、本節では、これらの遺構を時

代別に区分し、若干の考察を加えながら概観する。

1、 縄文時代

調査区南端斜面で貯蔵穴の一部と思われる土坑 2基を検出し、これらは位置的に2ヶ所に分かれ

る。 1つ はSK-13.14の丘陵突端部南側斜面の 8合 目あたりに掘 り込まれたもの、もう 1つ は

SK-15で丘陵突端西側斜面中央部 7合目あたりに掘り込まれている。何れも後世の削平及び風化

流失により上面を失い、底部付近のみが残るが、平面形は円形ないし楕円形を呈している。断面形

はSK-13.14.15で残存の壁の立ち上がりが僅かに内反する部分があり、特徴から貯蔵穴であると

考えられる。遺物はSK-13.15よ り縄文晩期後半の土器片が出土している。SK-14か らは土器等

遺物は出土していないが、SK-13に近く並んで在り、形状・規模も同様と思われ、縄文時代のも

のとしてここで取り扱った。またSS-01下 の南西斜面よりSK-04を 検出し、狩猟用の落とし穴

と考えられ、遺物は出土していないが、縄文時代のものとした。

2、 弥生時代前期末～後期

弥生時代の遺構として環壕 1条、柵列跡 1条、竪穴住居跡 6棟、段状遺構 8基、土坑11基、柱

穴列 2列を検出した。なお、柵列跡については環塚に沿うよう内側に造られており、環塚と一体を

なすものとし、環嫁の一部としてまとめてみることとする。

環壕の立地

本遺跡は伯太川と安田川に挟まれる丘陵支脈の一つで西に突き出る突端にあり、前面伯太川を眼

下にし、北西下流域には能義平野を見下ろす眺望良好な立地にある。水田との比高差約21.9m前後

で、南―西―北側の三方が急斜面となる舌状丘陵人合目から頂部平坦面にかけて造られている。頂

部平坦面の標高は41.3m前後である。

環嫁の形態

平面形は検出面で地形に沿って造られ弓形を呈している。規模は検出面で45mを測り、両端と

も延びることを別件の発掘調査でトレンチにより確認している。断面形はV字形で、上幅最大部で

6.lm、 底部の幅は0.3m、 深さは内壁 4.2m、 外壁 1.6m、 上幅最小部で2.8m、 底部の幅は0.26m、 深

さは内壁 1.8m、 外壁0.64mを 測り、底幅の最小は0.2mで ある。

環塚内側となる頂部の丘陵突端平坦面と環塚底部との比高差をみると、南側より北側に向かうA

地点で3.34m、 E地点で3.76m、 G地点で4.74m、 I地点で4.39m、 K地点で4.16mと なり、外壁

天端A`地点で2,7m、 E' 地点で2.3m、 G`地点で3.14m、 I' 地点で2.88m、 K'地点で2.78

1nと なる。

検出の環壕北端手前 5m地点に幅約 1.7mの土橋が環塚を分断する状態で存在する。土橋の構築

と
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は盛り上ではなく、掘り出しの土橋といえる。両側を溝として掘り下げたことにより、土橋状に残

したと考える。土橋の地山は花商岩風化土 (真砂土)と 火山灰土 (通称ミズマサ)と の接合地脈状

に造られており、軟らかで脆く風化しやすい地質である。土橋の主軸は北西―南東であり、通路と

しての前後については北西側はSI-01の周壁として切り込まれており、残存しない。南東側は環

塚内側法面となる。この法面を南東方向に斜めに上るように花聞岩風化土と火山灰土が接し、層を

成している。ここを上橋から環壕内上部への通路と考えるが、風化等により原状を留めておらず、

検出面からは断定できなかった。しかし、環塚内側となる頂部平坦面突端に環塚と一体と考える柵

列跡が、通路と考えられる軸方向に向かって接近していることなどから判断すると、通路が存在し

たと考えられる。土橋及び通路の位置については、地形・地質を考え決定したと思われる。この要

因についての考察は後段に譲る。

環塚内埋土をみると、自然堆積と人為的な埋上がある。土層断面 G一 G′ を例に大別すると4層

となる。再下層第 4層は環塚開削後早い段階に環壕としての機能は薄れ、人為的に埋め込まれたと

ころ (12～ 17層 )、 第 3層は環塚廃絶後長期にわたって堆積したところ (9～ 11層 )、 第 2層 は古

墳築造時の掘削排土として堆積したところ (3～ 8層 )、 第 1層 は古墳築造後に堆積したところ

(1～ 2層 )である。第 4層埋土には飛礫石が36個点在する。

環塚内側の丘陵頂部平坦面

検出面は舌状丘陵部の先端に留まり、平面形は下弦の月を表している。調査区外へ続く環嫁の範

囲に対する環塚内側の丘陵頂都平坦面の面積を考え比較すると、検出面は全体の15%程度と考え

られる。検出面の南北両端間距離 (長軸)約 28m、 東西間距離 (短軸)約 12mで平面積約300♂

となる。頂部平坦面には検出結果より古墳の周溝等による残丘を確認しており、変遷を考えると古

墳が造られ更に後世丘陵上を平坦地に削平したことが窺える。

頂部平坦面に残る環塚築造時の遺構として柵列跡を検出している。柵列は平坦面の先端付近に検

出した。北側及び 3号墳西側の柵列跡は環塚内側法面上で平坦面との接点に位置していると言える。

1号墳の西側にも平坦面から環塚に向かって傾斜する部分に約 9mに わたって柵列跡があり、 8本

の柱穴を検出している。この柵列は土橋へ向かって僅かに下っており、土橋から環塚内側頂部平坦

面への通路に当たる所と考えることができる。以上のことから環塚築造時北西側の頂部平坦面は柵

列により囲まれていたと考えられる。また、円形ないし楕円形状の土坑が 7基ある。何れも後世の

掘削により残存部は僅かであり、性格を断定するには無理があるが、規模及びまとまって在ること

から、環塚により守られていた貯蔵穴と考えることができる。 1号墳の西側斜面部には一部環壕築

造前の旧表土が残り、弥生時代前期の壼・奏等が検出されている。

柱穴群

頂部平坦面に残る環塚築造時の遺構として考えられるものに柱穴群がある。平坦面の北側に14

本の柱穴が点在するが、中に 2棟の堀立柱による建物が存在したと考えられる。規模は第 1棟

1.85m× 1.64m、 第 2棟は1.84m× 1,70mと 何れも小さく柱穴も最大で25cmであり、小規模建物跡

で倉庫等が他にも存在したと考えられる。時期を決定する遺物はないが、柱穴の残存状況及び小規

模建物であることなどから環塚内には倉庫等の建物があったと考える。

柱穴列

頂部平坦面に残る環塚築造時の遺構として考えられるものに柱穴列がある。平坦面中央と東側に
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各 1列を確認し、何れも堀立柱による建物が存在したと考えられる。規模は第 1列 2間の3.59m、

第 2列は 1聞 1.92mと 何れも短く柱穴も最大で37cmで あり、小規模建物跡で倉庫等が存在したと考

えられる。時期を決定する遺物はないが、柱穴の残存状況及び小規模建物であることなどから環塚

内の倉庫跡と考えた。

遺物

環壕内より飛礫石、弥生土器壺・轟・鉢・把手・高郭・器台などが出上している。遺物は環塚内

全体で出土しているが、西側から北側に多く見られた。先に堆積層を4層 に大別しており、各層別

出土】大況を見る。第 1層 は弥生時代後期及び古墳時代前期から中期、第 2層は弥生時代前期から後

期、第 3及び第 4層 は弥生時代前期から中期のものである。また環塚内側の丘陵上旧表土中より弥

生時代前期の壷・甕が出土している。

経塚鼻遺跡環嫁の特質

環塚は県内東部 (出雲)で弥生前期末から中期前葉期のものとして松江市田和山、雲南市要害の

2例があり、隣接の鳥取県西部には南部町の宮尾・清水谷・天王原・諸木、米子市尾高御建山、淀

江町今津岸上、名和町大塚岩田の 7例が知られているが、特に鳥取県西部に集中して見られる。こ

こでは環嫁の持つ一般的な特性を基に本環嫁の特質を考えてみたい。

◎はじめに立地を見たいが、今回の調査では区域外となっているが平坦面の続く丘陵東側に環塚

が続くか、 トレンチによる確認調査が別作の発掘調査事業で実施され、その調査結果から環嫁の範

囲は丘陵頂部にはち巻き状に両側面にも存在することが確認できた。

標高は37m前後、水田との比高差は21mで三方が斜面となる。頂部平坦面は高台であり、標高

は41.3m前後、水田との比高差は26mで 日照は良好であるが、風は強い。飲用水は麓に求めること

になり、居住地としては不適地と言える。眺望は良好の地であり、見張り所・砦といった防御に適

した地と考える。

◎形態をみると、本調査区検出面では弓形となるが、先に述べた別件調査による環塚範囲確認調

査で検出された箇所をつなぐと南北両端とも東へ延び、平面形はU字形となると考えられる。断面

形はV宇形であり、他例と通有するタイプである。掘り込みは丘陵頂部平坦地から丘陵斜面部に変

わる肩部に築造されており、全体的に外壁に比べ内壁は高位置から始まり、高さを比較すると2～

2.5倍 となる。

◎環嫁の用途については戦聞防御施設・獣類防御施設 。宗教的特殊区画・権威の象徴
。拠点集落

など様々なことが考えられるが、本環塚については全容ではなく一部の検出面である。これにより

用途について言及することには無理があるが、検出結果により考察してみたい。環塚は丘陵先端頂

部を囲み丘陵奥部へ続き、山容に対し鉢巻きをした様相であり、台地状頂部を斜面と区画する構造

物であることは確実である。環壕のタト側から内側へ進入することは動物でも困難と考えられ、仮に

外壁から内壁に飛び移ることができても、法面は急峻であり登ることは不可能である。また法面上

には柵列があり、防御を更に強固にしている。加えて埋土中より飛礫石を総数 389イ固、頂部先端部

より40個以上が出土しており、戦聞用具と考えることができる。なお埋土中より出上の飛礫石は

半数以上が古墳造成時に掻き出されたと考える層位で、土橋近くより多くを検出しており、土橋よ

り環塚内側への通路を意識し柵の近くに置かれていたものであったとも考えられる。土橋から環塚

内側上部へ続く路線を見ると、花筒岩風化土 (真砂土)と火山灰土 (通称ミズマサ)が堆積した地
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脈上に造られており、軟らかで脆く風化しやすく浸食を受けやすい土質であることが判る。地脈を

造るこの上層は、山頂北寄りから北側斜面中腹にかけて斜めに大きく層を成している。この様な所

に通りを設けることは偶然ではなく、意図的に選定したと考えるべきと思われ、溝とした場合地脈

で強度的に弱いとしたことが考えられる。防御を意識した通路としての利用であれば、使用に耐え

ることが可能とも考えられるが、擬似的通路の可能性も考えた。これらのことから戦聞防御を目的

としたもので、比較的大規模地域間での食糧事情も要因の 1つ とした争乱に備えたものではなかろ

うか。

◎環塚築造と放棄の時期については、下層出土土器から弥生時代前期末に開削され、その後、中

期前半以降は比較的早くに環塚としての機能は薄れ、人為的に埋め込まれた。その後、後期前半頃

は溝は埋まりきらずに窪地として残っていたことが判り、環塚として機能していた期間は前期末か

ら中期前半と短期間であったことが窺える。

以上、検出の遺構・遺物に基づき本環嫁の特質と思われる事柄について述べてみたが、環塚がど

のような目的によって開削され、また造らなければならなかった当時の社会情勢についてはどうか

など具体的に考えてみたかったが、環嫁の内側は後世の削平等により築造当時の遺構は消滅してし

まっていること、更に調査範囲は全体の一部に止まり、成果としてはあまりにも断片的であり、本

質を窺うことができなかった。ただし、前期末から中期にかけて本遺跡を含め、鳥取県南部町 (隣

町)に 4例 と集中してみられることから、中山間地における食糧事情等を起因とした、社会情勢の

変化の優劣は顕著であり、やがて、中期に入り、地域間の対立、或いは争乱は鎮静化したものであ

ろう。いずれにしても、島根県では発見例の少ない弥生時代環嫁の新事例として当地方の弥生時代

前半の集落のあり方を考える上で貴重な事例となった。

竪穴住居跡

検出した弥生時代の出穴住居跡は建替え等は含まず 6棟であり、時期は弥生時代後期前半と後半

の二時期である。いずれも斜面を造成して造られており、流失等により床面の残存が 5割以下とな

るものが 3棟で考察に難を残している。平面形は総じて円形を呈していると考えられ、SI-02と

SI-06は床面の残存率も良く、 4本柱に中央ピットを持つ形式である。SI-04は 6本柱の可能性

が高く中央ピットを持っている。各住居跡の標高は37.5m、 35.2m、 33.5m、 33.4m、 30,Om、 24.Om

であり、上下間の比高差は13.5mと なる。山容の中腹以上にある住居跡はSI-01～ 02・ 04～ 06で あ

り、中腹以下にあるのはSI-07のみである。SI-07は建替え 。拡張が行われ 3棟の存在が考えら

れる。

後期前半のものはSI-02・ 05・ 06・ 07の 4棟でSI-05を 切 り込んだSI-04は後期後半であ

る。平面形もSI-04が隅丸多角形であるのに対し他は全て円形である。SIは 山陰に通有の中央特

殊ピットを持ち築造当初は何かしら唯一目的であったにせよ、当地では炉を含めて、時季により多

目的であった可能性が考えられる。

当地では調査区の関係から斜面部でしか竪穴住居跡はみつかっていないけれども、後期前半には

SI-02・ 05。 06。 07の 4棟はそれぞれほぼ等間隔に距離を置き配置されている①一時期に営まれ

た集落を形成するものと言えよう。SI-04は調査区では後期後半に単独で営まれるように見える

が、山陰では集落は最盛期を迎える時期でもあり、この 1棟を以ってのみでは状況は判断できない。

いずれにしても各地で丘陵上に集落が出現する時期であり、丘陵上に住まわざるを得ないと言う社

-88-



会情勢の不安定さや土地条件の制約があったものと考えられる。

段状遺構

検出した弥生時代の段状遺構は12基であり、時期は弥生後期前半～後半である。いずれも斜面

を造成して造られており、流失等により盛り上部分は残存せず、地山の加工面を残すのみである。

平面形は等高線に横長隅丸の長方形を呈していたと考える。SS-01。 SS-02a o SS-02b o SS―

10か らは柱穴を検出し、SS-02b・ SS-13については直列する柱穴を検出するが、いずれも建物

跡の規模・棟数を判断することはできなかった。またSS-04・ SS-06・ SS-07・ SS-08。

SS-09。 SS-11・ SS-12'SS-14か らは柱穴を検出していない。各段状遺構の標高は34m、

86.5m、 36.3m、 24.8m、 31.7m、 34.2m、 33.8m、 34.4mであり、水田との比高差は21.4～ 9,7m、 と

なる。山容の中腹より下にあるのはSS-01・ SS-02a・ b'SS-08。 SS-13である。

土坑

弥生時代の土坑として考えられるものは、環塚内側の丘陵頂部平坦面より検出した 7基である。

出土遺物により弥生時代のものとして確定できるものはSK-12の 1基のみで、底部は楕円形であ

るが上部は後世の掘削を受けており、追構の性格を考えるには難を残している。規模及び周辺の状

況から見ると竪穴住居跡及び段状遺構の近辺に位置しており、形態上の特徴を考えると貯蔵穴であ

ると思われ、住居跡と一体をなすものであると考える。

3.古墳時代

古墳

検出した古墳は 4基で古墳時代前期末～後期である。 1～ 3号墳はいずれも円墳で丘陵頂部に築

かれているが 4号墳は西側斜面の 7合 目附近にあり、頂部古墳との比高差は9m弱である。いずれ

の古墳も後世の掘削を受けており築造時の墳丘盛土は 3号墳に僅かに残るのみであり、墳形及び規

模は地山を掘り込んだ周溝により形づくられる墳丘基盤面により推定した。時期及び新旧関係は周

溝の切り合いと出土遺物により1号墳は前期末～中期前半、 2号墳は切り合いにより1号墳築造以

降で 3号墳築造前となり、立地条件等から古墳時代中期頃とみて大過なかろう。築かれた位置を考

えると1号墳及び 2号墳は墳丘基盤が地山として頂部に残り極端に先端部に築かれていない。対し

て 3号墳は先端部へ盛土を施し墳丘基盤を築いており出土遺物より時期は後期 (6世紀後半)であ

る。 4号墳の検出は周溝のみであり長さ9,Omを 測る。溝は後方斜面に掘り込まれ上幅 2m、 下幅

0.35m、 深さ1.2mを 波1る 。築造は前方斜面を盛土し墳丘を形成したと考えるが多くは流失したと

思われ、また、後世掘削を受けたと考えるが近世以来墓地として帯状に平坦地が造成されており、

更に近現代の墓地整備により大きく掘削を受け周溝を残すのみとなったことがわかる。一辺 10m

前後の方墳と思われる。主体部は全く確認されず、周溝底部直上より須恵器蓋郭が 4点出土し時期

は後期 (6世紀前半)である。出上の須恵器は身 3点、蓋 2点である。内、 3点 (身 1箇・蓋 2箇 )

は総て受口を上に塊まって出土しており意図して置かれたものと思われ埋納・供献など儀礼的意味

を持つものと考えられる。検出した 4基の古墳は時代的にみると中期から後期へと1→ 2→ 4→ 3

号墳の順に築造されている。立地でも丘陵頂上→斜面部→丘陵端部へと変遷する。

竪穴住居跡

検出した古墳時代の竪穴住居はSI-03の 1棟であり、時期は古墳時代前期である。斜面を造成
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して造られる前面となる盛土部分は流失したと考えられ、残存する形状は横長の長方形を呈してい

る。もとは側溝が側壁下を全周したと考えられ、規模は 1辺 4.85mの 方形で推定床面積は23.52♂

と考えられる。古墳時代の竪穴住居跡はこの 1棟を確認するのみであるが調査区外となる北東側に

は等高線上に同様の地形が続き存在の可能性を残している。いずれにしても、弥生時代後期に続き、

なお丘陵上に住まうと言う土地条件の制約や世情の不安定があったのではなかろうか。

段状遺構

検出した古墳時代の段状遺構は 2基であり、SS-03と SS-05で ある。SS-03の時期は古墳時

代中期である。SS-05は 出土遺物が弥生時代後期～古墳時代前期の物が出土しているがここで扱

った。SS-03か らは11本の柱穴を確認し中には 4本 。2本の列を成すものであり建物跡の存在が

考えられたが、前面が流出しており全容を知ることはできないが掘立ての住居跡等が存在したと考

えられる。SS-05は中央をSI-03に よって切り込まれ造成時の状況を知ることはできないがSI一

〇3の床面より浅く、柱穴は検出されなかった。

第 2節 遺物について
経塚鼻遺跡は縄文時代晩期から江戸時代にかけての複合遺跡である。時代的にみると所々、欠落

する時もあるものの、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石器、玉類、鉄器、古銭等、様々な

器種が出土している。その量はコンテナ60箱以上にのばり、古い土器程風化の度合いが著しい。

ここでは器種ごとに分類し、若千の考察を試みたい。

1、 縄文土器

鉢が 2点出土している。

外 (SK-13-1・ SK-15-1)

SK-13-1は 外傾し、日縁部に刻み目突帯文を貼 り付ける。SK-15-1は ほぼ直立し、

刻み目突帯文を貼り付ける。時期的にみると、共に縄文時代晩期後半である。

2、 弥生時代

広日壺、長顕壺、無頚壺、奏、鉢、高郭、鼓形器台、蓋、土玉が出土している。

A、 弥生時代前期末～中期中頃 (ほ とんどが環濠出上である)

広口壺 (Bュ ー 1・ B2~4。 6。 BY-1・ T2Y2~1、 旧表土中-1)

Bl-1は、扇斗状の回縁で、日縁端面に鋸歯文。内面に櫛描波状文を入れ、小さな円孔を

穿つ。

B2-4は、外反する口縁で端部は角張 り、ヘラ描斜格子文を入れる。頚部に多条の櫛描直

線文を巡らす。

B2-6は、口縁下端に垂直する稜を持つ。

BY-1は 、口縁部欠損、顎部に 4条以上のヘラ描直線文を巡らす。

T2Y2-1は、頸部の破片。

旧表土中-1は、頸部～体部の破片で頭部に 5条のヘラ描直線文。

長顎重 (B2~2・ B2~3)

B2~2は、やや外反する口縁で端部角張る。頸部に 8条以上のヘラ描直線文を巡らす。
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B2-3は、口縁部欠損。頸部～体部に多条の櫛描直線文、刺突文、櫛描波状文、刺突文と

上から下に向かって交互に、賑々しく飾る。底部は厚く平坦。

無頸壷 (B2~5)

B2~5は、口縁部に 3条の凹線文。肩部に二段の櫛状工具による刺突文を巡らす。内面ハ

ケ調整。

時期的にみると前期末のものはBY-1・ 旧表土中-1・ B2-2。 中期前半はBl-1・ B2-

4・ B2~3.中 期中頃はB2~5と 考えられる。なお、B2~3は胴部があまり張り出さないタイプ

の長頸壷で、口頚部から胴都中位まで余すことなく多条の櫛描直線文、刺突文、櫛描波状文、刺突

文を交互に賑々しく飾っている。類例は飯梨川最下流域の磯近遺跡出上のものに求めることができ

るが、B2~3は それ以上に装飾は派手である。

奏 (BI-2・ 3、 B2~1・ 8・ 9、 BY-2・ 3・ 4、 ~1、 T2Y2~2・ 3、 旧表土中 2

3。 4)

① 口縁形態はゆるく外反するもの～やや強く外反するもの

Bュ ー3は、口縁端部に刻み目を入れる。

B2~8は、口縁端面に 1条の浅いヘラ描沈線文を入れる。

BY-2は 、 1条のヘラ描直線文を巡らす。

TlYl-1は 、口縁端部は角張り、頸部に 2条のヘラ描直線文。

T2Y2~2は 、口縁端部に刻み目。

旧表土中-2は、口縁端部角張る。

旧表土中-3は、日縁端部に刻み目。

旧表土中-4は、回縁端部に刻み目を入れ、顕部に 4条のヘラ描直線文を巡らす。

① 口縁形態は逆 L字状口縁で、端部に突帯を貼り付け、強く屈折するもの。

Bl-2、 B2~1、 T2Y2~2、 B2~9は、日縁端部に刻み日、頸部に 6条のヘラ描直線文、

直下に刺突文。

BY-4は 、体部はやや張り出し、顕部に多条の櫛描直線文。体部上位に刺突文。

BY-3は 、体部はやや張り出す。

釘こ(B2~11・ 10)

B2~11は 、口縁部は逆L字状に強く屈折し、体部は大きく張り出す。

B2~10は 、口縁部はゆるく外反し、端部に刻み目を入れ、頚部に16条のヘラ描直線文、刺

突文を巡らす。

時期的にみると、中期前半はBY-4、 他は全て前期末と考えられる。当遺跡では前期の外面顕

部無文にはじまりヘラ描直線文の 1～ 3条から16条へと多条化が進み、中期に入ると櫛描直線文

の出現、多条化と言う流れを追うことができる。

B、 弥生時代後期前半～後半

この時期の土器は実測掲載した数でも70点以上にのぼり、大半のものが後期前半である。ここ

では主に、竪穴住居跡や段状遺構、溝、土坑から出土したものについて記述する。

壺は口縁形態から大まかにA～ Gま で 7分類した。

重 A、 口縁端部は上下に拡張され、その平坦面が内傾するもの
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SI-02-6は 、平坦面に 3条の凹線を巡らし、顎部から肩部にかけてヘラ描直線文と鋸歯

文を交互に巡らす。肩部は大きく張り出し、小さい平底を持つ。顎部以下ケズリ。

SI-06-1は 、 4条の凹線文、口縁部直下に 3条のヘラ描直線文を入れる。ナデ肩で頚部

以下ケズリ。

壺 B、 口縁端部は上下に拡張され、平坦面が直立するもの。

SI-02-1は 、 2条の凹線文を巡らし、頸部に 3条のヘラ描直線文、直下に刺突文を入れ

る。

壺 C、 口縁端部は上方に短く拡張され、平坦面が内傾するもの。

SI-05-1は、平坦面に 2条の凹線文、頚部は短め。

壷 D、 口縁端部は下方に短く拡張され、平坦面が内傾するもの。

SI-07-1は、外面無文で、顕部は短め。肩部以下ケズリ。

壺 E、 複合口縁で平坦面がやや内傾するもの。

SI-01-1は、短めの複合口縁で、小型。

壷 F、 複合口縁で平坦面が直立するもの。

SS-01-1は 4条の凹線文、頚部にヘラ描直線文。

壺 G、 複合口縁で外傾するもの。

SS-04- 11ま 、 タト面無文。

環頻BY-8は 、外面に櫛描文を巡らす。

時期的にみると、A～ Eは後期前半、Fは後期前半～中、 Gは後期後半である。

奏は口縁形態から重同様大まかにA～ Eま で 5分類した。

奏A(口縁端部は上下に拡張され、その平坦面が内傾するもの)

SI-02-4は 、日縁端部が下方に比べ上方に長めに拡張され、その外面に 3条の凹線文を

巡らす。肩部に刺突文。頸部以下ケズリ。

SI-05-2は、外面に 4条の凹線文、顕部以下ケズリ。

SS-13-1は 、 4条の凹線文、頸部以下ケズリ。

SD-04-3は 、 4条の凹線支、肩部はやや張り出す。頸部以下ケズリ。

SK-11-1は 、 5条の凹線文、なで肩で、頚部以下ケズリ。

SK-17-2は、 4条の凹線文、頭部以下ケズリ。

環塚BY-51よ、 3条の凹線文、肩部以下ケズリ。

奏B(口縁端部は上方に高く拡張され、平坦面が内傾するもの)

SI-06-4は、口縁外面に 3条の凹線文、肩部以下ケズリ。

SI-07-2は、 3条の凹線文。

SK-16-1は 、上方に拡張されるが、高くはない。外面に 2条の凹線文、肩部以下ケズリ。

環壕 Bュ ー4は、 4条の凹線文、肩部以下ケズリ。

環塚B2-12は 、 4条の凹線文、肩部以下ケズリ。

奏C(口縁端部は下方に高く拡張され、平坦面は内傾するもの)

SI-06-2は、口縁外面に 3条の凹線文、頚部以下ケズリ。

時期的にみると甕A・ BoC・ Dは弥生時代後期前半、Eは後期後半である。
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奏D(複合口縁で、平坦面は直立するもの)

SS12-2は 口縁外面に 4条の凹線文。頚部以下ケズリ。

SS02-b-1は 2条の凹線文。頸部に刺突文を巡らす。頸部以下ケズリ。

奏E(複合口縁で、平坦面は外傾するもの)

SS-04-11まクト面無文。

SS-12-11まタト面無文。

高郭 (SI-07-4、 環塚B2~23、 環塚TlYl-3、 環塚BY-11,SK-11-3)

SI-07-4は、脚柱部で脚裾部に上下 2段、 5方向円子しを穿つ。

環嫁B2-23は 、郭部で複合状に稜を持ち、口縁端部平坦面に 3条の凹線文を巡らす。

環壕 TlYュ ー3は、脚部で円孔を穿つ。

環塚BY-11は、脚部。

SK― ■ -3は、脚部。

時期はSI-07-4、 環塚B2~23が後期前半である。

鉢 (環塚BY-10)

環塚BY-10は 、「くの字」口縁で平底。頸部に円孔を穿ち、肩部刺突文。頸部以下ケズリ。

後期後半。

蓋 (環塚BY-12)

環塚BY-12は天丼部突出し、後期後半。

鼓形器台 (環壕DY-3、 環壕DY-4)

環塚DY-3は 、受部の破片で、直立、複合状を呈し下端の稜は斜め下方に鋭 く突出。外面

擬凹線文。

環塚DY-4は 、受部、外傾、複合状を呈し、下端の稜は下方に短く突出。外面擬凹線文。

後期中頃。

土玉 (環塚DY-5)

環壕DY-5は 、手握成形による球形。

以上、弥生時代後期前半から後半までの上器について概観したが、奏、壺などの口縁形態は後期前

半では口縁端部が上下に拡張され、その平坦面が内傾すると言う中期後半の系譜を引くもので、外

面には2条～ 4条の凹線文を巡らすものが多い。内面の削りは肩部から頸部への流れがみられる。

前半新相では口縁端部が直立するいわゆる複合口縁が出現し、続く中頃～後半には複合口縁が外傾、

外反している。内面調整は頚部以下ケズリである。

3、 土師器

壺 (SD-05-1)

SD-05-1は 外反気味に開く複合口縁で、端部はやや丸味を持つ。下端の稜は甘い。

奏 (1号墳 -2、 3号墳 -3・ 4、 SI-03-1・ 2・ 3、 SD-03-1・ 2・ 3、 SD-05-2、

SK-08-1・ 4)

1号墳 -2は、やや外反気味の「くの字」口縁、端面丸い。頸部以下ケズリ。
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3号墳 -3は、外反する「くの字」口縁、端部は九みを持つ。頸部以下ケズリ。

3号墳 -4は、小型の「くの字」口縁。

SIて 03-1は 、ややタト傾する複合口縁で、端部は外方に短く突出し九みを持つ。下端の稜

は外方に突出。

SI-03-3は 、外傾する複合口縁で、下端の稜は九みを持つ。

SI-03-2は、外傾する複合口縁で、端部はすぼまる。下端の稜は外方に突出。

SD-03-1は 、外傾する「くの字」口縁、端部は九みを持つ。

SD-03-2は 、やや外傾する複合口縁で、端部は九い。下端の稜は水平方向に鋭く突出。

SD-03-3は 、小型の球状体部で口縁部欠損。

SD-05-2は 、やや外反気味に開く複合口縁で、端部は角張る。下端の稜は水平方向に突

出。

SK-08-1は 、やや内湾気味に開く「くの字」口縁。

SI-03-4は、外傾する複合口縁で、端部はすぼまる。下端の稜は水平方向に大きく突出。

小型九底壺 (1号墳 -6・ 7)

1号墳 -6は、口縁は内湾気味に大きく外方に開き、端部はすぼまる。頸部のくびれは強く、

体部は倒卵形で小さい。顎部以下ケズリ。

1号墳 -7は、口縁部欠損。体部は小さく倒卵形。

高郭 (1号墳 -3。 4、 3号墳 -5。 6・ 7・ 8。 9、 SS-03-1、 SK-08-2)

1号墳 -3は、椀状の郭部。内外面ミガキ。

1号墳 -4は、脚柱部。三方円形透かし孔穿つ。

3号墳 -5は、郭底部～脚柱部。二方向円形透かし孔。

3号墳 -6は、郭部破片。口縁部欠損。

3号墳 -7は、脚部。

3号墳 -8は、脚部。

3号墳 -9は、脚部。

SS-03-1は 、脚柱部、円形透かし孔。

SK-08-2は 、必部破片、口縁部欠損。

鼓形器台 (SI-03-6)

SI-03-6は、ハの字状に開く脚台部。

郭 (1号墳 -5)

1号墳 -5は、椀状の郭部。

小型丸底鉢 (SI-03-5)

SI-03-5は 、外反する短めの複合状口縁を持ち、体部は浅く湾曲し、内外面ミガキ。

時期的には古墳時代前期前半が奏SD-03,1・ 2・ 3、 SK-08,1で いわゆる小谷 2式に比定され

る。古墳時代前期中～後半が壷 SD-05,1、 甕SD-05,2、 SI-03,1・ 2・ 3・ 4、 鼓形器台SI―

03-6、 小型丸底鉢SI-03-5で小谷 2式。古墳時代前期末～中期前半が小型丸底壷 1号墳 -6

で、口縁部の外傾度合、頚部の強いくびれ、小型の体部の特徴から新相を示すものと位置付けた。

古墳時代中期後半は高郭 1号墳 -3、 必 1号墳 -5が挙げられる。いずれも郭部は椀状である。古
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墳時代後期後半は共伴須恵器TK-43併行期より、奏 3号墳 -3・ 4、 高郭 3号墳 -5・ 6・ 7・ 8'9が

挙げられる。

当遺跡で特徴的なものは古墳時代前期中～後半の小型丸底鉢SI-03-5で ある。丁寧に体部内

外面全面をヘラミガキし、精巧で堅固な作 りである。布留式上器中段階のものであり、類例は夫敷

遺跡下層出土土器に求めることができる。

4、 須恵器

郭身、蓋郭、郭が出上している。

郭身 (4号墳 -1・ 2・ 5、 3号墳 -lb・ 2b。 10b。 11・ 12・ 13)

4号墳 -1は立ち上がりは比較的高く、内傾し、肉薄で端部は尖る。受部は短めで端部はにぶい。

深めで丸い体部。丁寧な回転ヘラ削りが体部の1/2程施される。受部径 13.2cmと 大型。

4号墳 -2は立ち上がりは比較的高く、やや内傾し、内面に段を持つ。受都は水平方向に突出し、

九味を持つ。ヘラ削り1/2、 受部径 14.4cmの 大型。

4号墳 -5は立ち上がりは短めで、内傾し、端部は丸味を持つ。受部は水平方向に大きく突出し、

稜は尖り気味。ヘラ削り1/2未満、受部径 14.6cmの 大型。

3号墳 -lbは 立ち上がりは低く、やや内傾し、端部はすぼまる。受部はにぶく、底都中心から

の回転ヘラ削り、 laと セット関係。

3号墳 -2bは 立ち上がりは低く、大きく内傾し、端部はすぼまる。受部はナナメ上方に突出し、

端部は丸味を持つ。中心から3周半のヘラ削り。 2aと セット関係。

3号墳 -10bは立ち上がりは比較的高く、内傾し、端面は角張る。肉厚で堅固である。受部は

にぶく、体部は深めで九い。中心から4周のヘラ削り。受部径 13.4cmと 大型である。

「X」のヘラ記号有り。

3号墳 -11・ 12・ 13は破片で、11は立ち上がりは比較的高く、中心からのヘラ削り。ヘラ記号有

り。12は立ち上がりは低い。13は立ち上がりは低く、内湾し、肉薄で端部は尖る。

時期的にみると4号墳 1・ 2は陶邑編年MT-15型 式並行で 6世紀前半。 5は TK-10型式並行。

lb・ 2b・ 10b。 11'12は TK-43並行で 6世紀後半。13は形態上は新相を呈し、TK-209以 降

7世紀代のものと考えられる。

蓋郭 (4号墳 -3・ 4、 3号墳 -la。 2a。 10a)

4号墳 -3は口縁部はやや内傾し、端部内面に段を持つ。天丼部と口縁部との境はにぶい稜で区

別される。天丼部に1/2を 占める割り合いの回転ヘラ削り。日径 13.7cmの大型。

4号墳 -4は 口縁部は直立し、端部内面に段。天丼部と口縁部の境は1条の深い沈線により区別。

天丼部1/2のヘラ削り。口径 13.5cmの 大型。

3号墳 -laは口縁都は直立し、端部は尖り、内面ににぶい段。境は強いナデによる凹みを造り

出し区別。天丼部は低く、中心から3周半のヘラ削り。ヘラ記号有り。

3号墳 -2aは口縁部はやや外湾気味、端部は尖り、境はにぶい稜で区別される。中心からのヘ

ラ削り。口径 14.2cmの 大型。

3号墳 -10aは 口縁部は内傾し、天丼部と口縁部との境は天丼都中心からの回転ヘラ削りを天丼

部全面に施し、その終了箇所を以って、にぶい稜を造り出し区別している。器壁も肉

厚である。ゆがみがあるものの最大径 14.7cmの 大型。
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時期的にみると4号墳 3は MT-15型 式並行。 4は TK-10型式並行。 3号墳 la。 2a・ 10aは

TK-43型式並行で、前述 lb。 2b。 10bと それぞれセット関係である。なお、10a・ 10bにつ

いては、この時期、器の大きさは小型化し、続くTK-209並行期には最も小型化する。10a・ 10

b共にそれぞれ 14.7cm、 13.4cmと 極めて大型であり、形態、特に10aの天丼全面回転ヘラ削りと言

う手法上の特徴は当地域ではみられないものである。他地域からの搬入品と考えられる。その地域

については今のところ調査中であるが、この時期鳥取県東部、特に旧河原町、旧郡家町周辺での古

墳調査等で大型化したものが出上している。これらの出土品との対比は今後の課題としたい。

必 (3号墳 -14)

3号墳 -14は琢部は椀状で、やや内湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸味をもつ。平底で、ハ

の字形に開くやや高めの高台を貼 り付ける。内端面で接地。時期的には、つまみ付の

蓋の口縁端部が短く折り曲げられ下垂する頃、 7世紀末～ 8世紀初めとみて大過なか

ろう。

5、 円筒埴輪

1号墳 8、 3号墳15～ 25、 4号墳 6が出土しているが、これらのものは人為的二次移動があっ

たものと考えられる。これらのうち 1号墳 -8は全体の60%、 ほぼ完形品は 3号墳 -18のみであ

る。全て普通円筒埴輪である。

1号墳 -8は、日径 21cm、 器高台40.6cm 2条突帯 3段からなり口縁部はやや外傾し、口縁

端部は「コ」の字形。突帯は断面台形状で水平方向に高く突出。 2段 目に円形透かし孔

を穿つ。外面全面にナデ調整が施され、第 1次調整タテハケはみられない。底部は薄

く調整し、端部は丸味を持つ。

3号墳 -18は、口径 30,Ocm、 器高41.2cm(復元高)、 2条突帯 3段からなり、 2段目中央に

2個の対向する円形透かし孔を穿つ。口縁部は上方に向かってやや外反気味に開き、

口縁端部で外方にやや折り曲げる。断面「コ」の字形で、端面は強くナデ凹ませる。突

帯は断面台形状で水平方向に高く突出する。底部は薄く調整し端部はすばまる方向を

とる。外面 1～ 3段 まで第 1次調整タテハケを施す。内面 1,2段にヨコハケメ。

3号墳 -15は、 1段 目の破片で、日縁部はやや外傾し、端部は九味を持つ。突帯は断面台

形状で水平方向に突出する。外面第 1次調整タテハケ、内面ナナメハケメ。

その他のものは全て口縁断面「コ」の字形。高く突出する突帯を持ち、外面第 1次調整タテハ

ケを施している。

時期的にみると口縁端部形態「コ」の字形、高く突出する突帯、二段目円孔、底部再調整により薄

く尖り気味。いわゆるカット技法はみられない。外面第 1次調整タテハケがみられるものがほとん

どで川西埴輪編年V期に比定され、 6世紀後半頃のものと思われる。なお、 1号墳 -8は外面全面

ナデでタテハケ調整はみられない。 3号墳 -15は口縁端部形態が九く納めらており、この中でも

古相を示すものと言えよう。

6、 鉄器

3号墳―Flは、残存長9,6cmの刀子で刀身長約 5.Ocm、 茎部4.6cmの小型。茎部に木質、刀関は

明瞭に残る。

3号墳一F2は、刀子で刀身長 11.Ocm、 茎部 5,9 cmの フクラ付。鞘の一部の木質が認められ、
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いわゆる奉口式と考えられる。両関で刀関の残りは良好であるが、棟関の残りは良く

ない。

1号墳―Flは、残存長 5,9cmの鉄鏃茎部。

2号墳一Flは、残存長3.2cmの柳葉式鉄鏃鏃身切先部。幅2.6cm。

7、 玉類

3号墳主体部から出上している。

勾玉はめのう製で長さ2.2cm、 幅 1.7cm。

切子玉は水晶製断面六角形。長さ2,9cm、 幅 1.7cm。

小玉は4点出上している。めのう製 1点。ガラス製 3点。

8、 銅銭

寛永通宝 2点が出上している。径 2.2cmの ものは18世紀代、他は17～ 18世紀代と考えられると

9、 石器

旧表土中一Slは敲石 (安山岩)敲き打痕有り。

遺構外 -5は敲石 (安山岩)卵形で両端面に敲き打痕有り。

SI-07-Slは 敲石 (安山岩)敲き打痕有り。

SI-01-Slは砥石 (黒雲母花商岩)直方体で断面梯形。砥面は平坦で、使用条痕 3面に有

り。

遺構外 -1は磨製石包丁 (安山岩)両刃で紐通し孔を穿つ。

遺構外 -3は磨製石斧 (安山岩)研磨により側面稜線が明瞭に残る。条痕有り。

遺構外 -2は磨製石斧 (蛇灰岩)研磨により側面稜線が明瞭に残る。条痕有り。

遺構外 -4は石核 (安山岩)フ イッシャー、リング痕が有り。

なお、石材については当遺跡周辺に普通的に見られるものである。当遺跡の岩脈については母

岩は深成岩 (黒雲母花商岩)か らなり、断面の露出した所には地表から地下に向かって斜め方

向に深成岩の急冷相と噴出岩 (火山岩)の徐冷相による貫入脈状層がみられる。遺構外 2は こ

の脈石に酷似しており、やや軟質で表面全体に蛇の皮模様のようなまだらが浮かび出ている。
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経塚鼻遺跡出土土器遺物観察表 (下線は復元径)

遺構名 挿図番号 器 種 日径(cm) 現高(cm) 嵐径(cm) 形態 。文様の特徴 調整 (内面) 調整 (外面) 色調 備考

1号墳
土師器
鉢

複合日縁 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ・ハケメ 淡橙掲色

1号墳 8‐2
土師器
養

「くの字」口縁 ヨヨナデ・ヘラケズリ
ヨヨナデ・ハケメ4～ 5
条/cm 淡橙色

勺外画煤付
旨・赤色物
全布,ゆが
みあり

1号墳 8‐3 鞘訪
14.8

ヨコナデ・ヨコヘラミ
ガキ

ヨヨナデ・ヘラミガキ 橙褐色
勺外面赤色
物塗布

1号墳 珊訪
脚端部
97 司形透かし3方

ヨコナデ 。一部指頭圧
痕・ヘラケズリ

不整方向の指ナデ・ヘ
ラミガキか

橙褐色～
黄褐色
内外面赤色
物塗布

1号墳
上師器
郵

ナデ後一部ヘラミガキ ナデ後ヘラミガキ 赤橙色

可号墳

珊

酌

壼

９
．
３

一

ヨヨナデ・ナデ後ヘラ
ケズリ

ヨコナデ・ハケメ7条/
橙褐色

1号墳 8‐7 珊蜘重
3.5 挙減により不明 挙滅により不明 白橙色

かなり風イt
している

1号墳
筒円

輪

通

埴

並
日

口縁部はやや外傾 し、
日縁端部は「コ」の字
型をとり、端面は凹画
を成す。突帯は断面台
形を呈す。第 2段 に透
かし孔を穿つ。

ナ デ ナデ 橙茶色
―段目にヘ

ラ記号

3号墳 鶴嬌
外面天丼部 にヘ ラ護
号×

回転ナデ 。ナデ 回転ナデ・ヘラケズリ 淡青灰色

3号墳 輔孵
回転ナデ・ナデ 回転ナデ・ヘラケズリ 淡青灰色

3号墳 15‐2a
須恵器
邦蓋

回転ナデ 。ナデ 回転ナデ・ヘラケズリ 青灰色

3号墳 須恵器
邪身

回転ナデ。ランダムな
ナデ 回転ナデ・ヘラケズリ 暗青灰色

3号墳
土師器
甕
20.0 単純口縁 ヨコナデ・ヘラケズリ

ヨコナデ・ナナメハケ
メ5条/cm 橙褐色

3号墳
土師器
甕

9.7 単純口縁 ヨコナデ ヨコナデ 暗橙掲色 Ⅲ面煤付着

3号墳
土師器
高JTh

邦部2.1
脚部4.7

不底部を充填・脚部に
2方向円形の透かし

ヨコナデ ?タテヘラケ
ズリ・絞り目

ヨコナデ ?指ナデ 橙掲色
かなり風イヒ
している

3号墳 珊訪
2.3 不底部に刺突痕 ナデ タテハケメ8条/cm 赤橙褐色 かなり風化している

3号墳 船訪 囃‐２．２一
脚端部に凹線1条

ヨヨナデ
ヨコナデ 橙褐色

3号墳 珊訪 囃‐０・２一
ヨコナデ ヨコナデ

茶掲色～
黒掲色

物

あ

色

み

赤

が

，
布

ゆ

り

塗

3号墳 朗訪 囃９．４一
羽形の透かし孔 ヨコナデ オナメハケメ7条/cm 瞥淡橙掲と

3号墳 15‐ 10a 揺嬬
147‐ 13( 回転ナデ・ランダムな

ナデ コ転ナデ・ヘラケズリ
青灰色～
灰色
ゆがみあり

3号墳 15‐10b
須恵器
lTh身

琳面底部にヘラ記号X 司転ナデ コ転ナデ・ヘラケズリ 暗灰色

3号墳
須恵器
邦身

11.5 琳面底部にヘラ記号/ 回転ナデ・ランダムなヨヨナデ コ転ナデ・ヘラケズリ 淡青灰色

3号墳 15-12 斜婚
12.6 IHl転ナデ コ転ナデ・ヘラケズリ

々色

色

灰

灰

主
日

3号墳 鶴増
12.1? 2.5 回転ナデ 回転ナデ 青灰色 ゆがみあり

3号墳
須恵器
高台付邦

13.6 8.0 外画底部 板目条痕 コ転ナデ。ナデ 回転ナデ 青灰色

3号墳
筒円

輪

通

埴

並
日

口縁部は直立し、口縁
端部は丸みをもつ。実
帯は断面台形を呈す

斜め横方向のハケメ タテハケー次調整 赤褐色
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3号墳
普通円筒
埴輪
230

口縁部 fよ外傾 し、回線
端部はやや凹面をとるc
突帯は断面台形を呈すc
第 2段 に透かし孔を芽

=,。

斜めハケメ

ケ
ナ

ヨ

ハ
コ
後
嗣騨釉詢̈却ガ

左
メ
デ

コ

赤褐色

3号墳 16‐17
普通円筒
埴輪

23.0 205

日縁部は内傾 し、口縁
端部はやや凹画を成す。
突帯は断面台形を呈す。
第 2段 に透かし孔を穿
■)。

ヨコハケメ

左上がり斜めハケメー
次調整・口縁端部ヨコ
ナデ 。第 2段外画タテ
ハケメ 。第 2段突帯貼
付け後、ヨコナデ

赤掲色～

淡

3号墳 17‐ 18
普通円筒
埴輪

2条突帯3段からなり2
段目中央に2個の対向す
る円孔透かし孔を穿つ。
上方に向けてやや外反
気味に開き、口縁端部
は外方に折り曲げる。
「コ」の字型をとり、端
面は強くナデ凹ませる。
突帯は断面台形状で水
平方向に高く実出する。

ヨコハケメ

斜めハケメ・ 口縁端即
ヨコナデ 。第 2段外面
斜めハケメ 。第 2・ 1段
突帯貼付け後、ヨコナ
デ 。基部タテハケメ、
ナデ

橙色

3号墳 17-19
筒円

輪

通

埴

並
日

口縁部はやや外傾 し、
口縁端部は角張る。安
帯は断面台形を呈す。

ナデ 左上方向のタテハケメ
濃灰色～
淡橙灰色
須恵質

3号墳 17-20
普通円筒
埴輪

は
か

帯
透
実

ｏ
ヽ
す
し
呈

帥
鯵
を穿っ◇

都

画
孔

休
新

し
ヨコハケメ

基部はタテハケメ・突
帯貼り付け後ヨコナデ

淡赤褐色

3号墳 18‐21
筒円

輪

通

埴

並
日 18.6

口縁部は外傾 し、外画
に1条の凹線を巡らす。
日縁端部は画をとる。
実帯は断面台形を呈す。

ヨコハケメ、ナデ

タテハケメー次調整・
口縁端部ヨコナデ・第 Z
段突帯貼付け後、ヨコ
ナデ

濃灰色 須恵質

3号墳 18‐22
筒円

輪

通

埴

並
日

口縁部は外傾 し、日縁
端部はやや凹画をとる。
突帯は断面台形を呈す。
第 2段 に透かし孔を穿
■)。

ヨコハケメ・ナデ・
第2段指頭圧痕

部
ヨ
ズ
ヨ

端
段
ケ
後

姉・第２芍咄
め′、ヶメサ一・突帯貼ガ

斜
は
コ
リ
コ

黄褐色

3号墳 18‐ 23
筒円

輪

通

埴

並
日 320 20.0

口縁部は外傾 し、回縁
端部は面をとる。突帯
は断面台形を呈す。

ヨコハケメ後ナデ・

第 2段 タテナデ

左上方向の タテハケ
メ・口縁端部はヨコナ
デ 。第2段左方向タテハ
ケメ・突帯貼付け後ヨ
コナデ

濃反色 須恵質

3号墳
筒円

輪

通

埴

並
日 27.4

口縁部は外傾 し、口紡
端部はやや凹面を成す。

斜めハケメ 赤掲色

3号墳
筒円

輪

通

埴

並
日

体部は外傾する。突帯
は断面台形を呈す。透
かし孔を穿つ。

ヨコハケメ
基部はハケメ・突帯難
り付け後ヨコナデ

赤掲色

4号墳 鶴増
11.0 6.2 回転ナデ他不明

回転 ナデ・ ヘ ラケス
リ。他不明

黄白色

4号墳 21‐2 鞘孵
5.0 回転ナデ・ナデ

回転 ナデ・ ヘ ラケズ
リ・ヘラ切り後ヘラケ
ズリ

青灰色

4号墳
須恵器
杯嵩

回転ナデ
回転ナデ 。ヘ ラケズ
リ。ヘラ切り後ナデ

青灰色
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4号墳 21-4 鰯嬬
13.4 肩部に沈線 1条 コ転ナデ・ナデ

回転ナデ・ヘラケズリ・
ナデ 淡青灰色

4号墳 21‐5 鶴鵜
14.6 回転ナデ 。ランダムな

ナデ
回転ナデ 。ヘラケズリ
ヘラ状工具によるナデ

青灰色

4号墳 22-6 普通円筒
埴輪

15.0
口縁部はやや外傾し、
日縁端部は尖る◇

辞めハケ・指頭圧痕 辞めハケ 淡チ褐色

環壕DY 29DY‐1 弥生土器 16.6 ヨコナデ ヨコナデ 明橙掲色

乗壕DY 29DY‐2 弥生土器
養
17.4 複合口縁 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明 淡橙褐色 琳面煤付庭

乗壕DY 29DY‐3 弥生土器
鼓形器台

器受部 Iよ複合口縁状・
口縁部外画擬凹線文8条
以上

ヨコヘラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ 明橙褐色

乗壕DY 29DY‐4 弥生土器
鼓形器台

211
器受部は複合口縁状・
口縁部外面擬凹線文20
条

ヨコヘラミガキ ヨコナデ他不明 淡橙掲色

乗壕DY 29DY‐5 土玉 1幅 2.3 手捏成形 ナデ 暗茶掲色

票壕 BY 29BY-1 弥生土器
広口童

顕部ヘラ描き直線文4条
以上

下明 不明 橙褐色
かなり風‖
している

棄壕BY 29BY‐ 2 弥生土器
弩
20.6 頂部ヘラ描き直線文1条 ヨコナデ ヨヨナデ・指頭圧痕 灰掲色

衰壕BY 29BY-3 弥生土器
甕
19.0

逆 L字状口縁・貼り付
突帯

ナデ
ヨコナデ・ハケメ6条/

淡橙掲色

衰壕BY 29BY‐ 4 弥生土器
養
17.0

逆 L字状口縁・貼り付
突帯・胴部刺突文

ヨコナデ・ヘラミガキ
ヨヨナデ・ヨコハケメg

条/cm他不明 4面煤付落

乗壕 BY 29BY‐5 弥生土器
弩
16.8 口縁端部外面凹線3条 ヨヨナデ・ヘラケズリ ヨヨナデ 黄白色

員壕BY 29BY-6 弥生土器
甕
13.5 口縁端部外面四線3条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明 白橙色 Ⅲ面蝶付着

衰壕BY 29BY‐ 7 弥生土器
養
15.5 口縁端部外面回線3条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ 淡橙掲色 4画煤付盾

療壕 BY 29BY‐8 弥生土器 24.8 複合日縁 。口縁部外面
櫛描直線文10条以上

ヨコナデ・指頭圧痕
ヘラケズリ

ヨコナデ・ヨコヘラミガ
キ他不明

淡茶掲色

乗壕BY 29BY-9 弥生土器
底部

６
．
６ 悟頭圧痕・ヘラケズリ ナデ。タテヘラミガキ 白橙色

乗壕BY 29BY‐1( 聯螂
10.0? 48～ 4,3

口縁端部凹線1条・頸郡
穿孔・貝殻腹縁による
刺突文

ヨコナデ・ヘラケズリ

ヨコナデ・ヨコハケメ7
条/cm・ タテハケメ3
条/cm・ 指頭圧痕・ナ
デ

淡茶掲色 ゆがみあり

乗壕BY Z9BY‐11 弥生土器
高邦 阻９，５一

‐
くの字」口縁・平底 ヘラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ 淡茶掲色

乗壕BY 29BY‐ 1 弥生土器
蓋
102? 現状では1カ所穿孔 ナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ 淡茶褐色 ゆがみあIザ

環壕Bl 30Bl‐ 1
弥生土器
広口重
163?

口縁端面鋸歯文・内画
櫛描波状文と小さな円
孔・櫛描直線文6条以上

ヨヨナデ ヨコナデ 。指頭圧痕 橙掲色

環壕 Bl 30Bl‐ 2
弥生土器
持

逆 L字状口縁貼り付突
帯

ヨコヘラミガキ ヨコナデ 橙掲色

環壕 Bl 30Bl-3
弥生土器
甕
26.27 口縁端部刻み目 ナデ ナデ

淡炊衛也

～繕 白tt

環壕 Bl 30Bl‐ 4
弥生土器
養
17.6 口縁端部外面凹線4条 ヨコナデ

ヨコナデ・タテハケメ〔
条/cm

灰掲色～
茶褐色
外面煤付着

環壕Bl 30Bl‐ 5
弥生土器
密
11.7 口縁端部外面凹線4条 ヨコナデ・ヘラケズリ

ヨコナデ・タテハケメ〔
条/cm 橙褐色 外面煤付着
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啜壕 Bl 30Bl‐ 6
弥生土器
甕
12.7

日縁端部外面凹線3条
胴部に櫛状工具によ
刺突文

る ヨコナデ・ヘラケズリ
ヨヨナデ・タテハケメ11
条/cm 橙褐色

員壕Bl 30Bl‐ 7
弥生土器
甕

19.1 口縁端部外面凹線5条 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ他不明 暗茶褐色

環壕 Bl 30Bl‐ 8
弥生土器
甕
24.9? 口縁端部外面凹線3条 ヨコナデ ヨコナデ 橙褐色

かなり風化
している

環壕 Bl 30Bl‐ 9
弥生土器
底部

亜 ヨコヘラミガキ
タテハケメ後タテヘラミ
ガキ・ナデ

淡灰掲色
～茶白色

環壕 Bl 30Bl‐ 1(
弥生土器
底部

８
．
‐

一
ヘラケズリ タテヘラミガキ・ナデ

灰掲色～
橙褐色

環壊Bl 30Bl-11
弥生土器
底部

5.6 ７
．
‐

一
ハケメ後ヘラミガキ

ハケメ後タテヘラミガ
キ・ナデ ?

黒掲色～
橙褐色

環壕Bl 30Bl‐ 12
弥生土器
観

下明 ヘラケズリ 赤掲色

環壕B2 30B2-1 弥
生土器
弩
14.1? 29

逆 L字状口縁貼 り付突
帯

審滅により不明 磨滅により不明 淡橙白色
かなり風1
している

環壕B2 30B2-2
弥生土器

6.3
顕部ヘラ描き直線文8条
以上

不明 下明 淡茶白色
かなり風1
している

環壕B2 30B2‐ 3
弥生土器

22.8 191

顕部円形刺実文・頸卸
から胴部に多条の櫛搬
直線文・ 三角形索け宍
文・櫛描波状文

ヘラミガキ・タテ
ハケメ

ヨコヘラミガキ他不明
橙掲色～
灰褐色

接合でき
ない破岩
を図面上
で合成

環壕B2 31B2‐ 4 麟腫
日縁部
191

底部12.9
104
口縁端部ヘラ描斜格子
文 。櫛描直線文 30条以
上・櫛描波状文

ヨコナデ ?ヨ コハケメ
10条/cm

ヨコナデ ?タテハケメ
嵐画ナデ

淡橙褐色
"が

みあり

環壕B2 31B2‐ 5 弥
生土器
無頸童

10.1 18.5?

口縁部四線 3条・穿孔 2
カ所・ 口縁端部凹線 1
条・櫛状工具による刺
突文

ヨコナデ・ハケメ3条/ ヨコナデ・タテ方向のナ
デ。タテヘラミガキ

茶褐色～
灰褐色

隣合でき
ない破片
を図画上
で合成

環壕B2 弥生土器
広口壷

14.3?
口縁下端に垂直する移
をもつ

不明 ヨヨナデ他不明 橙白色
かなり風化
している

環壕B2 31B2‐ 7 弥
生土器

12.0 口縁端部外面回線2条
ヨコナデ・ヘラケズ
リ・タテヘラミガキ

ヨコナデ・ヨコハケメ
タテヘラミガキ

”
色

橙

褐

淡

灰 4画煤付着

環壕B2 31B2‐ 8
弥生土器
甕
21.7?

口縁端面にヘラ描き減
線文 1条

ヨコナデ・ヨコヘラミ
ガキ

ヨコナデ・ハケメ後ヨコ
ヘラミガキ・指頭圧痕

橙褐色

環壕B2 31B2-9 弥
生土器
捲
16.4?

逆 L字状口縁貼り付突
常上に亥1み 目 。顕部ヘ

ラ描直線文6条・刺実文
ヘラミガキ

ヨコナデ・ハケメ後ヘラ
ミガキ 7

灰掲色

環壕B2 〕lB2‐ 10 弥
生土器
鉢
149

ヨ縁端部刻み目
苗直線文 16条 。

Fll突文

ラ
形
へ
角
・
一二 ヘラミガキ ヨコナデ。タテハケメ 淡橙褐色

環壕B2 31B2‐ 11 弥
生土器
鉢
22.8

]縁 を逆 L字状に強く
冒折

ヘラミガキか
ヨコナデ・タテハケメ1
条/cm 橙掲色 ll画爆付擢

環壕B2 31B2‐ lZ 弥
生土器
養

口縁端部外画凹線 4条う
上

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ 。タテハケメ 橙掲色 ll面煤付嬉
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環壕B2 31B2-1〔 弥
生土器
鶏

13.1
ヨコナデ・ヨコヘラミ
ガキ

ヨヨナデ他不明
灰褐色～
茶掲色

環壕B2 31B2‐ 1コ 弥
生上器
養
13.6

口縁端部凹線2～ 3条・
顕部に櫛状工具による
刺突文

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ 灰掲色
かなり風化
している

環壕B2 32B2‐ 1〔 底部 9.5 タテハケメ6条/cm ナデ・ヘラミガキ 茶白色

環壕B2 3282-1( 底部 不 明
ナデ・タテハヶメ5条/
cm後タテヘラミガキ

茶掲色～
黒褐色

環壕B2 32B2‐ 17 底部 ８
．
６

一
ヨコヘラミガキ

ナデ 。タテハケメ後ヘラ
ミガキ 茶白色

環壕B2 32B2‐ 1[ 底部 10.2 タテヘラミガキ ナデ・タテヘラミガキ
橙褐色～
暗茶褐色

環壕B2 32B2-1こ 底部 5.6 不明
医面は丁寧なナデ・他不
凋 橙褐色

かなり風1ヒ
している

環壕B2 32B2‐2C 底部 ヘラケズリ ナデ・タテヘラミガキ や
色

色

褐

褐

茶

橙

暗

環壕B2 32B2‐ 21 底部 タテヘラミガキ
ナデ・タテハケメ・タテ
ヘラミガキ

灰掲色～
淡赤掲色

環壕B2 32B2‐ 22 底部 95
ヨコヘラミガキ・タテ
ハケメ

ナデ・タテハケメ8条/ 橙灰掲色
～黒掲色

環壕B2 32B2‐ 23 h生
土器
高lTI

20,3 口縁端部上面に回線3条 ヨコヘラミガキ 下明 黄白色 内面煤付着

環壕 )2TlYl-1
ホ生土器
甕

13.1
頭部下にヘラ描き直線
文2条以上

ヨコナデ他不明 ヨコナデ 。ヘラミガキ
灰掲色～
暗掲色

環壕 〕2TlYl‐ 1
ホ生土器
底部

6.7 不明 阻いナデ 。ヘラミガキ 橙掲色

環壕 )2Tl Yl‐〔
称生土器
高郷 蜘‐‐・‐一

円形透かし現状で3方 阻いヨコヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ 明橙褐色

環壕 )2T2Y2‐ 1
ホ生土器 ヘラミガキ

タテハケメ6条/cm後
ヘラミガキ 赤掲色

環壕
h生土器
養
282 口縁端部に刻み目 下明 ヽ明 淡茶褐色 h面燃付擢

環壕
h生土器

16.3
逆 L字状口縁・ 口縁端
部粘土貼付・瀬戸内

下明 悟頭圧痕他不明 淡橙掲色簿

環壕
昧4+架

6.9 オデ ナデ
黄橙褐色―

部黒掲色底部

旧表土
中

麻生上野
広口壷 顕部ヘラ描き直線文5条 ヘラミガキ ケヽメ後ヘラミガキ 茶掲色

旧表土
中

33‐2 h生
土群
甕
269? 27.2 口縁端部角張る 不明

ヨコナデ・指頭圧痕・ヨ
コハケメ5条/cm・ タ
テヘラミガキ

淡茶色～
黒褐色
ゆがみあり

旧表土
中

33‐3 h生
土器
甕
212 口縁端旨Flこ亥Jみ目 不明 ヨコヘラミガキ他不明

淡茶色～
黒褐色

み

付

が

煤

ゆ

画

・

り

外

着

あ

旧表土
中

33‐4 称
生土器

24.1?
口縁端部に亥1み 目 。願
部下にヘラ描き直線文
4条

ヘラミガキ ヘラミガキ 灰褐色甕

旧表土
中
33-5 弥

生土群
底部

ヘラミガキ
タテハケメ後タテヘラミ
ガキかナデ

旧表土
中

33‐6 弥生
土器
底部

80～
8.4

不 明

底画はナデ後ランダムな
ヘラ状工具によるナデ・
タテハケメ6条/cm

暗橙掲色

S101
弥生土群
師
一

短かめの複合口縁 不明 不明 橙褐色 卜型
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S101
称生上部
底部

7.6 ヘラケズリ タテヘラミガキ・ナデ
黒褐色～
茶掲色

S102 44‐ 1
称生土器
広口重

22.3
口縁端部凹線2条・顕凱
ヘラ描き直線文3条・痢
突文

ヨコナデ・ハケメ ?
ヨコナデ・タテハケメG
～7条 /cm・ タテハケ
メ後ヨコナデ

橙褐色

S102 44‐2
跡生土器

26.2 口縁部凹線3条 ヨコヘラミガキ ヨコナデ
灰掲色～
黒掲色

ll面爆付増

S102 44‐3 称
生土器
養
11.9 口縁部凹線3条 ヨコナデ。ヘラケズリ ヨコナデ 淡橙褐色 4画燥付謄

S102 44‐4
詠生土器

14.1

口縁端部外面凹線3条 。

胴部ヘラ状工具による
刺突文

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明 橙掲色～
茶掲色弩

S102 44‐5
ホ生土器
簿
13.6 口縁部凹線3条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ・ヨコハケメ 茶褐

色～
黒褐色

S102 44‐6
ホ生土器
甕

15.3
口縁端部凹線3条・頸部
から肩部ヘ ラ描直線
文・鋸歯文

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ・ハケメ 橙灰褐色
～黒褐色

S102 44‐7
麻生土器
底部

5.6 ヘラケズリ 不明 橙褐色 ゆがみあり

S103
土師器
甕
16.6 複合口縁 ヨコナデ他不明 不明 茶白色

S103 46‐2
土師器
甕
163 複合口縁 不明 不明 橙褐色

S103
土師器
養
13.5 複合口縁 ヨコナデ ヨコナデ 淡橙掲色 外画煤付着

S103 46‐4
土師器
藷
133

復合口縁・ 口縁端部刻
面に幅広の凹線状のく
ばみを入れる

ヨコナデか ヨコナデか 橙白色

S103
土師器
い型丸底
鉢
15.1? 複合口縁状 ナデ後ヘラミガキ

ヨコナデかヨコハケメか
ヘラミガキ 茶掲色

ゆがみあ
り・径、傾
きは不確実

S103 h生土器
歳形器台

脚台部 ヘラケズリ ヨコナデ 橙掲色

S103
土師器
低脚邦

14.1 不明 不明 橙白色

S104 47‐ 1
ホ生土器
底部

7.2 ヘラケズリ 不明 茶白色

S105 ホ生土器
璽
15.2 口縁端部外画凹線2条 不明

ヨコナデ・タテハケメ4
条/cm

灰褐色～
淡橙白色

S105 49‐2
h生土器
鶏
15.3 口縁端部外画凹線4条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明 淡橙掲色

外面わずか
に煤付着

S105 49‐3
麻生土器
密
14.0 口縁端部外面凹線2条 ヨコナデ ヨコナデ 淡橙褐色 外面爆付着

S105 麻生土器
弯
18.4? 複合口縁 ヨコナデ ヨコナデ 茶白色 外面媒付着

S105 49‐5
麻生土器
底部

３
．
０

一
ナデ・ヘラケズリか ナデ 赤白色ゃ鶴

S106 麻生土器
広口壷

19.0
口縁端部凹線4条・口縁
直下ヘラ描き直線文3条

ヨコナデ
条/cmヨコ′ヽケメ抑

ヨヨナデ。タテハケメ6
条/cm他不明 茶掲色

S106 称生土器
驚
140 口縁端部外面凹線3条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨヨナデ・ハケメか 橙掲色 ll画鮒 着

S106 麻生土器
養
200 口縁端部外画凹線5条 ヨコナデ。ヘラケズリ ヨヨナデ

灰掲色～
黄白色

S106 h生土器
簿
14.2 口縁端部外面凹線3条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ・タテハヶメ 橙掲色

かなり風イヒ
している

S106
称生土器
底部

ヘラケズリ
オデ・タテハケメ6条/ 淡黒褐色

～黒掲色

S107 54‐ 1

監を キ 興

13.1 琳面無文 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ
かなり風イヒ
している。

外画燦付着
士空

双 余 駒 巴
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S107 54‐2
称生土群
弩
17.0? 25 口縁端部外面凹線3条 ヨコナテ ヨコナデ 淡橙褐色 ll画嫁付落

S107
称生土群
底部

５
．
５

一
ヘラケズリ ナデ・タテヘラミガキ 黒掲色

S107 54‐4
弥生土番
高郭

11.4
脚端部
10.4
脚部に上下 2段・ 5方向
に円形透かし

ヘラケズリ
ヨヨナデ・タテヘラミガ
キ

橙掲色

SS01 弥生土部
広口壷

24.3
口縁端部凹線4条・頸部
ヘラ描き直線文5条

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明
赤掲色～
橙掲色

SS02b 弥生土群
甕
15.4

部
ら
る

顕
か
よ

口
円
肩
刺

ヨコナデ 。ヘラケズリ ヨコナデ・タテハケメ
灰掲色～
黒掲色
舛面煤付え

SS02b 59‐2
麻生上部
甕
15.0

胴部にヘラかハケ原体
による列点文

ヘラケズリ他不明 ヨコナデ他不明
灰褐色～
茶自色
琳面婢付藉

SS02b 59-3
昧■ +塁

19.3 口縁部凹線3条以上 不明 下明 淡種褐色
かなり風1
している養

SS02b 59‐4
ホ生土帯
底部

３
．
。

一
ヘラケズリ 下明 淡橙掲色

SS02b 59-5
３土
杯
（工
古
画

麻 脚端部
13.2?
脚端部に凹線 ?1条

ヘラケズリ・ヨコヘラ
ミガキ

不明 茶白色

SS03 61‐03‐1 珊訪
現状では1カ所円形の透
かし

ヘラケズリ・回転ナデ タテハケメ7条/cm 暗茶掲色

SS04 61‐04‐ 1 ホ生
土器
15.5? 複合口縁・外面無文 ヨコナデ ヨコナデ 橙掲色

SS05 62‐1
h生土器
養
13.7? 口縁部四線2条以上 ヘラケズリ他不明 不明 茶白色

かなり風1ヒ
している

SS05 62‐2
土師器
養
18.8? 複合口縁 ヨコナデ ヨヨナデ 灰褐色 Ⅲ面煤付着

SS07 称生土器
弩
11.7
口縁部
32
底部4.0

5.8 口縁部凹線1条 ヨコナデ・ヘラケズリ
ハケメ後タテヘラミガ
キ・ヨコナデ・ハケ

黒褐色～
橙掲色
Ⅲ面煤付着

SS07 称生土器
養
14.3 口縁部凹線2条? ヨコナデ・ヘラケズリ

ヨヨナデ・タテハケメ〔
条/cm 橙褐色 Ⅲ面煤付着

SS09 称生土器
甕
144? 口縁部凹線1条

ヨコナデ・指頭圧痕
ヘラケズリ

ヨコナデ・タテハケメ〔
条/cm 茶白色

かなり風化
している

SS10 69‐ 1
称生土器
甕
14.6 ヘラケズリ ヨコナデ他不明 橙白色

かなり風化
している

SS10 69-2 称生土器
底部

ヘラケズリ他不明 不明
黒掲色～
灰茶色

SSll 称生土器
養

顕部80
底部11.1

11 8
頭部下に櫛描き直線文〔
条以上

ヘラケズリ他不明
ヨコナデ・タテハケメ〔
条/cm・ ナデ ?

灰掲色～
淡橙白色

SSll 称生土器
底部

ヘラミガキ・ヘラケズ
リ

ナデ・タテヘラミガキ
橙褐色～
黒褐色

SS12 称生土器
養
14.0? 3.2 隻合口縁 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨヨナデ 灰褐色 4面煤付増

SS13 赤生土器
甕
133 コ縁端部外面凹線4条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明 橙褐色

SD03 土師器
甕

挙純口縁 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ・タテハケメ
橙掲色～
黒褐色

SD03 79-2 土師器
養
20.5? 頃合口縁 不明 不明 淡茶白色

SD03 上師器
弩

丸底 ヘラケズリ他不明 不明
や
色

色

褐

橙

灰 1面媒付着

SD04 81-04-1 ホ生土群
甕
14.8

口縁部ヘラ描き沈線
条・沈線を描いた後 t
ヨコナデ

ヨコナデ 。ヘラケズリ ヨコナデ 暗茶掲色
ll面わずオ
こ煤付着

SD04 81-04-2 赤生土番
甕
16.0

複合口縁 。口縁部凹線 Z

条 。願部にヘラ描き減
線1条

ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ 橙白色
4面わずか
こ煤付着



SD04 81‐04‐3 麻生土器
養
161 口縁端部外画凹線4条 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ他不明

灰掲色～
黒褐色
外面煤付着

SD05 81-05-1 上師器
甕
24.6 複合口縁 不明 不明 雑離

かなり風イと
している

SD05 81‐05‐2 土師器
菱
202? 複合口縁 ヨコナデ ヨコナデ 橙色～

黒褐色
外画煤付着

SK08 86‐08‐ 1 土師器
甕
21.3 「くの字」口縁 ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナデ 橙褐色

SK08 86‐08‐2 蹴訪
郵底部を充填 不明 タテハケメ5条/cm 橙掲色

SKll 86‐11‐ 1 ふ
生土器
甕
13.0 日縁端部外画凹線5条 ヨコナデ ?ヘラケズリ

ヨコナデ。タテハケメ7
条/cm 橙褐色 外面煤付着

SKll 86-11-2 ふ生
土器
底部 偶

一
不明 不明

橙掲色～
暗茶掲色

SKll 86‐11‐3 h生
土器
高邦 螂‐２．６一

ヘラケズリ 不明
灰掲色～
淡茶褐色

SK12 86‐12‐1 ふ生土器
甕
10.7? 口縁部凹線4条 ヘラミガキ ヨコナデ 橙褐色

SK13 緻
鉢

口縁部刻み目突帯文 不明 ナデ他不明 橙白色 貼り付

SK15 85-15-1 緻
鉢

口縁部刻み目突帯文・

顕部下に板状工具によ
る平行沈線文6条以上

ヨコヘラミガキ 不明 淡橙白色 貼り付

SK16 85-16-1 ホ生土器
簿
15.4
口縁部
92
底部 7.9

口縁端部外面凹線2条 ヘラケズリ他不明
タテヘラミガキ・ヨヨナ
デ他不明

黒褐色～
橙掲色
外面煤付着

SK16 85‐16‐2 ム生土器
養
21.6? 口縁端部外画凹線3条 ヨコナデ他不明 ヨコナデ他不明 茶白色 外面煤付着

SK17 85-17-1 称生土器
菱
11.2 ヨヨナデ・ヘラケズリ ヨヨナデ他不明 橙掲色

かなり風化
している

SK17 85‐17‐2 称生土器
養
14,9 口縁端部外面凹線4条 ヨコナデ。ヘラケズリ ヨコナデ・タテハケメ 茶褐色 外面煤付着
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経塚鼻遺跡出土石器・石製品観察表

遺構名 挿図番号 器種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 形態上の特徴 石材 色調 備考

旧表土中 敲石 10.5 347.8

やや扁平な卵形を呈

す。表画中央部・上

下先端部に敲石打痕

あり。

S101 砥石 11.7 4.2 397.7

直方体を呈し、断面
は梯形。砥画は3面

使用され、面は平坦。

花開岩

S106 51‐Sl 石錘 1.7 灰白色

S107 55‐Sl 敲石 18.8 2180.4 識打痕あり 安山岩

遺構外 88‐ 1 石包丁 (磨製 ) 網
一

４
．
。

一
16.8

両刃で紐通し穴を穿
つ。両面に研磨が施

され擦痕が残る。両
刃。

安山岩

遺構外 88‐2 磨製石斧 網
一

76 3.7 198.6

側面に面を持ち、研

磨により側面の稜線
が明瞭に残る。

黒雲母花

蘭岩

遺構外 88‐3 磨製石斧 和
一

56 ３
．
５

一
155.0

刃縁はやや緩やかに

湾由する。側面に画

をもたず、断面は楕

円形を呈す。

安山岩 黄掲色

遺構外 88‐4 石核 9.9 189.6 安山岩

遺構外 敲石 5.0 407.1
卵形を呈す。両端部
に敲打痕あり。

安山岩 責掲色

経塚鼻遺跡出土玉類観察表

遺構名 挿図番号 器種 民さ(cm) 幅(cm) 享さ(cm) 重さ(g) 形態上の特徴 石材 色調 備考

3号墳 13‐」1 匂玉 弧状を呈し断面円形 めのう

3号墳 3-」 2 トエ 0.3 めのう 一部欠損

3号墳 切子玉 6.70 水晶 ―都欠損

3号墳 小玉 0.6 ガラス 濃青色

3号墳 小玉 0.8 0.35 0.22 ガラス 濃青色

3号墳 3-J6 小玉 0.7 0.55 ガラス 濃青色

経塚鼻遺跡出土鉄器・古銭観察表

遺構名 挿図番号 器種 長さ(cm) 幅(cm) 享さ(cm) 重さ(g) 形態上の特徴 備考

1号墳 9-1-Fl 簸 0.55 茎部のみ

2号墳 鉄鏃 2.6 呵 先端部分のみ

3号墳 13-Fl 刀 子 〕.4～ 1.G 19.71

3号墳 16-F2 刀 子
1.25～

1.35
2740

遺構外 88-6 古銭 「寛永通費」銘 銅貨

遺構外 88-7 古銭 「寛永通費」銘 銅貨
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図版 2
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図版 3
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図版 4
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図版 5
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1号墳

主体部完掘状況

(5ミから)

1号墳

完掘後の全景

(】しから)
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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図版 10
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